
保
護
貿
易
の
政
治
学
（
H
）

　
　
ー
ア
メ
リ
カ
の
鉄
鋼
保
護
貿
易
主
義
1

野

林

健

序
章

保護貿易の政治学（∬）

皿WVIVW皿HI
鉄
鋼
産
業
と
国
際
貿
易

輸
入
規
制
第
二
波
前
史

鉄
鋼
業
界
と
保
護
主
義
の
論
理

東
京
ラ
ウ
ン
ド
と
行
政
府
（
以
上
前
号
）

連
邦
議
会
－
政
治
化
の
舞
台

ト
リ
ガ
ー
価
格
制
度

O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会

政
治
的
解
の
帰
結
（
以
上
本
号
）

結
章
－
保
護
主
義
と
体
制
変
容
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V
　
連
邦
議
会
ー
政
治
化
の
舞
台

　
鉄
鋼
問
題
は
七
七
年
秋
に
ピ
ー
ク
を
む
か
え
る
が
、
そ
の
政
治
的
構
図
は
ま
ず
《
連
邦
議
会
対
行
政
府
》
と
し
て
描
か
れ
る
。
議
会
は
、

鉄
鋼
・
ビ
ー
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
、
地
元
選
挙
区
で
の
失
業
問
題
に
触
発
さ
れ
た
議
員
が
、
カ
ー
タ
ー
政
権
に
対
し
、
す
み
や
か
な
政
策

対
応
を
求
め
る
舞
台
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
は
、
議
員
は
立
法
機
能
を
に
な
う
者
と
い
う
よ
り
は
、
行
政
府
に
圧
力
を
か
け
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て
た
ち
ま

わ
っ
た
。
連
邦
議
会
が
、
カ
ー
タ
i
政
権
に
政
治
的
決
断
を
迫
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
個
別
産
業
た
る
、
ま
た
、
地
域
問
題
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
鉄
鋼
」
が
、
い
よ
い
よ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
争
点
と
し
て
国
内
政
治
過
程
に
登
揚
す
る
。

　
一
方
、
こ
の
時
期
、
国
際
レ
ベ
ル
で
は
O
E
C
D
鉄
鋼
特
別
部
会
が
発
足
し
、
多
国
間
協
議
が
始
ま
っ
て
い
た
（
第
一
回
会
合
は
七
月

二
〇
日
、
第
二
回
は
九
月
二
九
、
三
〇
日
）
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
O
E
C
D
の
揚
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
鉄
鋼
業
界
の
圧

力
を
か
わ
し
た
か
に
み
え
た
。
だ
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
き
に
、
鉄
鋼
問
題
は
急
を
要
す
る
国
内
問
題
と
し
て
浮
上
し
た
。

　
多
角
的
調
整
と
い
う
時
間
の
か
か
る
問
題
解
決
法
よ
り
も
、
大
量
の
レ
イ
オ
フ
、
工
揚
閉
鎖
と
い
っ
た
動
き
の
方
が
マ
ス
コ
、
、
、
を
に
ぎ

わ
せ
、
一
般
大
衆
の
耳
目
を
惹
き
付
け
た
が
、
そ
れ
ら
は
「
一
般
世
論
、
行
政
府
を
教
育
す
る
」
と
い
う
業
界
戦
略
に
と
っ
て
、
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
国
内
政
治
イ
ヴ
ェ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
本
章
で
は
ま
ず
七
七
年
危
機
の
背
景
を
考
え
る
。
そ
し
て
そ
の
あ
と
、
業
界
の
反
輸
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
態
、
さ
ら
に
は
レ
イ
オ
フ
、

工
揚
閉
鎖
と
い
っ
た
イ
ヴ
ェ
ン
ト
が
、
ど
の
よ
う
に
キ
ャ
ピ
ト
ル
・
ヒ
ル
”
連
邦
議
会
に
入
力
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
さ
ぐ
る
。
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業
界
の
反
輸
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
加
速
さ
せ
た
背
後
に
は
、
鋼
材
輸
入
の
増
大
と
企
業
収
益
の
悪
化
が
あ
っ
た
。
業
界
は
こ
の
両
者
を

輸
入
の
増
大
↓
失
業
の
発
生
と
い
う
因
果
関
係
に
設
定
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
効
果
の
増
幅
を
狙
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
七
六
年
の
鋼
材
輸
入
量
（
ス
チ
ー
ル
・
、
・
・
ル
・
プ
・
ダ
ク
ツ
・
べ
ー
ス
）
は
一
、
四
二
八
万
ネ
ッ
ト
・
ト
ン
（
以
下
ト
ン
と
略

　
　
　
（
2
）

す
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
対
前
年
度
比
一
八
・
九
％
増
で
あ
る
。
一
方
、
鋼
材
見
掛
消
費
量
一
億
一
〇
八
万
ト
ン
は
対
前
年
度
比
一
三
％
増

で
、
ほ
ぼ
前
回
の
ピ
ー
ク
六
九
～
七
一
年
の
水
準
に
復
帰
し
た
が
、
輸
入
も
内
需
に
見
合
っ
て
増
加
、
見
掛
消
費
に
占
め
る
割
合
は
前
年

よ
り
○
・
六
％
増
の
一
四
・
一
％
と
、
若
干
上
昇
し
た
。

　
相
手
国
別
に
み
る
と
、
日
本
か
ら
の
輸
入
量
が
史
上
最
高
を
記
録
し
た
こ
と
が
ま
ず
目
を
ひ
く
。
対
前
年
度
比
で
三
六
・
六
％
増
（
七

九
八
万
ト
ン
）
、
構
成
比
に
お
い
て
も
五
五
・
九
％
と
、
初
め
て
五
〇
％
の
大
台
を
突
破
し
た
。
こ
れ
に
対
し
E
C
諸
国
か
ら
の
輸
入
は

前
年
度
比
三
二
．
七
％
減
の
一
一
二
九
万
ト
ン
に
急
減
、
構
成
比
で
も
二
二
・
三
％
と
史
上
最
低
を
記
録
し
た
。
ち
な
み
に
、
日
本
が
構
成

比
で
E
C
を
う
わ
ま
わ
っ
た
の
は
六
九
年
、
七
〇
年
、
前
年
の
七
五
年
に
続
き
、
四
回
目
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
”
問
題
”
の
七
七
年
で
あ
る
。
ま
ず
輸
入
総
量
で
み
る
と
史
上
最
高
の
一
、
九
一
三
万
ト
ン
を
記
録
、
対
前
年
比
三
二
・
二
％

増
を
記
録
し
て
い
る
。
鋼
材
見
掛
消
費
量
は
対
前
年
比
七
・
三
％
増
の
一
億
八
四
五
万
ト
ン
、
見
掛
消
費
に
占
め
る
輸
入
量
は
前
年
の
一

四
．
一
％
か
ら
一
七
・
八
％
に
増
加
し
、
七
一
年
の
一
七
・
九
％
に
つ
ぐ
史
上
第
二
番
目
の
記
録
と
な
っ
た
。

　
相
手
国
別
に
み
る
と
、
な
に
よ
り
も
目
を
ひ
く
の
は
、
E
C
諸
国
の
輸
出
攻
勢
で
あ
る
。
対
米
輸
出
総
量
六
八
三
万
ト
ン
は
対
前
年
比

一
一
四
％
増
で
あ
る
。
ま
た
総
輸
入
量
に
占
め
る
構
成
比
も
三
五
・
四
％
と
な
り
、
前
年
よ
り
も
二
二
・
一
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
ス
チ

ー
ル
．
、
・
、
ル
．
プ
・
ダ
ク
ツ
・
ト
ン
当
た
り
平
均
単
価
を
み
て
も
、
E
C
諸
国
の
ア
メ
リ
カ
む
け
鋼
材
は
対
前
年
比
八
・
二
％
減
の
二
五

八
ド
ル
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
の
単
価
は
対
前
年
比
一
二
・
八
％
増
の
一
三
ニ
ド
ル
で
あ
っ
た
。
日
本
の
対
米
輸
出
は
前
年
と
比
較

し
て
総
量
で
一
六
万
ト
ン
、
率
に
し
て
マ
イ
ナ
ス
ニ
％
と
若
干
落
ち
込
み
、
こ
の
た
め
総
輸
入
量
に
占
め
る
日
本
の
比
率
も
、
過
去
最
高
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だ
っ
た
前
年
の
五
五
・
九
％
か
ら
四
〇
・
五
％
へ
と
減
少
し
た
。
だ
が
、
時
す
で
に
遅
く
、
こ
の
抑
制
は
な
ん
ら
効
果
を
持
た
な
か
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
企
業
収
益
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
い
う
ま
で
も
な
く
企
業
収
益
の
悪
化
は
大
き
な
圧
力
と
し
て
経
営
者
に
作
用
す
る
。
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
の
収
益
は
合
理
化
、
近
代
化
の

遅
れ
に
労
働
コ
ス
ト
や
公
害
規
制
コ
ス
ト
の
上
昇
が
加
わ
り
六
〇
年
代
に
悪
化
し
始
め
た
が
、
こ
れ
に
石
油
危
機
が
加
わ
り
、
七
〇
年
代

半
ば
に
一
層
加
速
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
売
上
高
税
引
後
利
益
率
は
七
四
年
の
六
・
五
％
か
ら
四
・
七
％
（
七
五
年
）
、
三
．
七
％
（
七
六

年
）
、
そ
し
て
問
題
の
七
七
年
に
は
0
・
一
％
に
ま
で
落
ち
こ
ん
で
い
る
。
金
額
で
い
え
ぱ
七
四
年
の
税
引
後
利
益
が
二
四
億
八
、
○
○

○
万
ド
ル
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
七
七
年
は
わ
ず
か
二
、
二
〇
〇
万
ド
ル
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
の
間
の
推
移
を
ア
メ
リ
カ
最
大
の
製
鉄
会
社
U
s
ス
チ
ー
ル
の
揚
合
で
み
る
と
、
七
四
年
の
税
引
後
利
益
は
六
億
三
、
○
O
O
万
ド

ル
で
あ
っ
た
の
が
、
七
五
年
に
は
五
億
六
、
O
O
O
万
ド
ル
、
七
六
年
に
は
四
億
一
、
○
○
○
万
ド
ル
、
そ
し
て
七
七
年
に
は
一
億
四
、

○
O
O
万
ド
ル
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
税
引
後
利
益
率
で
い
え
ば
六
・
七
％
（
七
四
、
七
五
年
）
か
ら
四
．
七
％
（
七
六
年
）
、
そ

し
て
一
・
四
％
（
七
七
年
）
へ
の
減
少
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
留
意
す
べ
き
は
、
ア
メ
リ
カ
の
製
鉄
会
社
の
多
く
は
経
営
の
多
角
化
に
熱
心
な
点
で
あ
る
。
さ
き
の
U
S
ス
チ
ー
ル
の
場
合
、

七
七
年
度
の
製
鉄
部
門
の
売
上
高
七
七
億
ド
ル
は
、
総
売
上
の
約
六
七
％
を
占
め
る
一
方
で
、
製
鉄
部
門
は
四
、
五
〇
〇
万
ド
ル
の
赤
字

を
出
し
て
い
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
収
益
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
み
て
お
こ
う
。
大
手
一
四
社
の
七
七
年
上
半
期
と
前
年
同
期
の
比
較
で
あ
る
。
詳
し
く
は
表

6
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
七
七
年
上
半
期
は
対
前
年
同
期
比
五
三
％
の
大
幅
減
少
で
あ
る
。
一
番
減
少
率
が
大
き
か
っ
た
の
は
七
七
年
九
月

に
工
揚
閉
鎖
を
お
こ
な
う
ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン
・
シ
ー
ト
・
ア
ン
ド
・
チ
ュ
ー
ブ
社
の
親
会
社
ラ
イ
ク
ス
．
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
七
六

年
上
半
期
一
七
億
ド
ル
の
利
益
か
ら
一
転
し
て
五
八
億
ド
ル
の
赤
字
に
転
落
し
て
い
る
。

140



保護貿易の政治学（H）

　　　　表6大手14社の収益状況と減少率（77年上半期対前年同期）

　　　　　　　　　　　　（77年上半期）　（76年上半期）　（減少率）

　　　　　　　　　　　　　　　　千ドル　　　　　　千ドル　　　　％
　US　　　　　　　　　　　　　　103ン700　　　　　217，300　　　　　　52

　インランド　　　　　　　　　52，365　　　　　59，221　　　　　12

　クレイン　　　　　　　　　48，160　　　　　30，480　　　 （十58）

　アームコ　　　　　　　　　36，168　　　　　64，937　　　　　44
　コノレト　　　　　　　　　　　　　　　　　　30，406　　　　　　　　　36，473　　　　　　　　　17

　ナショナノレ　　　　　　　　30，055　　　　　41，220　　　　　27

　リノ｛ブリック　　　　　　　 16，029　　　　　37，499　　　　　57

　アレゲニー・ラドラム　　　　10，889　　　　　2，261　　　（十309）

　ペスレヘム　　　　　　　　9，600　　　　　82，800　　　　　88

　インターレイク　　　　　　　　9，402　　　　　　18，237　　　　　48

　カイザー　　　　　　　　　　7，149　　　　　21，594　　　　　67

　マクロース　　　　　　　　5，3ぐ3　　　　　7，269　　　　　26

　サイクロプス　　　　　　　　　　2，453　　　　　　　4，052　　　　　　39

　ライクス　　　　　　　　ー58，150　　　　　17，270

　　注）Plttsburgh　stee1とJ＆Lは除く。

　出所）Jo群π副ヴ0伽膨70θ，Aug．25．1977．

　
つ
ぎ
に
大
き
な
減
少
率
を
示
し
て
い
る
の
は
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・

ス
チ
ー
ル
（
八
八
％
減
）
で
、
カ
イ
ザ
ー
・
ス
チ
ー
ル
（
六
七
％

減
）
、
U
S
ス
チ
ー
ル
（
五
二
％
）
と
続
く
。
一
四
社
の
う
ち
七

六
年
よ
り
七
七
年
の
方
が
利
益
を
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
の
は
二
社

に
す
ぎ
な
い
。
七
七
年
上
半
期
の
売
上
が
対
前
年
比
七
％
増
の
一

七
六
億
ド
ル
の
一
方
で
、
利
益
が
五
三
％
減
の
三
億
ド
ル
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
一
ド
ル
の
販
売
に
占
め
る
利
益
が
三
・
九
セ

ン
ト
か
ら
一
・
七
セ
ン
ト
に
減
少
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
七
七
年
は
業
界
に
と
っ
て
き
わ
め
て
厳
し

い
時
で
あ
っ
た
。
七
七
年
の
上
半
期
が
終
わ
る
時
点
で
す
で
に
大

幅
な
業
績
不
振
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
反
輸
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

一
層
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
だ
が
留
意
す
べ
き
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
“
シ
ン
ボ
ル
操
作
”

で
あ
っ
て
「
反
輸
入
」
が
業
界
の
ホ
ン
ネ
の
す
べ
て
で
は
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
業
界
が
解
決
す
べ
き
根
本
問
題
と
考
え
、
政
府

に
支
援
を
求
め
る
問
題
は
、
第
一
に
設
備
近
代
化
の
た
め
の
低
金

利
融
資
、
第
二
に
投
資
に
対
す
る
減
免
税
制
度
、
第
三
に
公
害
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

制
の
緩
和
で
あ
り
、
輸
入
問
題
は
い
わ
ば
四
番
目
で
あ
っ
た
。
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で
は
そ
の
四
番
目
の
問
題
が
な
ぜ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
前
面
に
持
ち
出
さ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
さ
き
の
三
要
求
に
つ
い
て
政
府
の
腰
を

あ
げ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
失
業
問
題
と
か
ら
ま
せ
た
反
輸
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
も
っ
と
も
政
治
的
効
果
が
あ
る
と
業
界
が
判
断
し
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
業
界
は
す
で
に
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
を
政
治
的
入
質
に
鉄
鋼
多
国
間
協
議
を
政
府
に
求
め
て
き
た
が
、
い
よ
い
よ
、
失
業
間
題
を
シ
ン
ボ

ル
化
し
て
、
地
域
問
題
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
争
点
に
連
動
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
U
S
W
A
と
連
合
し
つ
つ
、
地
域
住
民
に
ま
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
輪
を
広
げ
る
一
方
で
、
連
邦
議
会
議
員
に
も
・
ビ
ー
活
動
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
U
S
W
A
が
、
コ
O
O
万
ト
ン
の
輸
入
鋼
材
は

六
、
○
○
○
人
の
職
を
奪
う
こ
と
に
等
し
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
き
、
鉄
鋼
地
域
を
選
挙
区
と
す
る
議
員
も
ま
た
、
業
界
．
労
組
連
合

に
参
加
、
支
援
の
道
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
政
治
化
を
促
進
し
た
要
因
と
し
て
、
さ
ら
に
三
つ
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
前
年
の
七
六
年
は
前
年
に
く
ら
べ
鋼

材
輸
入
量
で
二
三
〇
万
ト
ン
増
、
前
年
比
で
い
え
ば
一
八
・
九
％
増
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
鋼
材
輸
入
は
さ
ら
に
一
層
増
加
す
る
で
あ
ろ

う
と
の
説
明
に
、
説
得
力
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
は
・
七
七
年
は
・
一
九
三
〇
年
代
以
来
最
悪
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
で
あ
り
、
工
揚
閉
鎖
や
レ
イ
オ
フ
と
い
う
イ
ヴ
ェ
ン
ト
は
、

い
ま
ま
で
に
な
く
業
界
に
対
す
る
世
論
の
同
情
を
得
や
す
く
し
た
点
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
七
七
年
一
月
に
発
足
し
た
カ
ー
タ
ー
政
権
が
イ
ン
フ
レ
な
き
持
続
的
成
長
と
と
も
に
、
失
業
の
削
減
を
政
治
課
題
に
か
か
げ

て
い
た
こ
と
に
関
連
す
る
。
業
界
の
求
め
る
輸
入
規
制
は
イ
ン
フ
レ
抑
制
と
は
相
反
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
大
量
の
失

業
発
生
は
失
業
の
削
減
と
い
う
政
策
目
標
に
な
じ
ま
な
い
。
し
か
し
イ
ン
フ
レ
と
失
業
と
で
は
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
お
い
て
後
者
の

方
が
は
る
か
に
視
覚
的
で
あ
り
、
ま
た
心
情
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
失
業
こ
そ
現
実
政
治
に
お
い
て
も
っ
と
も
利
用
価
値

の
あ
る
圧
力
源
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
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か
く
し
て
、
輸
入
が
失
業
を
引
き
お
こ
す
と
い
う
単
純
な
論
理
に
、
『
国
際
鉄
鋼
貿
易
の
経
済
学
』
（
七
七
年
五
月
発
表
）
の
い
う
略
奪

的
価
格
．
ダ
ン
ピ
ン
グ
仮
説
を
肉
付
け
し
て
カ
ー
タ
ー
政
権
を
最
終
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

保護貿易の政治学（H）

　
二
　
反
輸
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

　
つ
ぎ
に
具
体
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
に
目
を
む
け
よ
う
。
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
・
コ
マ
ー
ス
紙
は
七
月
二
十
一
日
の
紙
面
で
、
鉄
鋼

会
社
首
脳
が
A
I
S
I
と
提
携
し
て
外
国
メ
ー
カ
ー
、
特
に
日
本
に
よ
る
不
公
正
な
競
争
か
ら
の
救
済
を
求
め
、
「
一
般
世
論
お
よ
び
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

会
か
ら
の
支
持
を
強
化
す
る
た
め
の
全
国
行
脚
を
開
始
し
た
」
と
報
じ
て
い
る
。

　
同
紙
と
の
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
の
な
か
で
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
副
社
長
フ
レ
デ
リ
ソ
ク
・
ウ
ェ
ス
ト
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

国
内
鉄
鋼
業
で
輸
入
の
被
害
を
受
け
て
い
な
い
会
社
は
一
社
も
な
い
が
、
単
純
に
輸
出
自
体
が
悪
い
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
。
対
米
輸
出

企
業
が
輸
出
補
助
金
、
税
還
付
、
カ
ル
テ
ル
の
形
成
、
信
用
供
与
等
の
割
当
て
な
ど
で
自
国
政
府
の
特
別
な
支
援
を
受
け
て
お
り
、
そ
の

結
果
、
米
国
で
の
競
争
を
不
公
正
な
も
の
に
し
て
い
る
の
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
外
国
メ
ー
カ
ー
、
わ
け
て
も
日
本
が
自
国
市
場
で
の
販

売
価
格
以
下
で
ア
メ
リ
カ
で
売
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
フ
ェ
ア
ー
な
競
争
に
も
と
づ
く
自
由
貿
易
を
信
奉
し

て
い
る
。
だ
が
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
と
労
働
者
を
犠
牲
に
し
て
、
外
国
の
メ
ー
カ
…
は
自
社
の
操
業
率
を
維
持
し
失
業
を
抑
え
る
と
い
っ
た

行
動
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
も
は
や
自
由
貿
易
や
公
正
貿
易
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
る
。

　
ウ
ェ
ス
ト
副
社
長
が
日
本
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
約
一
ヵ
月

前
に
日
米
財
界
人
会
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
日
本
側
代
表
の
岩
佐
凱
実
氏
は
極
東
ア
ジ
ァ
地
区
の
市
揚
に
は
日
本
、
韓
国
、
台
湾
の
鋼

材
が
あ
ふ
れ
て
い
る
と
述
ぺ
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
業
界
の
輸
入
規
制
要
求
は
保
護
主
義
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
発
言
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
外
国
は
彼
等
の
市
揚
に
わ
れ
わ
れ
を
決
し
て
参
入
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
い
の
だ
。
1
岩
佐
発
言
の
真
意
、
あ
る
い
は
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真
偽
は
こ
こ
で
は
間
題
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
と
り
あ
げ
方
な
り
解
釈
が
重
要
で
あ
る
。

　
ウ
ェ
ス
ト
発
言
に
は
、
あ
き
ら
か
に
日
本
が
大
き
く
影
を
お
と
し
て
い
た
。
日
本
が
「
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
」
に
さ
れ
た
．
】
と
を
端
的
に

示
し
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
日
本
の
対
米
輸
出
量
が
七
五
年
に
は
総
輸
入
量
の
四
八
．
六
％
、
さ
ら
に
七
六
年
に
は
五
六
％
に
急
増

し
た
こ
と
、
そ
の
反
面
、
E
C
は
三
四
・
三
％
か
ら
二
二
・
三
％
へ
減
少
し
た
事
実
が
あ
る
。
こ
の
”
日
本
の
数
字
”
自
体
が
め
だ
っ
た

こ
と
に
加
え
て
、
当
時
の
日
米
間
の
貿
易
収
支
が
日
本
の
大
幅
出
超
に
あ
り
、
こ
れ
に
発
し
た
一
般
的
な
反
日
感
情
が
存
在
し
た
ア
一
と
、

ア
メ
リ
カ
業
界
吋
に
日
本
の
デ
ー
タ
の
方
が
入
手
・
分
析
し
や
す
く
、
与
し
易
し
と
の
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
、
日
米
業
界
間
の
結
び
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

は
米
欧
間
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
よ
う
。

　
さ
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
鉄
鋼
業
従
業
員
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
、
新
聞
雑
誌
へ
の
広
告
、
記
者
会
見
な
ど
を
通
じ
、
幅
広
く
展
開

さ
れ
て
ゆ
く
が
、
以
下
、
い
く
つ
か
の
例
を
み
よ
う
。

　
ま
ず
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
社
が
ニ
ュ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
（
七
月
十
八
日
号
）
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
（
八
月
号
）
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
．
タ

イ
ム
ズ
（
九
月
十
四
日
）
に
出
し
た
広
告
を
み
よ
う
。
ち
な
み
に
、
同
社
は
七
七
年
上
半
期
の
収
益
が
対
前
年
比
八
三
％
減
、
ま
た
第

一
・
四
半
期
で
は
一
九
三
三
年
の
創
設
以
来
初
め
て
赤
字
を
だ
し
た
会
社
で
あ
る
。

　
広
告
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
は
フ
ェ
ア
ー
な
闘
い
を
こ
そ
求
め
て
い
る
」
（
切
9
巨
Φ
箒
目
ω
富
。
＝
の
一
8
匠
コ
m
8
．

㊤
凝
耳
・
＞
｛
葺
凝
耳
）
で
あ
る
。
広
告
文
は
日
欧
と
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
と
の
あ
い
だ
の
競
争
を
ボ
ク
シ
ン
グ
の
試
合
に
た
と

え
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
は
同
じ
ル
ー
ル
で
リ
ン
グ
に
あ
が
っ
て
い
る
な
ら
相
手
を
打
ち
負
か
す
．
）
と
が
で
き

る
は
ず
だ
。
し
か
し
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
大
部
分
の
外
国
メ
ー
カ
ー
は
自
国
政
府
に
よ
っ
て
保
有
あ
る
い
は
助
成
を
受
け
保
護
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
も
は
や
自
由
貿
易
で
は
な
い
し
、
フ
ェ
ア
ー
な
こ
と
で
も
な
い
。
ま
た
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
鋼
材

の
多
く
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
自
国
市
揚
で
の
販
売
価
格
よ
り
も
低
く
ア
メ
リ
ヵ
で
売
ら
れ
、
総
生
産
コ
ス
ト
を
割
っ
て
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販
亮
さ
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
ダ
ン
ピ
ン
グ
は
不
法
行
為
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
で
は
外
国
メ
ー
カ
ー
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行
動
に
で
る
か
と
い
う
と
、
自
国
の
市
揚
が
低
迷
し
て
い
る
時
、
な
お
も
生
産
を
高
水
準
に

維
持
し
、
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
鉄
鋼
労
働
者
の
失
業
や
就
業
時
間
の
短
縮
を
も
た
ら
す

の
で
あ
る
。
我
が
社
も
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
界
も
決
し
て
保
護
主
義
者
で
は
な
い
。
望
む
と
こ
ろ
は
、
フ
ェ
ァ
ー
で
平
等
な
条
件
下
で
の
競

争
な
の
だ
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
政
府
に
求
め
る
も
の
は
、
輸
入
鋼
材
が
少
な
く
と
も
生
産
の
総
費
用
を
カ
バ
ー
し
た
価
格
で
ア
メ

リ
カ
市
揚
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
あ
ふ
れ
ん
ぱ
か
り
の
輸
入
鋼
材
に
対
し
て
一
時
的
な
救
済
策
を
講
ず
る
こ
と
、
国
際
鉄
鋼
貿

易
に
つ
い
て
の
政
府
間
協
議
を
推
進
す
る
こ
と
、
の
三
点
で
あ
る
。

　
こ
の
広
告
の
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
タ
イ
ト
ル
と
と
も
に
・
、
牢
8
即
呂
ρ
網
串
ω
暮
憲
賊
ハ
、
、
、
．
≦
器
三
口
讐
9
ヨ
霧
一
琶
℃
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
い
う
小
見
出
し
に
、
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
つ
ぎ
は
コ
、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ
．
レ
ペ
ル
の
例
で
あ
る
。
七
月
中
旬
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
チ
ー
ル
傘
下
の
グ
ラ
ニ
ッ
ト
シ
テ
ィ
・
ス
チ
ー
ル
社

（
イ
リ
ノ
イ
州
）
の
従
業
員
と
そ
の
家
族
は
、
同
社
と
U
S
W
A
連
名
の
手
紙
を
受
け
と
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
外
国
か
ら
の
不
公
正
な
競

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

争
に
抗
議
し
て
カ
ー
タ
ー
大
統
領
あ
て
に
葉
書
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
地
元
の
プ
レ
ス
・
レ
コ
ー
ド
紙
に
は
ナ
シ
ョ
ナ

ル
．
ス
チ
ー
ル
社
長
と
U
S
W
A
第
三
四
地
区
委
員
長
連
名
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
広
告
が
だ
さ
れ
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
チ
ー
ル
社
は
デ
ト

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
（
9
）

ロ
イ
ト
　
セ
ン
ト
．
ル
イ
ス
地
区
を
担
当
す
る
よ
う
A
I
S
I
に
割
り
当
て
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
記
者
会
見
も
各
地
で
精
力
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
A
I
S
I
と
U
S
W
A
と
の
共
同
記
者
会
見
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
例

が
七
月
一
日
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
お
こ
な
わ
れ
た
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
エ
ン
ド
・
ラ
フ
リ
ン
社
社
長
の
ト
マ
ス
・
グ
ラ
ハ
ム
と
U
S
W
A
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

・
イ
ド
・
マ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
記
者
会
見
で
あ
る
。

　
そ
の
内
容
に
は
特
に
目
新
し
い
も
の
は
な
い
が
、
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
委
員
長
が
世
論
と
政
策
担
当
者
を
「
教
育
す
る
た
め
」
の
業
界
キ
ャ
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ン
ペ
ー
ン
に
労
働
組
合
も
参
加
し
て
い
る
の
だ
と
明
言
し
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
こ
う
。
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
委
員
長
は
そ
の
理
由
づ
け
と
し

て
、
一
〇
〇
万
ト
ン
の
鋼
材
輸
入
は
ア
メ
リ
カ
人
の
六
、
○
O
O
人
分
の
職
を
外
国
に
輸
出
し
て
い
る
ア
〕
と
に
等
し
い
ア
〕
と
、
最
近
お
き

た
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
社
の
ラ
カ
ワ
ナ
工
場
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
）
の
減
産
措
置
や
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
．
ス
チ
ー
ル
社
の
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
ピ
ル
エ
揚
（
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ァ
州
）
の
閉
鎖
な
ど
す
で
に
二
、
○
O
O
人
以
上
が
レ
イ
オ
フ
さ
れ
て
い
る
．
》
と
を
特
に
強
調
し
て
い

る
ロ　
い
う
ま
で
も
な
く
、
雇
用
問
題
は
賃
金
と
な
ら
ん
で
労
組
の
最
重
要
関
心
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
経
営
者
側
が
下
す
レ
イ
オ
フ
や
工
揚

閉
鎖
に
つ
い
て
は
業
界
、
労
組
間
に
厳
し
い
対
立
が
お
き
る
の
が
む
し
ろ
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
”
反
輸
入
”
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
に
よ
っ

て
、
労
組
の
“
敵
”
は
経
営
陣
か
ら
外
国
メ
ー
カ
ー
・
外
国
政
府
に
置
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
レ
イ
オ
フ
に
し
ろ
工
揚
閉
鎖
に
し

ろ
、
そ
れ
が
政
治
的
ア
ピ
ー
ル
を
持
つ
に
は
、
労
使
の
対
決
が
前
面
に
出
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
国
外
に
諸
悪
の
根
源
を
求
め
る
”
反
輸

入
〃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
業
界
・
労
組
連
合
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
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た
し
か
に
・
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
、
輸
入
増
↓
失
業
の
増
大
、
と
い
う
セ
オ
リ
ー
を
強
化
す
る
よ
う
な
で
き
．
．
）
と
が
続
い
た
。
U
S

W
に
よ
れ
ば
、
八
月
始
め
ま
で
に
四
二
、
O
O
O
名
の
鉄
鋼
労
働
者
が
、
輸
入
増
加
に
起
因
す
る
失
職
も
し
く
は
そ
の
恐
れ
あ
り
と
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
も

さ
れ
、
連
邦
政
府
に
よ
る
調
整
援
助
を
受
け
て
い
た
。

　
ま
た
八
月
中
旬
に
は
、
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
社
が
ラ
カ
ワ
ナ
エ
揚
の
生
産
規
模
を
四
八
○
万
ト
ン
か
ら
二
八
○
万
ト
ン
ヘ
と
約
四

二
％
カ
ッ
ト
し
、
二
、
五
〇
〇
名
の
従
業
員
の
う
ち
三
、
五
〇
〇
名
減
ら
す
と
発
表
し
た
。
．
｝
れ
は
八
月
始
め
に
水
害
の
被
害
を
受
け

た
ジ
ョ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
工
揚
（
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
）
が
生
産
規
模
を
一
八
○
万
ト
ン
か
ら
一
二
〇
万
ト
ン
に
削
減
す
る
．
一
と
に
続
く
イ

ヴ
ェ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
措
置
に
よ
リ
ベ
ス
レ
ヘ
ム
社
の
年
間
生
産
能
力
は
一
〇
％
減
と
な
り
、
ま
た
九
万
人
の
う
ち
七
、
三



○
○
名
が
職
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ベ
ス
レ
ヘ
ム
社
の
フ
ォ
イ
会
長
は
、
ラ
カ
ワ
ナ
エ
揚
に
対
す
る
措
置
を
も
た
ら
し
た
要
因
と
し
て
「
輸
入
鋼
材
の
影
響
、
政
府
に
よ
る

鉄
鋼
価
格
へ
の
介
入
、
労
務
費
等
の
上
昇
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
環
境
規
制
等
の
政
府
規
制
」
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド

U
S
W
委
員
長
は
、
労
働
組
合
と
し
て
は
非
能
率
な
工
揚
ま
で
稼
動
さ
せ
よ
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
と
、
間
接
的
な
が
ら
経
営
サ
イ
ド
に

理
解
を
示
し
、
政
府
が
輸
入
対
策
を
早
急
に
講
じ
な
け
れ
ば
工
揚
閉
鎖
は
今
後
も
お
き
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。
こ
こ
に
も
ま
た
業
界
労
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
V

連
合
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
度
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
の
か
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
彼
等
が
目
指
し
た
「
一
般
世
論
と

政
府
へ
の
教
育
効
果
」
は
、
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
効
果
が
あ
っ
た
の
は
レ
イ
オ
フ
な
ど
が
実
際
に
発
生
し
た
地
域
と
、
そ
の

地
域
を
選
挙
基
盤
と
す
る
、
あ
る
い
は
労
組
を
支
持
母
体
と
す
る
特
定
の
連
邦
議
会
議
員
で
あ
っ
た
。

保護貿易の政治学（H）

　
三
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
初
期
効
果

　
こ
の
点
で
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
日
米
比
較
論
が
こ
の
時
期
に
あ
り
、
一
般
的
に
は
、
日
本
の
方
が
効
率
的
で
あ
る

と
の
論
調
の
方
が
強
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
発
端
は
七
七
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た
A
I
S
I
白
書
に
対
す
る
日
本
側
の
反
論
書
と
、

メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
社
の
日
米
比
較
レ
ポ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　
日
本
鉄
鋼
輸
出
組
合
に
よ
る
反
論
書
は
A
I
S
I
白
書
の
対
日
批
判
、
つ
ま
り
日
本
は
政
府
の
援
助
の
も
と
に
、
独
特
の
金
融
制
度
に

助
け
ら
れ
て
巨
額
の
投
資
を
お
こ
な
い
、
そ
の
結
果
、
高
い
操
業
率
を
維
持
す
る
必
要
が
生
じ
、
そ
れ
を
輸
出
に
よ
り
、
そ
れ
も
し
ば
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ば
コ
ス
ト
割
れ
価
格
の
輸
出
で
維
持
し
て
き
た
、
と
い
う
批
判
に
真
っ
向
か
ら
反
論
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
両
者
の
対
立
は
日
米
業
界
間
の
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
・
レ
ポ
ー
ト
は
同
社
副
社
長
チ
ャ
！
ル
ズ
●
ブ
ラ
ッ
ド
フ
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オ
ー
ド
に
よ
っ
て
同
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
、
い
わ
ば
第
三
者
に
よ
る
分
析
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
ウ
ォ
ー
ル
街
最
大
手
の
証
券
会
社
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

か
ら
出
さ
れ
た
点
で
、
ア
メ
リ
カ
側
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
を
増
大
さ
せ
た
。

　
日
米
の
生
産
コ
ス
ト
、
労
働
コ
ス
ト
、
原
料
コ
ス
ト
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
コ
ス
ト
、
テ
ク
ノ
・
ジ
ー
．
レ
ベ
ル
な
ど
を
比
較
し
た
同
レ
ポ

1
ト
の
結
論
は
、
日
本
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
メ
ー
カ
ー
よ
り
も
は
る
か
に
効
率
的
で
あ
り
、
し
か
も
対
米
優
位
は
拡
大
の
一

途
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
石
油
危
機
の
際
の
石
油
価
格
の
値
上
り
と
、
二
回
に
わ
た
る
ド
ル
の
切
り
下
げ
に
よ
っ
て
、
一
時
、

日
米
間
の
生
産
費
ギ
ャ
ッ
プ
は
せ
ば
ま
っ
た
が
、
い
ま
や
一
九
七
二
年
時
点
で
の
日
本
の
コ
ス
ト
優
位
約
三
〇
％
に
再
ぴ
も
ど
り
つ
つ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
罵
）

る
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
側
反
論
書
は
、
輸
出
価
楕
に
関
連
し
て
こ
の
メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
・
レ
ポ
ー
ト
を
引
用
し
、
日
本
の
コ
ス
ト
優
位
を
強
く
印
象
づ
け

よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
論
争
は
日
本
側
の
記
者
会
見
を
含
め
て
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
メ
タ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
紙
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
．
コ
マ

ー
ス
紙
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
な
ど
に
報
道
さ
れ
た
。
特
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
．
タ
イ
ム
ズ
は
「
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

オ
ー
ル
街
と
日
本
、
ア
メ
リ
カ
業
界
の
輸
入
批
判
に
挑
戦
」
と
題
し
、
メ
リ
ル
・
リ
ン
チ
・
レ
ポ
ー
ト
執
筆
者
の
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
と

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
含
め
て
、
日
本
の
主
張
に
好
意
的
な
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
（
他
紙
は
日
米
論
争
の
事
実
関
係
を
中
心
に
報
道
）
。

　
ま
た
、
鉄
鋼
価
格
の
値
上
げ
を
め
ぐ
る
業
界
と
政
府
の
対
立
が
こ
の
時
期
に
発
生
し
た
が
、
行
政
府
の
態
度
に
は
業
界
に
対
す
る
宥
和

の
気
配
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
鉄
鋼
業
界
は
す
で
に
七
七
年
三
月
、
ブ
リ
キ
四
。
八
％
、
鋼
管
類
七
．

五
％
の
、
六
月
に
は
薄
板
類
、
厚
板
、
棒
鋼
七
％
の
値
上
げ
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
U
S
ス
チ
ー
ル
は
七
月
一
二
日
、
大
型
形
鋼
六
％
、

ブ
リ
キ
七
％
の
値
上
げ
を
九
月
四
日
付
で
す
る
こ
と
を
発
表
、
そ
の
他
の
メ
ー
カ
ー
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
追
随
す
る
動
き
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
値
上
げ
発
表
は
た
だ
ち
に
カ
ー
タ
ー
政
権
か
ら
の
批
判
を
受
け
た
。
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ュ
ル
ツ
委
員

長
は
、
今
回
の
こ
の
値
上
げ
は
イ
ン
フ
レ
抑
制
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
努
力
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
ア
メ
リ
カ



保護貿易の政治学（n）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
垢
）

の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
外
国
と
の
競
争
力
を
弱
め
、
ア
メ
リ
カ
人
の
職
の
確
保
を
一
層
困
難
に
す
る
で
あ
ろ
う
と
強
く
批
判
し
た
。

　
カ
ー
タ
ー
大
統
領
自
身
も
こ
の
値
上
げ
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
大
統
領
は
、
賃
金
物
価
安
定
委
員
会
に
対
し
、
国
内
鉄
鋼
業
の
コ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

構
造
や
政
府
の
政
策
が
鉄
鋼
業
に
及
ぽ
し
て
い
る
影
響
な
ど
を
調
査
し
、
そ
れ
を
九
月
末
ま
で
に
完
成
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
（
ち
な
み

に
、
十
月
七
日
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
は
、
日
本
の
生
産
コ
ス
ト
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
一
五
％
～
二
〇
％
低
い
こ
と
、
日
本
製
鋼
材
の
平
均

販
売
価
格
は
フ
レ
ー
ト
、
関
税
を
考
慮
し
て
も
米
国
の
も
の
よ
り
も
五
％
安
値
で
売
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
欧
州
製
は
ア
メ
リ
カ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

り
も
高
く
な
る
な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
。
）

　
さ
ら
に
指
摘
す
ぺ
き
こ
と
は
、
こ
の
時
期
、
一
般
的
な
世
論
が
決
し
て
業
界
・
労
組
の
言
い
分
を
無
条
件
で
支
持
し
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
八
月
三
日
付
の
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
は
第
一
面
に
「
老
朽
化
し
た
設
備
ー
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
P
）

カ
の
メ
ー
カ
ー
は
近
代
化
に
失
敗
、
日
本
に
遅
れ
を
と
る
」
と
題
す
る
デ
ー
ビ
ッ
ト
・
イ
グ
ナ
チ
ァ
ス
記
者
の
レ
ポ
…
ト
を
掲
載
し
て
い

る
。　

記
事
は
冒
頭
で
、
七
九
年
に
完
成
予
定
の
イ
ン
ラ
ン
ド
・
ス
チ
ー
ル
社
（
業
界
第
六
位
）
の
イ
ン
デ
ィ
ァ
ナ
・
ハ
ー
バ
ー
工
揚
の
新
設

高
炉
は
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
の
「
競
争
力
ジ
レ
ン
マ
」
の
一
例
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
同
社
の
大
型
高
炉
は
第
二
次
大
戦
後
初

の
建
設
で
あ
る
に
加
え
て
、
建
設
に
際
し
て
は
「
宿
敵
」
で
あ
る
は
ず
の
日
本
か
ら
技
術
導
入
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
技
術
援

助
協
定
を
結
ん
だ
そ
の
相
手
日
本
鋼
管
は
、
す
で
に
同
じ
よ
う
な
高
炉
を
一
三
基
所
有
、
し
か
も
一
番
古
い
も
の
で
も
一
九
六
二
年
建
設

の
も
の
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
イ
グ
ナ
チ
ァ
ス
記
者
は
、
U
S
ス
チ
ー
ル
社
が
大
型
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
訴
訟
を
準
備
中
で
あ
る
こ
と
な

ど
も
紹
介
し
つ
つ
、
最
近
の
業
界
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
日
本
の
鉄
鋼
業
が
お
そ
ら
く
世
界
で
も
っ
と
も
効
率
的
で
あ
る
こ
と
を
無
視
し

て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
記
事
は
さ
ら
に
、
本
年
度
上
半
期
の
鋼
材
輸
入
量
は
対
前
年
比
二
六
％
増
の
八
○
○
万
ト
ン
に
達
し
た
が
、
こ
の
分
で
は
本
年
度
の
国
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内
消
費
成
長
分
の
ほ
と
ん
ど
は
輸
入
に
喰
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
の
業
界
筋
の
声
を
紹
介
、
そ
れ
と
対
比
さ
せ
る
形
で
、
過
去
三
〇
年

の
自
分
の
経
験
の
な
か
で
い
ま
ほ
ど
市
揚
が
競
争
的
な
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
輸
入
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
と
い
う
バ
イ
ヤ
ー
筋

の
発
言
で
し
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
の
レ

　
こ
の
記
事
の
一
ヵ
月
ほ
ど
あ
と
、
「
鉄
鋼
に
試
練
の
時
」
と
い
う
社
説
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
九
月
五

日
付
）
。
社
説
は
、
ア
メ
リ
カ
の
鉄
鋼
業
が
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
と
述
ぺ
る
一
方
で
、
業
界
の
主
張
－
日

欧
に
対
す
る
輸
入
割
り
当
て
の
実
施
と
環
境
保
護
基
準
の
緩
和
i
に
は
反
対
す
る
と
明
確
に
述
べ
る
。
米
国
企
業
の
か
か
え
る
間
題
の

多
く
は
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
に
お
け
る
誤
っ
た
経
営
上
の
決
定
に
起
因
す
る
。
非
効
率
な
ア
メ
リ
カ
企
業
を
効
率
的
な
日
本
企
業
か
ら

保
謹
す
る
こ
と
は
鉄
鋼
価
格
の
引
き
上
げ
を
招
き
、
イ
ン
フ
レ
を
加
速
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
社
説
は
、
業
界
が
対
日
欧
批
判
に
し

ば
し
ば
用
い
る
“
ア
ン
フ
ェ
ァ
”
と
い
う
言
葉
を
意
識
し
て
か
、
「
消
費
者
と
環
境
を
犠
牲
に
し
て
鉄
鋼
業
界
を
救
済
す
る
こ
と
は
ア
ン

フ
ェ
ァ
で
あ
る
し
、
ま
た
長
い
目
で
み
て
、
業
界
の
競
争
力
を
高
め
る
と
も
思
え
な
い
」
と
も
論
じ
て
い
る
。
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も
と
よ
り
以
上
の
二
紙
で
世
論
全
体
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
時
期
、
鉄
鋼
業
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
・
ぺ
ー
パ
ー
と
て
、
す
べ
て
が
業
界
支
持
で
は
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
地
域
の
雇
用
問
題
に
強
い
関
心
を
持

つ
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
、
寡
占
産
業
の
代
表
格
で
あ
る
鉄
鋼
業
に
は
か
な
り
さ
め
た
目
を
持
っ
て
い
た
と
ヤ
ツ
ヘ
る
。

日
本
、
欧
州
メ
ー
カ
ー
へ
の
批
判
以
外
に
も
ア
メ
リ
カ
側
経
営
者
、
賃
上
げ
等
の
蛍
使
慣
行
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
無
策
ぶ
り
へ
の
批
判
や

注
文
が
多
か
っ
た
。

　
た
と
え
ぱ
ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン
、
ベ
ス
レ
ヘ
ム
、
シ
カ
ゴ
の
各
ロ
ー
カ
ル
・
ぺ
ー
パ
ー
な
ど
に
そ
の
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
か
に
は
、

業
界
が
反
輸
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
注
ぐ
資
金
は
設
備
投
資
に
振
り
む
け
る
方
が
は
る
か
に
有
意
義
で
あ
る
と
辛
辣
な
批
判
を
す
る
新
聞
も
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（
2
1
）

あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
ロ
ー
カ
ル
紙
の
一
例
と
し
て
オ
ハ
イ
ォ
州
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
プ
レ
イ
ン
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
紙
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
同
紙
は
発

行
部
数
約
四
〇
万
を
持
つ
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
の
あ
る
・
ー
カ
ル
紙
で
あ
り
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
は
自
動
車
、
鉄
鋼
、
ゴ
ム
等
の
産
業
を
中

心
と
し
た
一
大
工
業
地
帯
で
あ
る
。

　
八
月
一
六
日
の
社
説
は
、
ま
ず
日
米
業
界
の
主
張
を
紹
介
し
た
あ
と
、
地
元
選
出
の
有
力
下
院
議
員
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
（
民

主
党
、
第
二
二
区
選
出
）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
議
員
は
そ
こ
で
、
「
私
は
か
つ
て
ウ
ィ
ル
バ
ー
・
ミ
ル

ズ
下
院
歳
入
委
員
会
委
員
長
と
と
も
に
日
本
と
話
し
合
い
を
し
、
鉄
鋼
の
対
米
自
主
規
制
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
。
だ
が
そ
れ
が
実
現
し
た
か

と
思
う
と
業
界
は
鋼
材
価
絡
を
一
六
％
も
値
上
げ
し
て
し
ま
っ
た
。
今
回
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
過
度
な
輸
入
圧
力
を
監
視
し
、
は
や
め

に
警
戒
を
発
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
ろ
う
し
、
揚
合
に
よ
っ
て
は
関
税
引
き
上
げ
と
い
う
手
段
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

業
界
が
前
回
と
同
じ
よ
う
に
値
上
げ
す
る
の
な
ら
こ
れ
ら
の
措
置
は
撤
回
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。

　
社
説
は
最
後
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
終
っ
て
い
る
。
「
ア
メ
リ
カ
の
基
幹
産
業
の
存
立
の
た
め
に
は
一
般
の
ア
メ
リ
カ
人
が
あ
る
程

度
の
犠
牲
を
こ
う
む
る
こ
と
も
や
む
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
不
効
率
な
産
業
を
維
持
す
る
た
め
に
、
消
費
者
が
や
た
ら
に
高
い
買
物

を
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
具
体
的
な
対
応
策
を
決
め
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
保
護
主
義
よ
り
も
自
由
貿
易
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

近
い
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
」

　
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
議
員
は
一
九
五
四
年
に
初
当
選
以
来
の
有
力
議
員
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
あ
と
詳
述
す
る
よ
う
に
、
鉄
鋼
問
題
公
聴
会
を
主

催
す
る
下
院
歳
入
委
員
会
貿
易
小
委
員
会
の
委
員
長
で
も
あ
る
。
更
に
、
鉄
鋼
業
州
オ
ハ
イ
オ
の
古
参
議
員
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
業
界

が
も
っ
と
も
精
力
的
に
・
ビ
ー
イ
ン
グ
を
し
た
対
象
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
時
期
、
鉄
鋼
関

連
地
域
で
も
業
界
・
労
組
の
主
張
が
無
条
件
で
支
持
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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　　　　　　　　　　　　　表7　州別粗鋼生産　　　　　　　（千N，T，）

　　　　　　　　　　　　　1977年　　　　1975年　　　　1973年

　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　　％　　　　　　　　％
ペンシルヴァニア　　25，737（20．5）　　25，761（22．1）　・33，925（22，5）

インディアナ　　　　　　　21ン472（17．1）　　　19，807（17．0）　　　23，622（15・7）

オハイオ　　　　　 21，466（17．1）　　19，620（16．8）　　26，510（17。6）

イリノイ　　　　　 10，872（8．7）　　9，552（8．2）　　13，428（8，9）

ミシガン　　　　　　　10，051（8。0）　　　9，093（7．8）　　10，945（7、3）

ニューヨーク　　　　　3，958（3．2）　　　3，401（2。9）　　　6，401（42）

カノレフォノレニア　　　　3，224（2，6）　　　3，351（2．9）　　　4，479（3。0）

ケンタッキー　　　　2，289（1，8）　　2，081（1．8）　　2，688（L8）

その他　　　　　　　　26，264（21．O）　　23，976（20．5）　　28，801（19、0）

（合計）　　　　　　125，333　　　　　116，642　　　　　150，799

AISI，五ππ鵬♂醜臨5ε”αεRθpo7‘，1977，p・55より作製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2

　
四
　
争
点
の
拡
大
！
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
鉄
鋼
関
連
議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
業
界
・
労
組
の
立
場
に
与
し
た
の
は
鉄
鋼
業
関
連
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
連
邦
議
員
で
あ
っ
た
。
よ
り
正
確
に
言
え
ぱ
、
鉄
鋼
業
が
地
元

選
挙
区
の
重
要
な
産
業
で
あ
っ
た
り
、
鉄
鋼
労
組
が
支
持
母
体
の
議
員
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
の
経
済
的
、
社
会
的
基
盤
が
鉄
鋼
産
業
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
地

域
の
政
治
家
達
で
あ
る
。

　
以
下
、
こ
れ
ら
を
み
て
ゆ
く
が
、
そ
の
背
景
説
明
と
し
て
州
別
の
鉄
鋼
生
産
量

を
み
て
お
こ
う
。
詳
し
く
は
表
7
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
が

全
体
の
二
〇
％
、
イ
ン
デ
ィ
ァ
ナ
州
と
オ
ハ
イ
オ
州
が
一
七
％
、
そ
し
て
イ
リ
ノ

イ
州
の
九
％
、
ミ
シ
ガ
ン
州
の
八
％
と
続
く
。
以
上
五
州
で
全
米
生
産
量
の
約
七

二
％
を
占
め
て
い
る
。

　
地
域
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
組
織
化
の
代
表
例
は
、
九
月
八
日
ワ
シ
ン
ト
ン
で
結
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

さ
れ
た
鉄
鋼
都
市
連
合
（
ω
富
巴
9
旨
旨
昌
葺
霧
9
巴
一
け
一
9
）
で
あ
る
。
イ
ニ
シ

ャ
チ
ブ
を
と
っ
た
の
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ァ
州
ア
ル
ゲ
ニ
ー
郡
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

の
ジ
ュ
ー
ム
ズ
・
フ
レ
ア
テ
ィ
と
ト
マ
ス
・
フ
ォ
ス
タ
ー
、
オ
ハ
イ
ォ
州
ヤ
ン
グ

ス
タ
ウ
ン
市
長
ジ
ャ
ッ
ク
・
ハ
ン
タ
ー
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ウ
ェ
ス
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ァ
、
イ
ン
デ
ィ
ァ
ナ
、
イ
リ
ノ
イ
、



保護貿易の政治学（∬）

ミ
シ
ガ
ン
諸
州
の
鉄
鋼
関
連
自
治
体
に
組
織
の
設
立
を
呼
び
か
け
た
。

　
こ
れ
ら
自
治
体
は
全
国
生
産
量
の
六
〇
％
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン
が
す
で
に
お
こ
な
っ
て
き
た
方

式
、
つ
ま
り
、
地
域
の
重
要
産
業
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
援
助
を
引
き
出
す
た
め
に
地
方
自
治
体
が
そ
の
仲
立
ち
を
す
る
方
式
か
ら
生
れ

た
。
そ
の
起
源
は
ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン
の
あ
る
マ
ホ
ニ
ン
グ
・
バ
レ
ー
の
鉄
鋼
業
を
救
済
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
地
域
開
発
協
会
（
≦
男
－

国
∪
｝
）
で
あ
っ
た
。

　
九
月
八
日
、
「
全
米
市
長
会
議
」
の
ワ
シ
ン
ト
ン
事
務
所
に
集
ま
っ
た
二
〇
余
の
市
、
郡
の
代
表
者
は
、
O
輸
入
に
対
す
る
救
済
措
置
、

⇔
公
害
規
制
な
ど
の
企
業
活
動
規
制
の
緩
和
、
日
鉄
鋼
価
格
の
見
直
し
、
㈲
政
府
補
助
や
税
制
上
の
優
遇
措
置
、
な
ど
を
政
府
に
求
め
る

決
議
を
採
択
し
て
い
る
。

　
こ
の
決
議
内
容
を
み
る
と
、
こ
の
連
合
は
企
業
サ
イ
ド
に
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
結
成
会
議
に
は
、
U
S
W
A
は
招
か
れ
て
い
た
が
、
業
界
関
係
者
は
い
な
か
っ
た
。
同
連
合
の
臨
時
委
員
長
ウ
ィ
リ
ァ

ム
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
は
、
地
方
自
治
体
と
企
業
の
利
害
が
常
に
一
致
す
る
と
仮
定
す
る
の
は
間
違
い
だ
、
レ
イ
オ
フ
は
企
業
論
理
か
ら
正
当

化
さ
れ
て
も
地
域
経
済
に
は
大
き
な
打
撃
で
あ
る
。
ま
た
、
連
合
の
短
期
目
標
は
企
業
の
財
務
破
綻
、
工
場
閉
鎖
、
操
業
短
縮
な
ど
の
防

止
で
あ
る
が
、
長
期
的
に
は
日
本
や
E
C
の
鉄
鋼
業
の
よ
う
に
効
率
的
で
競
争
力
の
あ
る
産
業
の
再
建
に
力
を
貸
す
こ
と
だ
と
も
述
ぺ
て

　
（
2
5
）

い
る
。

　
続
い
て
十
月
始
め
、
同
連
合
実
行
委
員
長
に
就
任
し
た
フ
レ
ァ
テ
ィ
（
ア
レ
ゲ
ニ
ー
郡
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
i
）
は
、
当
面
の
最
大
目
標
を

旧
式
設
備
の
工
揚
の
再
建
合
理
化
に
お
く
と
と
も
に
、
以
下
の
二
点
を
連
邦
政
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
e
現
在

地
に
工
揚
を
再
建
し
た
い
鉄
鋼
会
社
に
対
し
、
商
業
銀
行
か
ら
の
融
資
を
補
助
し
た
り
直
接
融
資
す
る
連
邦
べ
ー
ス
の
“
ス
チ
ー
ル
・
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

ン
ク
”
の
設
立
、
⑭
大
統
領
は
鉄
鋼
自
主
規
制
に
つ
い
て
多
国
間
交
渉
の
揚
で
努
力
す
る
こ
と
。
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こ
の
地
域
連
合
が
強
力
な
圧
力
団
体
と
し
て
行
政
府
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
は

行
政
府
に
も
理
解
さ
れ
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

　
つ
ぎ
に
連
邦
議
員
で
あ
る
。
鉄
鋼
・
ビ
ー
の
議
会
工
作
の
成
果
は
九
月
下
旬
に
ひ
と
つ
の
節
目
を
む
か
え
た
。
九
月
二
〇
日
、
下
院
貿

易
小
委
員
会
で
鉄
鋼
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
る
。
さ
ら
に
二
日
後
に
は
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
（
鉄
鋼
議
員
連
盟
）
が
下
院
に
、
二
八
日
に

は
上
院
に
誕
生
す
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
結
果
は
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
鉄
鋼
諸
州
の
議
員
に
対
す
る
精
力
的
な
ロ
ピ

ー
イ
ン
グ
の
結
果
で
あ
っ
た
。
実
際
、
鉄
鋼
業
界
あ
る
い
は
営
組
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
の
議
員
は
、
反
輸
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

増
幅
さ
せ
る
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す
。

　
そ
の
典
型
が
、
七
月
二
〇
日
に
水
害
の
た
め
一
時
操
業
停
止
さ
れ
た
ジ
ョ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
エ
場
の
例
で
あ
る
。
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー

ル
社
は
、
同
工
揚
が
水
害
か
ら
立
ち
直
る
た
め
に
は
、
す
ぺ
て
の
環
境
保
全
投
資
（
九
、
五
〇
〇
万
ド
ル
と
試
算
さ
れ
た
）
を
二
年
間
猶

予
さ
れ
な
け
れ
ば
再
開
は
お
ぼ
つ
か
ず
、
ま
た
現
在
の
従
業
員
一
一
、
四
〇
〇
名
を
七
、
五
〇
〇
名
に
カ
ッ
ト
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

タ
ー
政
権
に
申
し
出
た
。
こ
の
申
し
出
を
支
援
し
た
の
が
シ
ュ
ワ
イ
ヵ
1
、
ハ
イ
ン
ツ
の
両
上
院
議
員
、
マ
ー
サ
下
院
議
員
で
あ
っ
た
。

　
シ
ュ
ワ
イ
カ
ー
は
こ
の
時
期
、
鉄
鋼
の
バ
イ
ァ
メ
リ
カ
ン
・
プ
・
グ
ラ
ム
に
熱
心
な
人
物
で
あ
っ
た
し
、
ハ
イ
ン
ツ
は
鉄
都
ピ
ッ
ツ
バ

ー
グ
を
地
盤
と
し
て
い
た
。
ま
た
マ
ー
サ
は
ジ
ョ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
を
地
盤
と
す
る
第
一
二
選
挙
区
選
出
の
下
院
議
員
で
あ
っ
た
。
彼
ら
三

名
は
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
社
の
フ
ォ
イ
会
長
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ゥ
ス
の
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
ズ
補
佐
官
に
さ
き
の
申
し
出
を
す
る
際
、
そ
れ

を
強
力
に
支
持
す
る
立
揚
を
と
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
今
回
の
操
業
停
止
原
因
は
水
害
よ
り
も
輸
入
急
増
に
あ
る
と
記
者
団
に
語
っ
て
い
る
。

特
に
ハ
イ
ン
ツ
議
員
が
日
本
に
よ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
カ
ー
タ
ー
政
権
の
無
策
ぶ
り
を
強
く
批
判
し
た
こ
と
が
目
を
ひ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ゲ
イ
ド
ス
下
院
議
員
（
民
主
党
）
も
反
輸
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
増
幅
さ
せ
た
ひ
と
り
で
あ
る
。
か
れ
は
一
九
六
八
年
以
来
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ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
の
第
二
〇
選
挙
区
か
ら
当
選
し
て
い
る
が
、
こ
の
地
区
は
U
S
W
A
の
政
治
勢
力
が
支
配
的
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、

彼
自
身
U
S
W
A
を
支
持
母
体
と
し
て
い
た
。

　
ゲ
イ
ド
ス
の
役
割
は
、
た
と
え
ば
さ
き
に
と
り
あ
げ
た
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
の
A
I
S
I
・
U
S
W
A
の
共
同
記
者
会
見
（
七
月
一
日
）

に
同
席
し
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
は
、
鉄
鋼
貿
易
へ
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
介
入
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
鉄
鋼
労
働

者
が
連
邦
政
府
か
ら
う
け
る
調
整
援
助
の
認
定
や
、
公
害
規
制
の
緩
和
に
つ
い
て
も
熱
心
で
あ
っ
た
。

保護貿易の政治学（H）

　
五
　
鉄
鋼
問
題
公
聴
会
の
開
催

　
さ
て
、
議
会
を
舞
台
と
し
た
政
治
化
の
ド
ラ
マ
は
、
九
月
二
〇
日
に
、
大
き
な
見
せ
揚
を
迎
え
る
。
下
院
歳
入
委
員
会
貿
易
小
委
員
会

に
ょ
る
公
聴
会
で
あ
る
。

　
開
催
に
さ
き
だ
ち
、
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
委
員
長
は
八
月
二
五
日
、
「
世
界
の
鉄
鋼
貿
易
－
現
状
と
構
造
的
諸
問
題
」
に
関
す
る
公
聴
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

開
催
を
正
式
に
発
表
、
行
政
府
、
業
界
、
労
働
界
、
学
界
な
ど
か
ら
証
言
者
を
招
き
、
以
下
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
旨
明
ら
か
に
し
た
。

　
O
　
鉄
鋼
生
産
の
景
気
循
環
的
性
格
と
鉄
鋼
貿
易
の
流
れ
に
関
わ
る
諸
問
題
1
⑥
世
界
的
な
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
外
国
企
業
、

　
　
政
府
の
対
応
、
㈲
鉄
鋼
貿
易
収
支
が
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
収
支
全
体
に
及
ぼ
す
影
響
、
＠
米
国
お
よ
ぴ
世
界
の
鉄
鋼
需
給
の
将
来
傾
向

　
　
が
持
っ
貿
易
政
策
上
の
意
味
、
④
発
展
途
上
国
、
コ
メ
コ
ン
諸
国
が
生
産
、
輸
出
、
消
費
主
体
と
し
て
有
す
る
将
来
的
役
割

　
⑭
　
国
際
鉄
鋼
貿
易
の
競
争
条
件
1
⑥
生
産
、
生
産
能
力
水
準
、
労
務
費
等
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
外
国
メ
ー
カ
ー
が
有
す
る

　
　
競
争
力
に
つ
い
て
、
㈲
価
格
決
定
方
式
の
比
較
、
⑥
価
格
競
争
力
を
規
定
す
る
制
度
的
要
因
（
資
本
調
達
や
投
資
に
対
す
る
政
府
の

　
　
役
割
や
各
国
の
税
制
な
ど
）
、
⑥
各
国
の
雇
用
慣
行
が
価
格
競
争
力
に
及
ぼ
す
影
響

　
国
　
鉄
鋼
貿
易
に
対
す
る
政
府
の
行
動
ー
㈲
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
、
相
殺
関
税
等
の
不
公
正
貿
易
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
法
的
枠
組
の
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有
効
性
、
㈲
輸
入
救
済
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
有
効
性
、
⑥
二
国
間
関
係
の
現
状
、
④
E
C
の
シ
モ
ネ
、
ダ
ビ
ニ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
意

　
　
味
、
＠
鉄
鋼
貿
易
に
関
す
る
国
際
組
織
の
活
動
状
況
と
長
期
的
な
問
題
解
決
策
と
し
て
の
国
際
協
定
の
見
通
し
、
ω
七
四
年
通
商
法

　
　
一
〇
四
条
に
定
め
ら
れ
た
鉄
鋼
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
の
現
状

　
こ
の
よ
う
に
、
公
聴
会
は
き
わ
め
て
盛
り
沢
山
の
問
題
を
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
開
催
は
一
日
限
り
で
あ
っ
た
。
八
月

二
五
日
の
正
式
発
表
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
は
、
口
頭
に
よ
る
発
言
は
招
か
れ
た
証
人
に
限
る
が
、
証
言
を
記
録
に
残
し
た
い
と
思
う
も

の
は
文
書
を
提
出
す
べ
き
旨
、
記
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
但
し
書
き
が
示
す
よ
う
に
、
公
聴
会
の
意
義
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
、
主
要
な
利
害
関
係
者
が
一
同
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

揚
を
陳
述
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
鉄
鋼
公
聴
会
も
む
ろ
ん
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

　
公
聴
会
の
主
役
は
な
ん
と
い
っ
て
も
行
政
府
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
ス
ト
ラ
ウ
ス
S
T
R
代
表
の
発
言
が
注
目
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
は

い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
業
界
、
労
組
の
主
張
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
と
お
し
て
す
で
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
こ
と
、
第

二
に
業
界
、
労
組
は
も
と
よ
り
鉄
鋼
関
連
議
員
の
望
む
と
こ
ろ
は
行
政
府
の
政
策
決
断
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
政
府
の

態
度
が
い
ま
だ
不
鮮
明
で
あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。

　
ス
ト
ラ
ウ
ス
代
表
が
対
日
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
問
題
で
と
っ
た
よ
う
な
O
M
A
方
式
に
は
消
極
的
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
行
政
府
が
数
量
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

プ
・
ー
チ
一
般
に
否
定
的
な
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
鉄
鋼
間
題
が
い
よ
い
よ
国
内
重
要
争
点
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
こ
の
時
期

に
お
い
て
、
な
お
従
来
の
態
度
を
続
け
る
か
否
か
が
、
注
目
さ
れ
た
。

　
も
う
ひ
と
り
主
役
が
い
る
と
す
れ
ぱ
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
委
員
長
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
か
れ
は
鉄
鋼
・
ビ
ー
が
重
要
タ
ー
ゲ
ソ

ト
と
し
た
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
が
、
そ
の
人
物
が
、
他
の
鉄
鋼
関
連
議
員
と
同
一
歩
調
を
と
り
、
業
界
・
労
組
寄
り
の
立
揚
を
と
る
の

か
、
行
政
府
に
対
し
ど
の
よ
う
な
注
文
を
つ
け
る
の
か
、
大
い
に
注
目
さ
れ
た
。
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保護貿易の政治学（H）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
ま
た
か
れ
は
、
公
聴
会
の
直
前
に
日
本
を
訪
問
し
、
日
本
側
関
係
者
と
会
談
し
て
い
た
。
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
委
員
長
み
ず
か
ら
の
日
本
に
つ

い
て
の
最
新
情
報
が
、
重
要
で
な
い
は
ず
が
な
か
っ
た
。

　
公
聴
会
は
午
前
九
時
半
か
ら
夕
方
五
時
ま
で
、
四
五
分
の
昼
休
み
を
は
さ
ん
で
続
け
ら
れ
た
が
、
会
場
は
約
百
名
の
出
席
者
で
満
杯
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

状
態
で
あ
っ
た
。
以
下
、
二
人
の
主
役
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
代
表
と
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
委
員
長
を
中
心
に
み
て
ゆ
こ
う
。

　
冒
頭
、
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
委
員
長
は
対
米
輸
出
国
の
な
か
に
自
主
規
制
な
り
O
M
A
に
つ
い
て
交
渉
す
る
用
意
が
あ
る
国
（
日
本
）
が
あ
る

こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
一
方
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
代
表
は
と
い
え
ば
、
世
界
鉄
鋼
業
は
現
在
、
世
界
的
な
需
要
の
後
退
、
過
剰
生
産
能
力
、

貿
易
面
に
お
け
る
過
度
の
価
格
競
争
と
い
う
構
造
的
問
題
を
か
か
え
て
い
る
と
の
現
状
認
識
を
、
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
。

　
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
続
け
て
、
日
本
は
国
内
需
要
を
大
幅
に
う
わ
ま
わ
る
生
産
能
力
を
持
ち
、
今
後
と
も
輸
出
の
重
要
性
は
高
ま
る
で
あ
ろ

う
が
、
こ
の
こ
と
が
非
効
率
的
な
鉄
鋼
業
を
か
か
え
る
国
に
間
題
を
お
こ
す
こ
と
、
ま
た
欧
州
な
ど
で
は
政
府
の
介
入
が
大
き
い
こ
と
を

指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
ぺ
き
具
体
的
な
解
決
策
を
持
つ
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
数
量
制
限
的
な
ア
プ
・
ー
チ
は
間
題
の
解
決
策
で
は
な
い
こ
と
、
政
府
と
し
て
は
既
存
の
通
商
法
の
枠
内
で
の
救
済
を
求
め
る
よ
う

業
界
を
う
な
が
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
東
京
ラ
ウ
ン
ド
や
O
E
C
D
の
揚
で
多
角
的
調
整
の
努
力
を
お
こ
な
う
つ
も
り
で
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
現
在
の
輸
入
問
題
は
業
界
の
か
か
え
る
問
題
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業
界
は
そ
の
こ
と
を
充
分
認
識
し
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
も
発
言
し
て
い
る
。

　
ス
ト
ラ
ウ
ス
証
言
の
な
か
で
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
数
量
的
解
決
法
を
強
く
否
定
し
た
点
で
あ
る
。
ま
た
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
委
員
長

が
、
自
分
自
身
の
日
本
訪
問
知
見
に
よ
れ
ば
、
日
本
側
が
も
っ
と
も
困
惑
し
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
政
府
が
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
ろ
う

と
し
て
い
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
点
だ
と
指
摘
し
た
の
に
対
し
、
確
か
に
行
政
府
内
に
は
明
確
な
方
針
が
な
く
、
ま
た
し
た
が
っ
て
日
本

に
具
体
的
な
提
案
を
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
ス
ト
ラ
ウ
ス
が
認
め
た
点
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
な
お
、
行
政
府
は
具
体
的
な
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対
応
策
の
内
容
な
リ
タ
イ
ム
・
テ
ー
プ
ル
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
発
言
で
注
目
さ
れ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
最
近
の
鉄
鋼
論
議
が
日
本
に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
商

務
省
の
ワ
イ
ル
補
佐
官
に
対
し
、
な
ぜ
政
府
は
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
も
っ
と
目
を
む
け
な
い
の
か
と
質
し
た
の
に
対
し
、
ワ
イ
ル
は
「
日
本
が

今
の
間
題
の
中
心
で
あ
る
か
ら
」
と
答
え
た
。

　
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
は
価
格
と
生
産
コ
ス
ト
と
の
あ
い
だ
に
大
き
な
開
き
の
あ
る
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
も
っ
と
目
を
む
け
な
け
れ
ぱ
フ
ェ
ア
ー
で
は

な
い
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
が
、
行
政
府
側
の
こ
の
よ
う
な
認
識
は
い
う
ま
で
も
な
く
業
界
戦
略
の
所
産
で
あ
っ
た
。
実
際
、
こ
の
時
期

す
で
に
、
鉄
鋼
問
題
は
日
米
政
府
間
の
争
点
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
日
、
U
S
ス
チ
ー
ル
は
日
本
の
大
手
六
社
に
対
し
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
提

訴
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。

　
行
政
府
側
証
人
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
に
つ
い
て
も
っ
と
も
明
確
な
発
言
を
し
た
の
は
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会

（
C
E
A
）
委
員
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
業
界
の
か
か
え
る
間
題
は
現
在
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
鉄
鋼
の
生
産
コ
ス
ト
が
労
務
、
燃
料
、
公
害

対
策
費
等
の
高
騰
に
よ
り
、
七
二
年
以
来
二
倍
に
な
っ
た
こ
と
、
需
要
後
退
期
に
値
上
げ
す
る
と
い
う
市
揚
環
境
を
無
視
し
た
価
格
決
定

方
式
、
の
三
つ
が
原
因
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
解
決
策
は
人
為
的
な
輸
入
制
限
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
税
制
面
の
優
遇
措
置
に
よ
っ
て
経

済
全
体
の
拡
大
を
図
り
、
か
つ
、
業
界
自
身
が
そ
の
労
務
政
策
、
価
格
政
策
を
見
直
す
こ
と
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。

　
さ
て
業
界
、
労
組
の
発
言
で
あ
る
。
A
I
S
I
を
代
表
し
て
証
言
し
た
の
は
ヴ
ェ
リ
テ
ィ
ー
・
ア
ー
ム
コ
ス
チ
ー
ル
会
長
、
U
S
W
A

委
員
長
の
代
理
と
し
て
発
言
し
た
の
は
シ
ー
ハ
ン
U
S
W
A
法
務
部
長
で
あ
る
。

　
両
者
の
主
張
に
は
特
に
目
新
し
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
両
者
は
と
も
に
、
長
期
的
な
解
決
策
と
し
て
は
M
T
N
あ
る
い
は
O
E
C
D
で

の
協
議
や
国
際
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
を
目
指
す
が
、
短
期
的
な
対
応
と
し
て
は
一
時
的
な
輸
入
制
限
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

し
た
。
注
目
す
る
と
す
れ
ぱ
、
業
界
が
、
政
府
、
議
会
、
メ
ー
カ
ー
、
労
組
代
表
、
学
者
か
ら
な
る
緊
急
作
業
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
救
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済
策
を
早
急
に
作
る
必
要
を
訴
え
た
こ
と
、
明
年
一
月
に
、
そ
の
間
の
政
府
の
措
置
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
た
め
の
公
聴
会
開
催
を
求
め
た
こ

と
、
労
組
が
フ
ラ
ン
ス
の
提
唱
す
る
「
組
織
化
さ
れ
た
自
由
貿
易
」
の
考
え
を
支
持
す
る
と
述
べ
た
点
で
あ
ろ
う
か
。

　
対
日
欧
関
係
に
つ
い
て
は
、
E
C
に
対
す
る
批
判
的
発
言
の
方
が
多
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
日
本
の
鉄
鋼
業
が
技
術
的
に
優
位

に
立
っ
て
お
り
、
ま
た
今
回
の
間
題
解
決
に
も
積
極
的
対
応
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
E
C
鉄
鋼
業
の
政
府
補
助
は
不
法
で
は
な
い
か

と
の
指
摘
が
出
さ
れ
た
。

　
公
聴
会
で
の
発
言
を
す
ぺ
て
取
り
上
げ
る
必
要
は
な
い
。
公
聴
会
の
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
第
一
は
、
も
し
政
府
が
早
急
に
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
議
会
が
そ
の
手
で
保
謹
主
義
的
手
段
に
訴
え
る
で
あ
ろ
う
と
の
”
圧
力
”
で
あ
る
。
第
二
は
、
そ
の
よ
う
な
議
会
か
ら
の
脅

し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
じ
め
政
府
側
証
人
は
、
極
端
な
規
制
措
置
を
と
る
ま
え
に
業
界
は
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
や
エ
ス
ケ
ー

プ
．
ク
・
ー
ズ
な
ど
の
法
的
手
段
が
と
れ
る
は
ず
だ
と
論
じ
た
点
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
業
界
と
、
業
界
側
に
与
す
る
議
員
は
、
そ

の
よ
う
な
法
的
手
段
は
従
来
の
経
緯
か
ら
し
て
効
果
的
と
は
思
え
な
い
、
と
し
た
点
で
あ
る
。

保護貿易の政治学（H）

　
六
　
政
治
化
の
多
元
的
チ
ャ
ネ
ル

　
九
月
二
〇
日
の
鉄
鋼
公
聴
会
は
、
争
点
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ベ
ル
に
拡
大
さ
れ
る
舞
台
が
連
邦
議
会
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
た
。

だ
が
、
政
治
化
が
議
会
と
い
う
単
一
の
チ
ャ
ネ
ル
だ
け
で
進
行
し
た
の
で
は
な
い
。

　
む
し
ろ
重
要
な
こ
と
は
、
公
聴
会
の
前
後
に
お
き
た
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
含
め
て
、
よ
り
広
い
政
治
的
文
脈
で
と
ら
え
る
視
点
で
あ
る
。
実

際
、
こ
れ
ら
イ
ヴ
ェ
ン
ト
の
多
く
は
、
政
治
化
促
進
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
七
七
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
高
ま
る
反

輸
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
複
数
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
が
複
合
作
用
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

七
七
年
秋
の
政
治
的
位
相
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
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1

表8　連邦議会に提出さそた鉄鋼輸入制限法案

提出　日 法案番号 提　出議員 法案　の　内　容

1977年

9月9日　li、R9022

9月　9日

9月16日

9月21日

9月23日

10月　4日

10月　4日

10月　4日

10月　4日

マイヤーズ議員（共和党・ペ

ンシノレバニァ）

H・R　gO26　パーキンス議員（民主党・ケ

H．　R．　9162

H．R．　9243

H．R．　9273

H．R．　9427

H。　R，　9425

H．R．　9426

H。　R。　9428

ンタソキー）

コフリン議員（共和党・ペン

シノレバニア）

バーキンス議員（前掲）

およぴブキャナン議員（共和

党・アラバマ）

ゲイドス議員（民主党・ペン

シルバニア）

ペンジャミン議員（民主党・

インディアナ）他24議員

ベンズヤミン議員（前掲）

他24議員

ペンジャミン議員（前掲）他

ペンジャミン議員（前掲）

1974年通商法第203条（H）4項を改正し，大統領は議会の

承認なくしては輸入救済の縮小または終了措置をとれないよ

うにする。

1978年の鉄鋼製品の輸入量は米国鉄鋼業と労働者の経済的

安定が保証される水準を限度とする。

1978年1月より輸入鋼材の年間数量割当を実施する。

　スチーノレ・ミノレ・プロダクッ　12，012，539NT

　その他鉄鋼製品　　　　　　　　625，826NT

輸入数量規制実施

同　　上

1933年バイアメリカン法の一部改正

①米国製品との価格差15～50％の外国製品を輸入。

②連邦政府が50％以上出資する公共建物は米国製品を使用

する。

暫定関税引き上げ

同　　上

バイ・アメリカン法の一部を改正する。

O
℃
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黎
聾
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趣
＞
飾
嘩
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圖
3
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譲
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陣
e
一
＝
磯
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曲
置
叫
か
。

頃
・
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・
O
“
D
轟
い
　
簡
冴
冴
蜴

＝
・
園
■
O
o
o
ω
高
伴
詞
Σ
曖

馬
随
｝
浸
難
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婁
聴
叫
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叫
d
㌶
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固
3
蔀
＞
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茸
3
麗
譲
嘩
主
卿
㍊

端
録
4
♂

筒
涛
，
て
碇
．
v
隣
．
鉾
噸
露
鱒
痔
臣
『
薗
津
被
逗
麟
齢
浦
涛
・
v
K
．
v
隣
・
益

蝶
盛
3
ゆ
盛
嘩
雲
謙
価
ヰ
び
o

国
・
国
．
O
轟
い
N
　
伊
団
冴
醐

蔀
＞
逡
母
π
置
叫
が
難
暗
燃
麟
塗
e
貼
譲

保護貿易の政治学（H）

　
繋
塾
禽
趙
・
濁
哲
鴇
禽
弼
（
呂
？
一
一
測
）
酵
ー
鴇
階
田
書
構
　
　
　
（
隣
）
　
国
，
界
移
－
「
留
’
ω
。
貫
」
「
黙
酵
帥
略
。

　
九
月
に
は
い
る
と
、
鉄
鋼
州
選
出
議
員
に
よ
る
鉄
鋼
輸
入
規
制
法
案
の
議
会
提
出
が
は
じ
ま
る
。
彼
ら
は
夏
休
み
の
期
間
に
、
地
元
選

挙
区
で
の
レ
イ
オ
フ
、
工
揚
閉
鎖
を
目
撃
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
も
ど
っ
た
の
で
あ
る
。
大
統
領
は
議
会
の
承
認
な
く
し
て
は
輸
入
救
済
措

置
の
縮
少
ま
た
は
終
了
措
置
が
と
れ
な
い
と
す
る
法
案
が
マ
イ
ヤ
ー
ズ
下
院
議
員
（
共
和
党
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ァ
州
第
二
五
区
）
に
よ

　
　
　
　
　
　
（
糾
V

っ
て
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
鋼
材
輸
入
量
を
七
五
年
の
輸
入
量
に
基
準
化
す
る
七
七
年
鉄
鋼
輸
入
平
衡
法
案
が
コ
フ
リ
ン
下
院
議
員
（
共
和

党
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ァ
州
＝
一
一
区
）
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
。
九
月
末
日
ま
で
に
こ
の
種
の
法
案
が
五
件
、
ま
た
十
月
・
十
一
月
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゑ

そ
れ
ぞ
れ
五
件
提
出
さ
れ
て
い
る
（
表
8
を
参
照
）
。

　
書
簡
に
よ
る
行
政
府
首
脳
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
活
発
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
の
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
、
モ
イ
ニ
ハ
ン
両
上
院
議
員

は
、
同
州
内
の
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
社
ラ
カ
ワ
ナ
工
揚
の
大
量
レ
イ
オ
フ
（
三
、
五
〇
〇
人
）
に
触
発
さ
れ
て
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
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に
対
し
法
的
救
嬉
置
と
セ
多
前
多
国
間
交
渉
の
早
期
開
始
ξ
畏
に
指
一
李
る
よ
う
要
請
し
た
書
簡
を
送
．
て
い
る
（
九
旦

な
聴
）
。
ま
た
、
さ
き
の
輸
入
平
衡
法
案
提
出
者
の
コ
フ
リ
ン
議
員
は
、
同
法
案
の
提
出
を
ま
え
に
労
働
省
に
書
簡
を
送
り
、
自
分
の
選

挙
区
内
に
あ
る
ア
ラ
ン
・
ウ
ソ
ド
・
ス
チ
ル
社
の
倒
産
窟
．
て
失
職
し
た
鉄
鋼
労
働
者
に
対
し
、
す
み
や
か
に
調
整
援
助
を
認
め
る

　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　
工
揚
閉
鎖
と
い
う
ド
ラ
マ
も
用
意
さ
れ
た
。
鉄
鋼
公
聴
会
前
日
の
一
九
日
に
発
表
さ
れ
た
ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン
．
シ
ー
ト
．
エ
ン
ド
．
チ

ュ
ー
ブ
社
の
工
揚
閉
鎖
・
レ
イ
オ
フ
で
あ
る
。
業
界
第
十
位
の
同
社
が
過
去
三
〇
ヵ
月
の
業
績
不
振
の
た
め
ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン
の
キ
ャ
ン

ベ
ル
エ
揚
の
大
部
分
を
閉
鎖
、
五
、
O
O
O
人
を
レ
イ
オ
フ
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
鉄
鋼
公
聴
会
の
そ
の
朝
、
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
を
飾

っ
た
。
同
工
場
の
あ
る
オ
ハ
イ
オ
州
北
東
部
の
マ
ホ
ニ
ン
グ
・
ヴ
ァ
レ
ー
に
は
多
く
の
製
鉄
工
揚
が
あ
る
が
、
．
一
の
発
表
は
電
撃
的
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぎ

こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
典
型
例
で
も
あ
る
。

　
同
社
の
親
会
社
で
あ
る
ラ
イ
ク
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
会
長
は
、
「
こ
の
事
実
は
米
国
市
揚
に
い
か
に
多
く
の
安
価
な

輸
入
鋼
材
が
流
入
し
、
米
国
メ
ー
カ
ー
が
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
」
と
説
明
し
て
は
い
る
が
、
実
際
に
は
、
老
朽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

化
し
た
工
揚
を
閉
鎖
す
る
格
好
の
口
実
を
み
つ
け
た
と
い
う
面
が
濃
厚
で
あ
る
。
従
業
員
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
へ
の
説
明
と
し
て
、

輸
入
鋼
材
に
責
任
を
な
す
り
つ
け
る
こ
と
は
、
企
業
へ
の
非
難
を
和
ら
げ
る
格
好
の
手
段
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
そ
の
三
日
後
、
ア
ー
ム
コ
・
ス
チ
ー
ル
社
が
オ
ハ
イ
オ
州
内
の
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
、
ニ
ュ
ー
マ
イ
ァ
、
、
、
両
工
揚
で
計
六
〇
〇
名
の

レ
イ
オ
フ
を
、
同
じ
く
U
S
ス
チ
ー
ル
社
が
ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン
に
近
い
二
工
揚
で
七
〇
〇
名
の
レ
イ
オ
フ
を
発
表
し
た
。
鉄
鋼
公
聴
会
を

は
さ
ん
だ
数
日
間
に
蓼
た
蓮
の
イ
ヴ
ェ
ン
ー
は
、
政
治
的
ア
ピ
ー
ル
を
考
慮
し
て
期
日
が
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
．
（
規
）
登

連
の
動
き
は
政
府
に
対
す
る
示
威
行
動
で
は
な
い
の
か
と
記
者
団
に
間
わ
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
労
働
長
官
は
、
「
検
討
す
べ
き
点
だ
」
と
、

間
接
的
な
が
ら
そ
れ
を
認
め
る
発
言
を
し
て
い
る
。
実
際
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
公
聴
会
翌
日
に
上
院
議
員
グ
ル
ー
プ
と
会
談
し
た
際
、
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保護貿易の政治学（H）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
れ
）

こ
れ
ら
一
連
の
鉄
鋼
問
題
の
動
き
を
憂
慮
し
て
お
り
、
近
日
中
に
業
界
、
労
組
関
係
の
代
表
者
と
会
合
を
持
ち
た
い
と
表
明
し
て
い
る
。

　
公
聴
会
に
さ
き
だ
ち
、
そ
の
日
の
朝
、
業
界
と
鉄
鋼
地
域
選
出
下
院
議
員
と
の
朝
食
会
が
開
か
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
こ
う
。
業
界

か
ら
は
ジ
ェ
イ
ク
ス
・
イ
ン
ラ
ン
ド
・
ス
チ
ー
ル
社
会
長
が
、
下
院
議
員
側
は
こ
の
あ
と
の
公
聴
会
で
も
発
言
す
る
カ
ー
二
ー
な
ど
が
出

席
し
た
。

　
こ
の
朝
食
会
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
下
院
議
員
達
は
な
ん
ら
か
の
法
的
対
応
が
必
要
と
考
え
て
は
い
た
も
の
の
、
業
界
は
ど
の
よ
う

な
法
的
対
応
を
議
会
に
求
め
て
い
る
か
具
体
的
に
示
さ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
カ
ー
二
－
議
員
（
か
れ
は
ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン
を
選
挙
区
内

に
持
ち
、
ま
た
二
日
後
に
結
成
さ
れ
る
下
院
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
の
委
員
長
に
就
任
す
る
）
は
、
「
こ
の
会
合
に
お
い
て
業
界
は
輸
入

規
制
関
連
の
法
案
を
早
急
に
準
備
す
る
こ
と
を
議
員
に
約
束
し
た
」
と
記
者
団
に
語
っ
て
い
る
が
、
カ
ー
二
－
発
言
は
、
一
連
の
規
制
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

案
が
業
界
サ
イ
ド
で
作
製
さ
れ
、
そ
れ
を
鉄
鋼
関
連
議
員
が
提
出
す
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
委
員
長
の
カ
ー
タ
i
大
統
領
宛
書
簡
（
九
月
三
〇
日
付
）
も
注
目
に
値
し
よ
う
。
鉄
鋼
公
聴
会
の
一
〇
日
後
に
出
さ
れ
た

こ
の
書
簡
の
意
義
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
、
公
聴
会
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
貿
易
小
委
員
会
委
員
長
の
書
簡
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
一
般
の
鉄
鋼
州
議
員
の
発
言
や
提
案
と
は
違
っ
た
重
み
が
あ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
書
簡
は
ま
ず
、
現
行
の
特
殊
鋼
規
制
の
継
続
を
強
く
求
め
る
。
つ
づ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
が
国
内
市
揚
で
の
競
争
、

低
収
益
、
連
邦
政
府
規
制
支
出
の
山
口
同
騰
、
雇
用
維
持
の
面
で
苦
境
に
あ
り
、
連
邦
政
府
に
よ
る
施
策
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

し
、
以
下
の
項
目
か
ら
な
る
「
鉄
鋼
産
業
プ
・
グ
ラ
ム
」
を
提
唱
す
る
。

　
e
　
輸
入
規
制
に
つ
い
て
r
輸
入
総
量
を
国
内
見
掛
け
消
費
の
一
八
％
に
規
制
し
、
そ
れ
を
欧
州
、
日
本
、
そ
の
他
の
国
、
に
三
等

　
　
分
し
て
割
り
当
て
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
関
係
諸
国
と
交
渉
に
入
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
措
置
は
国
際
的
な
鉄
鋼
セ
ー
フ
ガ

　
　
ー
ド
交
渉
の
端
緒
で
も
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
消
費
者
の
利
益
を
守
る
た
め
に
、
国
内
業
界
が
極
端
な
値
上
げ
を
し
た
揚
合
に
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は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
、
二
年
間
に
限
り
輸
入
を
一
〇
％
～
一
五
％
拡
大
す
る
方
式
を
提
案
し
た
い
。

⑭
　
不
公
正
競
争
に
つ
い
て
ー
ア
メ
リ
カ
政
府
が
不
公
正
な
価
格
慣
行
を
許
さ
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
ダ
ン
ビ
ン
グ
提
訴
へ
の
対

　
　
応
を
早
め
る
こ
と
。
ま
た
関
係
官
庁
に
対
し
、
外
国
政
府
に
よ
る
補
助
問
題
を
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
相
殺
関
税
を
課
す
よ
う
指

　
　
示
す
る
こ
と
。

◎
　
公
害
規
制
に
つ
い
て
ー
各
種
規
制
を
緩
和
し
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
実
施
期
限
の
延
期
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
。

㈲
　
設
備
の
近
代
化
に
つ
い
て
1
企
業
の
設
備
投
資
を
促
進
す
る
た
め
、
公
害
規
制
の
緩
和
に
加
え
て
税
制
優
遇
措
置
を
導
入
す
る

　
　
こ
と
。

　
㈲
　
独
禁
法
に
つ
い
て
1
政
府
は
国
内
企
業
間
に
競
争
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
間
題
に
し
て
き
た
が
、
外
国
と
競
争
す
る
た
め
に

　
　
は
規
模
の
利
益
を
確
保
す
る
必
要
も
見
逃
せ
な
い
。
そ
こ
で
、
生
産
ラ
イ
ン
を
メ
ー
カ
ー
が
共
有
す
る
と
い
っ
た
協
同
行
為
を
認
め

　
　
る
方
向
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
書
簡
が
輸
入
問
題
に
限
ら
ず
、
設
備
の
近
代
化
等
々
幅
広
く
論
じ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ヴ
ァ
一
一
ッ
ク
が
一
番
強

調
し
た
か
っ
た
の
は
、
業
界
が
積
極
的
な
設
備
投
資
の
で
き
る
環
境
整
備
の
必
要
性
で
あ
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
が
意
図
し
た
の
は
、
具
体
的
な
政
策
提
言
と
い
う
よ
り
も
、
行
政
府
に
対
す
る
上
品
な
、
し
か
し
強
力
な
圧

力
で
あ
っ
た
。
輸
入
割
り
当
て
提
案
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
は
、
「
こ
の
割
合
は
あ
く
ま
で
一
案
と
し
て
示
し
た
も
の
で
、

具
体
的
な
数
量
は
関
係
国
政
府
の
交
渉
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
だ
と
思
う
」
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
対
米
輸
出
は
何
ト
ン
な
ら
妥
当

か
と
の
問
い
に
、
「
そ
れ
は
日
本
の
政
策
当
局
と
ス
ト
ラ
ウ
ス
米
通
商
交
渉
特
別
代
表
が
話
し
合
う
べ
き
こ
と
だ
。
私
は
交
渉
の
当
事
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鱈
）

で
は
な
い
。
米
政
府
が
積
極
的
に
行
動
す
る
よ
う
要
請
す
る
立
揚
に
あ
る
だ
け
だ
」
と
も
語
っ
て
い
る
。

　
と
ま
れ
、
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
の
鉄
鋼
問
題
に
対
す
る
立
揚
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
発
言
に
象
徴
さ
れ
て
い
よ
う
。
「
私
は
、
世
界
貿
易
が
政
治
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的
脅
威
に
よ
っ
て
破
滅
の
道
を
た
ど
る
の
を
防
ご
う
と
し
て
い
る
だ
け
だ
。
街
中
に
火
事
が
広
が
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
あ
る
家
屋
を
壊
す

の
は
や
む
を
得
な
い
措
置
だ
。
き
ょ
う
（
十
月
六
日
）
も
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
の
会
合
で
、
極
端
な
保
護
主
義
は
好
ま
し
く
な
い
と
発

言
し
て
き
た
が
、
明
日
に
は
私
の
意
見
が
無
視
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
の
結
成
は
序
の
口
で
、
ほ
う
っ
て
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菊
）

ぱ
、
保
護
主
義
の
動
き
は
ま
す
ま
す
強
く
な
る
。
」

保護貿易の政治学（n）

　
七
　
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
の
誕
生

　
結
論
を
さ
き
に
述
べ
れ
ぱ
、
議
会
内
に
生
れ
た
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
こ
そ
行
政
府
に
対
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
し
て
も
っ
と
も
強
力

な
集
団
で
あ
っ
た
。
結
成
一
年
後
、
A
I
S
I
会
長
ル
イ
ス
・
フ
ォ
イ
（
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
社
会
長
）
は
、
「
わ
れ
わ
れ
が
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斬
）

府
の
措
置
と
し
て
達
成
し
て
き
た
も
の
は
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
に
よ
っ
て
発
揮
さ
れ
た
圧
力
の
直
接
的
帰
結
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

鉄
鋼
州
議
員
を
動
員
す
る
と
い
う
業
界
戦
略
は
、
コ
ー
カ
ス
に
よ
る
集
団
組
織
化
に
よ
っ
て
一
層
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
下
院
ス
チ
ー
ル
．
コ
ー
カ
ス
は
九
月
二
二
日
に
正
式
発
足
し
た
。
当
日
出
席
し
た
下
院
議
員
は
七
〇
名
、
コ
ー
カ
ス
の
委
員
長
に
は
チ

ャ
；
ル
ズ
・
カ
ー
二
－
議
員
（
オ
ハ
イ
オ
州
第
一
九
選
挙
区
、
民
主
党
）
が
就
任
し
た
。
こ
の
ほ
か
積
極
的
な
活
動
を
お
こ
な
う
の
は
コ

ー
カ
ス
副
委
員
長
の
ジ
ョ
ン
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
（
ア
ラ
バ
マ
州
第
六
区
、
共
和
党
）
、
常
任
委
員
ラ
ル
フ
・
レ
ギ
ュ
ラ
（
オ
ハ
イ
オ
州
第
一

六
区
、
共
和
党
）
、
お
な
じ
く
ガ
ン
．
マ
ッ
ケ
イ
（
ユ
タ
州
第
一
区
、
民
主
党
）
、
コ
ー
カ
ス
の
セ
ク
レ
タ
リ
ー
お
よ
ぴ
会
計
主
任
の
ア
ダ

ム
．
ベ
ン
ジ
ャ
、
、
、
ン
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
第
一
区
、
民
主
党
）
な
ど
で
あ
る
。
下
院
コ
ー
カ
ス
は
一
年
後
に
は
三
五
州
に
ま
た
が
る
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

○
余
名
の
メ
ン
バ
；
、
二
人
の
常
勤
ス
タ
ッ
フ
と
予
算
を
も
つ
グ
ル
ー
プ
に
成
長
す
る
。

　
上
院
の
コ
ー
カ
ス
は
九
月
二
八
日
に
発
足
し
た
。
結
成
会
議
に
出
席
し
た
の
は
一
九
名
の
上
院
議
員
と
三
〇
余
名
の
議
員
ス
タ
ッ
フ
で

あ
っ
た
。
も
っ
と
も
当
日
は
メ
ッ
ツ
ェ
ン
ボ
ー
ム
、
ア
ズ
レ
ズ
ク
両
議
員
が
天
然
ガ
ス
価
格
統
制
撤
廃
法
案
の
フ
ィ
ル
バ
ス
タ
ー
（
議
事
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妨
害
戦
術
）
を
本
会
議
で
と
っ
て
い
た
た
め
に
、
出
席
議
員
総
数
が
一
九
名
に
と
ど
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
院
コ
ー
カ
ス
の
中
心
人
物

は
委
員
長
に
就
任
し
た
ラ
ン
ド
ル
フ
（
ウ
ェ
ス
ト
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ァ
州
、
民
主
党
）
、
グ
レ
ン
（
オ
ハ
イ
ォ
州
、
民
主
党
）
、
メ
ッ
ツ
ェ
ン
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

ー
ム
（
同
、
民
主
党
）
、
ハ
イ
ン
ツ
（
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ァ
州
、
共
和
党
）
な
ど
で
あ
る
。

　
コ
ー
カ
ス
の
特
徴
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
、
議
会
の
規
則
や
手
続
き
、
所
属
政
党
に
拘
束
さ
れ
な
い
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
性
格
と
、
特

定
の
争
点
に
利
害
関
心
を
共
有
す
る
点
に
あ
る
。

　
コ
ー
カ
ス
に
は
農
村
問
題
（
国
目
呂
、
黒
人
議
員
（
9
品
お
隆
9
巴
国
8
犀
）
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
（
切
言
Φ
O
o
＝
Φ
『
）
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

系
（
霞
昏
）
な
ど
、
多
く
の
も
の
が
あ
る
が
、
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
は
最
も
活
発
な
も
の
の
ひ
と
つ
に
発
展
す
る
。
そ
の
活
動
は
輸
入

制
限
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
税
制
、
環
境
問
題
、
企
業
援
助
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
結
成
時
に
お
い
て
は
輸
入
問
題
が
最
優
先
課
題
で
あ

っ
た
。
九
月
二
七
日
付
下
院
コ
ー
カ
ス
委
員
長
の
大
統
領
宛
書
簡
に
は
「
第
一
回
会
合
の
目
的
は
輸
入
鋼
材
に
関
す
る
行
政
府
の
政
策
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

応
を
論
ず
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
九
月
末
に
下
院
コ
ー
カ
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
二
つ
の
決
議
を
採
択
し
、
大
統
領
・
行
政
府
に
そ
の
望
む
と
こ
ろ
を
伝
え
て
い

蘂　
　
O
E
C
D
鉄
鋼
特
別
部
会
の
ア
メ
リ
カ
代
表
団
は
、
部
会
参
加
国
に
対
し
、
世
界
の
鉄
鋼
間
題
に
つ
い
て
は
多
角
的
な
対
応
が
早
急

　
　
に
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
十
月
中
旬
ま
で
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
る
会
合
に
参
加
す
る
よ
う
提
唱
す
る
こ

　
　
と

166

大
統
領
は
、
通
商
交
渉
に
当
た
る
通
商
特
別
代
表
に
指
示
し
て
、
一
九
七
四
年
通
商
法
一
〇
七
条
の
下
に
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
鉄
鋼
輸
出

を
抑
制
さ
せ
る
た
め
の
国
際
的
努
力
に
直
ち
に
と
り
か
か
る
こ
と



保護貿易の政治学（n）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

ま
た
上
院
コ
ー
カ
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
決
議
を
し
て
い
る
。

　
　
上
院
は
、
輸
入
品
に
よ
る
不
公
正
な
、
ま
た
は
補
助
を
受
け
た
競
争
を
制
限
す
る
現
行
の
法
律
、
特
に
一
九
二
一
年
ダ
ン
ピ
ン
グ
防

　
　
止
法
、
お
よ
び
一
九
七
四
年
通
商
法
へ
の
支
持
を
再
確
認
し
、
大
統
領
に
対
し
て
、
政
府
機
関
、
特
に
財
務
省
と
通
商
特
別
代
表
部

　
　
に
、
ア
メ
リ
カ
の
鉄
鋼
産
業
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
、
貿
易
上
の
差
別
等
の
不
公
正
な
競
争
を
防
ぐ
た
め
の
現
行

　
　
の
法
律
を
、
熱
心
か
つ
積
極
的
に
執
行
さ
せ
る
よ
う
要
請
す
る

　
で
は
、
不
公
正
な
輸
入
が
国
内
メ
ー
カ
ー
、
労
働
者
に
困
難
を
強
い
て
い
る
と
い
う
被
害
者
の
論
理
を
、
政
治
過
程
の
な
か
で
実
際
の

パ
ワ
ー
に
さ
せ
た
契
機
と
は
な
に
か
。
政
治
的
シ
ン
ボ
ル
を
政
治
過
程
の
な
か
で
実
体
化
さ
せ
る
に
は
「
取
り
引
き
材
料
」
が
不
可
欠
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
V

あ
る
が
、
そ
れ
を
提
供
し
た
の
が
七
四
年
通
商
法
で
あ
り
、
M
T
N
で
あ
っ
た
。

　
行
政
府
は
非
関
税
障
壁
（
N
T
B
）
の
国
際
合
意
に
関
す
る
国
内
実
施
法
案
を
議
会
で
成
立
さ
せ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
鉄
鋼
業

界
は
、
も
し
自
分
達
の
要
求
が
満
た
さ
れ
な
い
な
ら
鉄
鋼
関
連
議
員
を
動
員
し
て
国
内
実
施
法
を
阻
止
す
る
ぞ
と
政
府
を
脅
し
た
の
で
あ

る
。
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
の
出
現
は
、
行
政
府
に
と
っ
て
、
無
視
し
え
な
い
も
の
と
し
て
映
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
実
際
、
業
界
は
M
T
N
関
連
の
法
案
提
出
を
画
策
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
M
T
N
が
政
治
的
人
質
で
あ
る
点
を
衝
く
。
七
四
年
通
商
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
い
う
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
を
要
求
す
る
法
案
、
M
T
N
の
目
的
に
逆
行
す
る
関
税
引
き
上
げ
や
バ
イ
・
ア
メ
リ
カ
ン
法
の
強
化
を
求
め
る

法
案
な
ど
を
鉄
鋼
関
連
議
員
に
提
出
さ
せ
、
圧
力
の
強
化
を
図
っ
た
。

　
M
T
N
に
お
け
る
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
と
関
税
引
き
下
げ
問
題
を
か
ら
め
た
法
案
の
典
型
例
は
、
下
院
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
委
員
長
の

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
カ
ー
二
－
が
提
出
し
た
も
の
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
鉄
鋼
の
市
揚
撹
乱
に
対
す
る
国
際
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
設

立
合
意
が
生
れ
る
ま
で
、
鉄
鋼
関
税
の
引
き
下
げ
交
渉
を
禁
止
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
（
十
一
月
四
日
提
出
、
法
案
番
号
H
・
R
1

0
0
3
9
）
。
ま
た
、
下
院
コ
ー
カ
ス
の
有
カ
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で
あ
る
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
議
員
は
、
一
九
三
三
年
バ
イ
・
ア
メ
リ
カ
ン
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法
の
一
部
改
正
（
米
国
製
品
と
の
価
格
差
一
五
～
五
〇
％
の
外
国
製
品
を
輸
入
、
連
邦
政
府
が
五
〇
％
以
上
出
資
す
る
公
共
建
築
に
は
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

産
品
を
使
用
さ
せ
る
）
や
関
税
引
き
上
げ
法
案
な
ど
に
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
を
発
揮
し
た
。

　
上
院
で
は
ハ
イ
ン
ツ
議
員
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
の
も
と
、
コ
ー
カ
ス
メ
ン
バ
i
二
〇
名
に
よ
っ
て
通
商
手
続
き
改
革
法
案
が
提
出
さ
れ
た

（
十
一
月
十
五
日
、
S
2
3
1
7
）
。
こ
れ
は
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
の
適
用
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
行
の
法
的
枠
組
み
の
「
抑
止

力
」
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
法
案
は
ハ
イ
ン
ツ
議
員
も
認
め
る
ご
と
く
、
一
九
三
三
年
バ
イ
．
ア
メ
リ
カ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
V

法
の
修
正
を
求
め
る
法
案
と
「
一
対
の
よ
う
な
性
格
」
を
持
っ
て
い
た
。

　
鉄
鋼
関
連
法
案
は
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
十
数
本
提
出
さ
れ
た
（
表
8
を
再
度
参
照
の
こ
と
）
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
他
の
多
く
の

法
案
と
同
じ
く
、
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
。
い
わ
ぱ
、
提
出
す
る
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
だ
が
立
法
化
の
可
能
性
は
な
く
と
も
、
そ
こ
に
は
確
か
に
政
治
的
圧
力
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
そ
の
受
け
手
が
、
M
T
N
の

国
際
、
国
内
両
次
元
の
成
功
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
行
政
府
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
そ
れ
は
、
議
会
が
立
法
機

能
の
実
質
面
に
お
い
て
で
は
な
く
、
行
政
府
に
具
体
的
な
政
策
対
応
を
迫
る
圧
力
団
体
と
し
て
コ
、
・
、
ッ
ト
し
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
た
。

　
自
由
貿
易
の
促
進
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
も
と
、
M
T
N
と
い
う
舞
台
の
袖
で
始
ま
っ
た
鉄
鋼
業
界
の
輸
入
制
限
運
動
は
、
レ
イ
オ
フ
、

工
揚
閉
鎖
と
い
う
目
立
っ
た
イ
ヴ
ェ
ン
ト
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
、
議
会
圧
力
の
動
員
に
よ
っ
て
行
政
府
の
筋
書
き
（
M
T
N
の
成
立
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

脅
か
す
ほ
ど
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
だ
が
、
舞
台
中
央
に
は
、
行
政
府
を
支
援
す
る
勢
力
の
姿
は
な
き
に
等
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
－
）
本
章
の
執
筆
に
際
し
て
は
寅
℃
睾
o
o
奮
＝
三
〇
毒
暮
δ
隅
・
0
9
§
（
訪
8
y
、
ミ
ミ
蛍
§
馬
訪
魯
ミ
馬
所
収
の
各
種
資
料
に
と
く
に
負
う
と
こ

　
ろ
が
大
き
い
。
ク
ォ
リ
テ
ィ
・
ぺ
ー
パ
ー
は
も
と
よ
り
、
各
地
域
の
新
聞
、
業
界
紙
（
誌
）
、
社
内
報
、
A
I
S
I
発
行
の
資
料
な
ど
数
百
種
に
の

　
ぼ
る
資
料
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
重
要
な
情
報
源
と
な
っ
た
。
な
お
、
以
下
の
論
稿
か
ら
も
多
く
の
示
唆
を
得
た
こ
と
を
申
し
添
え

　
た
い
。
1
・
M
・
デ
ス
ラ
ー
他
編
『
日
米
経
済
紛
争
の
解
明
』
一
九
八
二
年
、
第
二
章
（
鉄
鋼
貿
易
紛
争
）
、
旨
。
鼠
巴
ご
o
．
『
ロ
．
㌧
．
、
↓
ぎ
勺
o
ぎ
。
．
9



保護貿易の政治学（H）

　
o
｛
O
o
日
℃
。
窪
ぞ
o
国
唖
霧
ご
昌
ぎ
浮
o
雪
o
o
陰
o
o
8
。
＝
且
富
け
曙
、
．
ぎ
甘
ゴ
コ
N
器
ヨ
馨
目
q
■
帥
葺
陣
↓
湖
g
㊦
計
こ
』
§
ミ
持
§
ぎ
憂
駄
倦
き
』
ミ
塁
－

　
醤
ミ
焼
§
ミ
9
§
鳶
～
ミ
§
》
む
o
。
摯
℃
や
ひ
O
I
一
8
、
鼠
0
9
①
一
≦
、
国
o
含
p
．
．
＞
客
暮
δ
富
一
勺
o
一
一
ミ
♂
『
O
『
吸
p
巳
N
＆
閃
8
0
げ
毘
や
0
5
頃
o
毛
8

　
0
0
℃
o
註
3
零
o
け
①
。
岳
〇
三
切
ヨ
：
℃
げ
■
U
■
臼
田
①
詳
豊
o
p
O
o
一
一
葺
σ
ポ
q
巳
＜
①
邑
C
、
む
V
P
℃
℃
■
N
a
占
一
〇
。
．

（
2
）
七
六
、
七
七
各
年
度
に
つ
い
て
は
以
下
に
よ
る
。
『
日
本
鉄
鋼
輸
出
組
合
月
報
』
七
七
年
六
月
号
、
六
七
－
七
一
頁
、
同
上
、
七
八
年
五
月
号
、

　
四
三
－
四
七
頁
。

（
3
）
　
収
益
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
。
『
貿
易
摩
擦
の
事
例
研
究
』
産
業
研
究
所
、
一
九
八
二
年
五
月
、
一
二
四
－
二
六
頁
。

　
．
．
o
D
3
0
一
一
＆
蕊
け
蔓
一
房
謹
o
円
誹
o
日
①
8
零
帥
ξ
．
．
～
。
ミ
醤
ミ
皇
9
§
ミ
ミ
罫
＞
貿
σ
q
島
け
N
鈎
一
〇
N
N
、

（
4
）
山
田
忠
義
（
新
日
鉄
）
の
発
言
。
「
金
曜
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
『
金
属
特
報
』
七
七
年
一
〇
月
二
八
日
。

（
5
）
．
．
u
り
盆
。
＝
ヨ
℃
o
詳
即
o
σ
一
。
誤
勺
一
お
9
ご
の
H
＆
島
梓
蔓
、
．
、
。
ミ
醤
ミ
禽
q
§
ミ
ミ
罫
甘
ぞ
鉾
一
S
N
●

（
6
）
民
ぐ
o
畳
民
睾
昏
ぎ
．
、
冒
℃
雪
。
器
望
①
①
一
ぎ
5
①
＞
ヨ
＆
。
睾
冨
胃
ぎ
窪
o
o
島
一
g
騨
＆
O
塁
ω
。
ω
．
、
円
ぎ
ミ
ミ
ミ
野
§
§
y
ω
①
ヌ
①
ヨ
σ
R

　
一
〇
〇
〇
ご
や
8
い
◆

（
7
）
　
同
社
は
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
；
ナ
ル
紙
に
も
一
㎝
＞
目
。
『
一
8
α
q
o
岳
お
賃
も
℃
a
ξ
8
邑
鴨
ω
a
卑
・
・
霧
藷
鶏
o
ξ
8
邑
讐

　
o
蔦
と
題
す
る
広
告
を
出
し
て
い
る
（
七
月
二
五
日
）
。

　
　
ま
た
、
同
社
の
社
内
報
は
六
月
号
で
フ
ォ
イ
会
長
み
ず
か
ら
同
様
の
反
輸
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
社
員
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
ま
た
同
誌
は
五
月

　
一
八
日
ボ
ル
チ
モ
ア
、
同
二
〇
日
バ
フ
ァ
ロ
ー
で
の
同
社
主
催
の
反
輸
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
特
集
し
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
が
地
域
リ
ー
ダ
ー
そ
し
て

　
連
邦
議
員
へ
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
拡
大
し
て
ゆ
く
戦
術
が
よ
く
み
て
と
れ
る
記
事
で
あ
る
。
切
黛
ミ
恥
富
§
㌍
ξ
§
・
甘
需
這
篭
（
乞
P
一
蜜
y
℃
や

　
ひ
I
P

（
8
）
、
．
o
。
昌
＆
凶
N
呂
u
o
響
一
口
三
け
討
u
D
o
夷
茸
．
．
ギ
。
の
ω
カ
。
8
＆
ぎ
拐
一
〇
、
ミ
ミ
煮
§
馬
勾
も
ミ
、
z
9
α
。
。
こ
・
マ
畢
一
。
N
y

（
9
）
国
ミ
輿

（
－
o
）
　
．
．
ω
馨
一
罰
書
即
d
o
り
≦
＞
鴇
ご
5
宕
拝
9
邑
ω
．
、
℃
ミ
客
ミ
窓
等
§
こ
巳
網
卜
。
し
ミ
が
、
、
¢
，
ω
り
娼
象
。
房
国
p
5
a
明
9
ω
け
①
巴
雪
宕
埠

　
コ
o
矩
．
、
、
ミ
誉
b
馬
ミ
ミ
（
Ω
g
＜
①
一
昏
8
0
寓
o
y
甘
ぞ
N
レ
O
N
N
い
．
．
⊂
o
n
≦
》
ω
3
。
一
一
且
ロ
緯
蔓
ご
巳
け
o
↓
o
℃
・
鴇
h
9
一
ヨ
℃
o
旨
O
仁
o
鼠
ω
．
．
ミ
醇
－
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魯
ミ
窓
勺
曼
－
q
§
ミ
魯
甘
ギ
N
」
S
N

（
n
）
＞
一
u
D
一
’
o
り
8
。
＝
B
℃
o
冴
Z
。
壽
り
＞
・
σ
q
島
げ
。
。
」
ミ
丼

（
1
2
）
＝
窪
巨
魯
。
目
鶉
匿
↓
o
、
窪
ヨ
○
昌
昌
の
廿
霊
嘗
梓
．
。
。
9
醤
。
ξ
．
．
ミ
ミ
切
ミ
乳
旨
ミ
醤
鼻
＞
夷
房
＝
P
這
§

（
1
3
）
　
日
本
鉄
鋼
輸
出
組
合
海
外
広
報
委
員
会
「
A
I
S
I
白
書
に
対
す
る
反
論
と
日
本
鉄
鋼
業
の
立
揚
」
七
七
年
七
月
。

（
1
4
）
9
豊
8
卑
鼠
h
o
β
～
尽
§
§
句
誉
＝
ミ
§
ξ
、
」
9
ミ
㌧
ミ
焼
防
§
§
ミ
醇
臥
§
ミ
融
§
9
§
鳳
ミ
誉
ミ
恥
（
z
睾
＜
o
詩
一
竃
。
三
一
一
い
イ

　　

F
型
R
8
頴
旨
R
艶
・
α
o
o
巨
夢
y
這
§
同
レ
ボ
ー
ト
に
対
し
て
は
米
業
界
か
ら
批
判
が
出
さ
れ
、
論
義
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お

　
　
こ
う
。
、
、
ω
需
R
豆
名
暮
窃
匡
R
三
一
ぴ
旨
号
g
旨
も
窪
①
器
O
o
馨
＞
身
塁
鼠
α
o
o
．
．
」
§
ミ
魯
§
ミ
魁
ミ
ミ
ミ
ぎ
、
o
o
。
讐
。
日
σ
R
ざ
G
N
N

（
1
5
）
．
．
≦
』
o
o
蛇
男
α
冒
℃
男
窃
①
9
帥
一
一
讐
鴨
d
あ
6
§
二
＆
＝
。
η
δ
曙
．
㎝
Ω
巴
目
㎝
o
＝
三
・
ぐ
写
o
葺
一
ヨ
宕
計
；
≧
§
K
ミ
神
構
§
墾
一
三
鴇

　
　
一
P
む
N
刈
㌃
、
冒
冨
羅
器
O
鼠
一
一
①
一
・
σ
Q
。
＞
一
ω
一
、
肋
u
り
言
ε
－
…
、
．
試
§
ミ
“
§
ミ
衷
ミ
ミ
ミ
ぎ
、
甘
ξ
一
〇
し
S
ざ
．
．
甘
℃
目
o
o
g
。
一
置
＝
9
注
。
一
。
。
e

　　

霧
斤
＆
．
．
旨
ミ
醤
ミ
禽
9
§
§
ミ
3
甘
ぞ
一
P
一
S
N
。

（
1
6
）
、
、
q
o
o
■
o
o
梓
。
。
一
頃
撃
駐
9
『
叶
R
即
勾
①
げ
5
ぎ
即
器
ヨ
σ
q
即
一
8
ω
．
．
ミ
匙
馬
吻
ミ
衷
、
。
ミ
蓉
き
冒
ぞ
ト
。
N
し
ミ
ざ
、
．
9
響
け
ギ
一
8
0
8
ヰ
o
ロ
ー

　　

仲一

頃
9
u
り
8
巴
き
匹
O
o
＜
o
ヨ
目
①
算
、
．
≧
§
く
ミ
寿
↓
ミ
舞
甘
ξ
N
P
一
ミ
y

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

oo

℃
8
奪
σ
R

．
．
O
貝
仲
R
↓
o
一
『
≦
品
o
O
o
暮
o
一
一
↓
o
禦
＆
冤
ω
g
o
一
呼
圃
8
困
。
・
①
ω
≧
垂
K
ミ
毎
『
§
罫
＞
ロ
α
q
β
鴇
9
一
鶏
丼

勾
。
℃
o
＃
8
些
。
ギ
婁
α
①
暮
8
℃
『
一
8
㎝
即
＆
O
o
。
。
訂
『
穿
。
q
●
の
■
o
o
3
①
＝
呂
・
ω
貯
『
ざ
一
ミ
丼

．
d
■
o
o
●
ω
8
。
ぎ
舞
Φ
嵩
評
＝
↓
o
蜜
9
①
厩
巳
N
。
曹
莫
ぎ
評
一
一
切
の
獣
＆
冒
℃
馨
。
器
．
、
ミ
ミ
馬
騎
ミ
災
、
。
ミ
ミ
ミ
㌧
＞
夷
ロ
鴇
ω
」
S
N
’

、
．
↓
8
⑳
げ
ゴ
営
①
の
h
g
u
り
梓
O
O
一
．
．
≧
恥
弩
く
ミ
却
↓
焼
ミ
跨
ー
o
D
①
冥
①
ヨ
σ
霞
魯
一
S
丼

．
．
≧
o
d
』
o
o
齢
ω
8
①
一
汐
o
身
8
『
ω
国
の
巨
夷
≦
『
g
α
q
客
柱
o
蔦
．
．
『
富
「
ミ
』
遷
紹
ミ
焼
§
き
ω
。
9
一
3
㊦
β
勺
＞
こ
＞
品
ロ
鴇
嵩
レ
O
N
N
，

．
、
o
D
8
。
一
覆
く
巴
蔓
民
。
聲
g
．
、
ミ
＆
き
導
ミ
ミ
、
＞
＝
墜
曾
一
9
一
S
N
。

』
ミ
亀
■

鉄
鋼
都
市
連
合
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
以
下
の
文
献
を
利
用
し
た
。
．
、
o
o
8
免
Ω
募
ω
国
塁
謡
。
ぢ
噛
9
、
↓
冨
マ
、
一
＆
島
汁
q
．
、
』
ミ
§
馬
遷
ミ
馬
器
㌧

　
　
　
　
　
　
N
9
這
暑
b
毛
」
O
－
N
O
u
、
、
ω
3
㊦
一
〇
〇
ヨ
ヨ
葺
三
①
ω
ω
こ
⊂
o
D
＞
。
＝
o
留
＜
。
一
呂
巨
蔓
、
．
』
§
ミ
融
§
ミ
恥
ミ
ミ
ミ
蔓
あ
①
℃
8
ヨ
げ
R
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ご
｝
一
S
ざ
、
．
＞
冒
①
＆
夷
O
⇒
¢
o
o
o
o
8
巴
9
邑
ω
u
o
g
．
．
鳶
ミ
ミ
ミ
禽
9
§
§
ミ
罫
o
o
8
3
ヨ
げ
R
ρ
一
ミ
ざ

（
2
5
）
　
ぎ
織
ミ
無
倦
ミ
鷺
勘
奪
●
9
♪
や
一
〇
・

（
2
6
）
　
、
．
o
o
盆
色
9
0
毛
≧
房
冨
巴
昌
0
9
9
葛
く
錺
．
、
冒
ミ
醤
ミ
県
9
ミ
§
ミ
罫
0
9
3
R
9
お
ミ
・

（
2
7
）
　
、
．
国
簿
三
魯
。
目
o
り
§
一
≦
①
貫
冴
9
ε
一
茜
一
〇
げ
基
蚕
毒
型
p
三
．
、
」
§
ミ
魯
§
ミ
黛
ミ
ミ
ミ
み
塁
＞
夷
岳
梓
b
。
し
S
刈
・

（
2
8
）
・
、
O
費
旨
o
㎝
酵
訂
写
①
巴
留
簿
8
男
①
＜
ざ
≦
國
℃
＞
勾
急
お
。
。
、
、
ミ
“
映
驚
魯
o
こ
≧
馬
§
り
泣
欝
言
茜
7
℃
ン
・
＞
品
島
叶
い
ρ
一
S
丼
注
（
1
0
）

　
の
記
事
を
も
参
照
の
こ
と
。

（
2
9
）
零
①
器
男
Φ
一
雷
ω
ρ
即
鼠
。
b
即
N
ざ
ω
昌
8
ヨ
邑
什
§
9
日
H
器
p
o
o
ヨ
邑
け
§
8
ミ
亀
の
即
＆
蜜
①
p
β
＝
。
島
①
。
略
国
①
讐
①
ω
。
耳
国
穿
9

　
＞
β
o
p
ロ
ω
伜
蹟
一
一
〇
§
り

（
3
0
）
　
ミ
ミ
ミ
吻
ミ
～
円
ミ
魯
、
9
ミ
恥
ミ
字
§
勢
§
織
恥
㌣
§
、
ミ
ミ
ミ
ミ
§
き
奪
ミ
き
鴫
昏
さ
憧
ミ
詳
砺
さ
8
§
｝
｝
N
§
恥
睾
ご
ミ
恥
黛
、
ぎ
ぎ
誤
恥

　
ミ
遣
防
§
駄
ミ
恥
§
偽
G
§
§
ミ
聖
o
象
7
0
g
α
Q
弱
ω
」
馨
ω
。
器
一
〇
昌
（
o
o
＜
。
ヨ
馨
再
℃
ユ
葺
ぎ
α
q
O
R
8
し
。
§
y

（
3
1
）
　
、
、
o
o
冨
＝
器
u
。
8
邑
。
。
○
属
＞
ω
閃
Φ
噛
o
叫
。
＝
o
霧
。
田
臭
一
夷
ω
5
8
ヨ
昆
蕾
。
（
冒
ぞ
N
o
）
、
、
恥
§
、
笥
尽
ミ
・
2
0
高
N
占
。
・
甘
ξ
N
P
一
s
3

　
、
．
＞
α
巨
幕
酔
馨
凶
o
ロ
叶
o
O
唱
o
。
。
①
ω
g
①
＝
目
℃
o
昌
9
号
評
。
房
．
、
』
ミ
ミ
“
§
ミ
恥
ミ
ミ
ミ
ぎ
b
冒
ぞ
N
一
し
o
器
u
．
．
ω
。
曾
3
9
｛
R
o
o
§
一

　
↓
岳
密
o
D
o
一
二
含
o
房
．
．
』
§
ミ
讐
ミ
N
ミ
恥
ミ
馬
ミ
ミ
ぎ
さ
＞
属
α
Q
信
も
。
け
∋
一
鶏
N
◎

（
3
2
）
　
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
は
九
月
十
六
日
、
新
日
鉄
社
長
の
斉
藤
英
四
郎
と
会
談
、
そ
の
結
果
、
「
現
段
階
で
は
、
一
時
的
な
解
決
策
と
し
て
（
日
本
側
が

　
輸
出
の
）
自
主
規
制
の
方
策
を
取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
点
で
意
見
が
一
致
し
た
、
と
報
じ
ら
れ
た
。
読
売
新
聞
、
九
月
一
七
日
付
。
ま
た
、

　
同
日
、
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
と
会
談
し
た
天
谷
直
弘
通
産
省
基
礎
産
業
局
長
は
、
日
本
側
の
一
方
的
自
主
規
制
が
可
能
か
ど
う
か
は
あ
く
ま
で
「
米
政
府
の

　
同
意
が
前
提
と
な
る
」
と
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
。
鉄
鋼
新
聞
、
九
月
一
九
日
付
。

（
酪
）
　
公
聴
会
記
録
（
注
3
0
）
に
加
え
て
以
下
の
文
献
を
も
利
用
し
た
。
．
．
＝
o
器
o
薫
塁
ω
昏
自
言
＄
房
O
o
ヨ
凶
暮
露
．
㎝
↓
β
密
ω
昌
8
ヨ
犀
8
二
〇
一
α
切

　
o
り
什
8
一
∪
竃
頃
霧
ユ
夷
の
．
．
」
ω
一
ρ
国
ミ
ミ
膏
§
驚
寒
唐
ミ
㌧
u
り
。
℃
8
ヨ
げ
R
認
い
一
S
丼

（
3
4
）
　
マ
イ
ヤ
ー
ズ
と
の
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
記
事
に
よ
っ
て
法
案
提
出
の
背
景
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
、
、
卑
＝
≦
9
ざ
Ω
o
。
。
①
O
省
言
↓
β
号

　
℃
〇
一
一
昌
い
m
∈
、
、
穿
§
ミ
目
、
§
量
℃
＞
こ
u
o
o
冥
o
ヨ
び
①
『
一
ざ
一
〇
著
・
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（　 （　 （　 （　 （45　　44　　43　　42　　41

）　 ）　 ）　 ）　）
（
3
5
）
　
『
通
商
弘
報
』
、
九
月
二
一
日
。
提
案
理
由
と
し
て
コ
フ
リ
ン
は
、
「
自
主
協
定
で
公
正
さ
（
β
三
ぐ
）
を
達
成
で
き
な
け
れ
ぱ
、
割
り
当
て
で

　
や
る
。
財
務
省
が
ダ
ン
ピ
ン
グ
調
査
を
終
え
る
ま
で
の
間
、
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
米
鉄
鋼
業
が
足
を
す
く
わ
れ
る
の
を
待
つ
と
い
う
法
は
な
い
」

　
と
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
の
鉄
鋼
関
連
議
員
の
活
動
に
つ
い
て
は
以
下
を
も
参
照
の
こ
と
。
、
、
蜜
a
℃
ξ
9
房
○
昌
O
曽
§
↓
o
o
o
塁
。

　
ω
8
。
二
呂
一
糞
蔓
．
．
〔
オ
ー
ス
チ
ン
・
マ
ー
フ
ィ
下
院
議
員
〕
O
寓
ミ
需
下
葡
愚
ミ
ミ
・
｝
＞
こ
o
り
。
讐
①
旨
げ
臼
一
P
一
S
澤
．
、
ω
9
E
器
勾
巷
ω
＝
き
問
9

　
望
。
巴
℃
o
一
互
8
、
、
〔
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ュ
ル
ツ
下
院
議
員
〕
之
恥
§
県
b
恥
ミ
電
ミ
恥
q
ミ
ミ
奪
ω
o
讐
。
ぎ
σ
R
墨
這
嵩
い
、
、
冒
目
9
P
留
務
雪
O
o
．

　
ω
∈
一
お
冒
o
曾
一
目
宕
計
、
．
〔
ジ
ョ
ン
・
マ
ー
サ
下
院
議
員
〕
マ
ミ
ε
セ
恥
§
b
焼
落
ミ
9
』
ω
o
冥
o
B
σ
雪
郵
む
N
y

（
3
6
）
　
『
通
商
弘
報
』
、
九
月
二
一
日
。

（
3
7
）
同
右
。

（
3
8
）
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
経
済
・
社
会
的
側
面
の
み
な
ら
ず
心
理
的
な
も
の
を
も
含
め
て
実
証
分
析
し
た
研
究
と
し
て
以
下
の
も
の

　
が
あ
る
。
↓
巴
受
男
野
誘
匙
ミ
■
㌧
象
ミ
き
§
ミ
ぎ
§
窒
。
§
胸
」
。
。
。
納
工
揚
閉
鎖
の
背
景
や
経
営
者
側
の
行
動
様
式
に
つ
い
て
は
第
一
部
を
、

　
各
種
・
i
カ
ル
な
団
体
の
行
動
様
式
と
、
そ
れ
ら
が
ナ
シ
・
ナ
ル
な
レ
ペ
ル
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
ア
ペ
ン
デ
ィ
ク
ス
B
を

　
そ
れ
ぞ
れ
参
照
（
毛
・
嵩
ー
8
し
o
。
㌣
一
〇
。
o
）
。

（
3
9
）
　
『
通
商
弘
報
』
、
九
月
二
四
日
。
以
下
を
も
参
照
。
．
．
目
お
国
胃
α
写
田
9
＜
o
目
鵯
梓
o
∈
旨
目
き
α
Q
耳
い
旨
窃
。
、
b
o
§
き
携
肋
ミ
恥
罫
・
0
9
9
R
い
」
鶏
丼

（
4
0
）
　
、
．
＞
『
ヨ
8
ω
器
。
ご
Ω
梓
言
α
q
H
ヨ
℃
o
昌
一
旨
o
o
駐
一
≦
一
富
ピ
亀
○
中
ひ
O
O
讐
N
＝
器
房
ぎ
○
匡
o
．
．
之
§
K
ミ
き
『
旨
睾
o
o
o
冥
o
ヨ
σ
R
8
㌧

　
一
〇
刈
N
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
≧
恥
電
く
o
憶
》
目
篤
§
象
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
℃
刈
刈
・

ぎ
α
ロ
ω
㌶
一
巴
勺
〇
一
一
q
h
9
ω
9
0
一

．
．
O
曽
8
『
一
ω
薯
o
旨
一
a
O
ぐ
臼
o
o
8
巴
Ω
o
し
。
ぎ
α
Q
切
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o
①
冥
①
目
ぴ
R
N
ρ

、
、
O
g
鴨
①
の
ω
房
℃
目
N
一
〇
α
○
く
曾
勾
o
一
①
写
2
α
ぎ
σ
q
o
り
8
0
一
－
一
日
℃
o
『
箭
O
目
げ
．
．
≧
恥
8
『
ミ
》
円
帖
ミ
携
、

書
簡
の
全
文
は
以
下
に
所
収
。
曽
裏
葡
も
ミ
さ
2
0
ミ
占
9
0
9
9
角
辞
這
§

読
売
新
聞
記
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
発
言
。
読
売
新
聞
、
一
〇
月
九
日
。

同
右
。
同
議
員
の
鉄
鋼
問
題
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
は
以
下
を
も
参
照
の
こ
と
。
9
琶
窃
鋭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
夢
①
¢
巳
8
q
ω
σ
8
㎝
自
仁
『
冒
σ
Q
㊧
勺
R
一
〇
〇
〇
鴎
月
声
α
o
問
菖
o
菖
o
房
．
、

ω
o
冥
o
ヨ
σ
R
b
o
ど
一
S
N
●

く
喜
牙
．
．
↓
ぎ
∪
雲
o
一
〇
℃
ヨ
o
暮
鉱
即
p

O
国
O
U
㌧
砺
、
恥
無
き
ミ
馬
o
o
O
勲
　
這
o
o
O
り
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唱
や
8
N
占
章
ー

（
4
6
）
　
．
．
u
o
＄
巴
9
9
島
ギ
o
＜
こ
霧
ミ
帥
鴫
↓
o
卑
凶
お
犀
≧
一
↓
夷
o
夢
R
．
．
守
§
』
寒
0
9
呂
R
蕊
、
む
お
b
℃
り
翫
。
こ
の
記
事
は
下
院
コ
ー
カ

　
ス
に
つ
い
て
詳
し
い
。

（
4
7
）
　
一
σ
昼
以
下
を
も
参
照
。
．
．
0
8
讐
。
器
匹
房
国
螢
益
○
ロ
ω
3
9
．
、
ミ
§
ミ
譜
、
ミ
等
里
o
o
8
3
目
σ
R
曽
」
ミ
丼

（
4
8
）
　
上
院
コ
ー
カ
ス
に
つ
い
て
は
以
下
の
記
事
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
、
．
ω
8
包
9
身
島
藷
ぎ
O
o
夷
お
㎝
㎝
－
…
、
．
ミ
災
ミ
ミ
＆
§
き
触
0
9
9
R

　
一
S
。
Q
噂
や
墨
な
お
、
コ
ー
ヵ
ス
に
つ
い
て
は
以
下
を
も
参
照
し
た
。
置
9
艶
属
a
5
魯
も
貰
ヤ
唱
■
8
一
－
呂
ご
．
．
∪
ぎ
ヨ
目
拐
蝉
9
a
『

　
o
o
3
①
一
．
．
～
o
ミ
醤
ミ
魚
G
o
ミ
§
塁
驚
一
〇
〇
①
官
①
ヨ
げ
R
N
ひ
㌧
一
ミ
y

（
4
9
）
　
冒
一
9
器
一
瞑
o
臼
P
o
》
亀
卜
㌧
マ
い
8
・

（
5
0
）
　
』
ミ
鼻
『
日
本
経
済
紛
争
の
解
明
』
所
収
の
佐
藤
”
ホ
デ
ィ
ン
論
文
、
六
五
頁
。

（
5
1
）
　
｝
一
＆
一
P
曾
，
ミ
こ
℃
■
8
9
佐
藤
睦
ホ
デ
ィ
ン
論
文
、
六
五
頁
。
も
っ
と
も
、
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
は
一
〇
月
一
三
日
の
「
ホ
ワ
イ
ト
・

　
ハ
ウ
ス
会
議
」
（
次
章
で
論
じ
ら
れ
る
）
に
お
い
て
、
輸
入
規
制
の
ほ
か
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
政
策
を
大
統
領
に
提
案
し
て
い
る
。
e
工
揚
閉
鎖
さ
れ

　
た
地
域
へ
の
援
助
、
O
投
資
を
刺
激
し
、
キ
ヤ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
増
加
さ
せ
る
税
制
上
の
措
置
、
白
近
代
化
を
必
要
と
す
る
が
資
本
力
の
弱
い

　
企
業
へ
の
支
援
。
こ
れ
ら
の
諸
要
求
は
、
基
本
的
に
ソ
・
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
（
次
章
を
参
照
）
の
勧
告
と
同
一
線
上
に
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

o
g
σ
q
誘
的
凶
o
畠
一
〇
。
奮
一
9
賃
8
9
葺
。
ヨ
巴
麗
℃
①
量
：
＞
往
。
畠
↓
聾
g
ξ
浮
。
o
o
お
『
①
㎝
・
。
一
8
巴
ω
梓
。
。
一
9
8
房
．
．
一
鶏
。
。
ぎ
切
。
昌
量
3

　
9
～
こ
や
8
。

（
5
2
）
　
N
T
B
の
撒
廃
、
低
減
等
に
関
す
る
交
渉
は
事
前
に
下
院
歳
入
委
員
会
、
上
院
財
政
委
員
会
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
七
四
年
通
商
法
は
、

　
大
統
領
が
五
名
の
議
員
を
通
商
協
定
に
関
す
る
国
際
的
な
会
議
、
交
渉
等
に
臨
む
米
国
代
表
団
の
正
式
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
信
任
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
こ
と
、
S
T
R
代
表
は
こ
れ
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
対
し
て
交
渉
の
進
捗
状
況
や
、
交
渉
の
結
果
要
求
さ
れ
る
国
内
法
の
改
正
点
な
ど
に
つ

　
い
て
最
新
の
情
報
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
際
交
渉
に
よ
っ
て
ま
と
ま
っ
た
協
定
は
以
下
の
手
続
き
を
経
て
は
じ
め

　
て
米
国
に
お
い
て
効
力
を
発
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
e
大
統
領
が
当
該
協
定
を
締
結
す
る
旨
を
締
結
日
の
少
な
く
と
も
九
〇
日
前
に
議
会
に
通
告

　
し
、
そ
の
後
す
み
や
か
に
官
報
に
も
公
告
す
る
こ
と
、
⇔
締
結
後
、
大
統
領
が
協
定
の
写
し
と
と
も
に
①
国
内
実
施
法
案
、
行
政
措
置
の
案
、
②
協
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定
が
米
国
の
利
益
に
資
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
文
書
、
お
よ
ぴ
前
記
①
が
必
要
な
理
由
書
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
、
国
内
実
施
法
案
が
成
立
す
る

　
こ
と
〔
以
上
は
七
四
年
通
商
法
第
一
編
第
五
章
、
六
章
に
規
定
さ
れ
て
い
る
〕
。
日
本
経
済
新
聞
社
編
『
新
通
商
法
と
国
際
貿
易
』
一
九
七
五
年
、

　
四
一
－
四
二
頁
を
み
よ
。
以
下
の
論
稿
は
、
七
四
年
通
商
法
の
定
め
に
各
種
の
手
続
き
（
冥
0
8
魯
冨
）
が
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
代
表
の
政
治
的
技
量
、
反

　
対
勢
力
に
対
す
る
行
政
府
の
懐
柔
策
と
と
も
に
東
京
ラ
ウ
ン
ド
を
成
功
に
導
い
た
と
分
析
し
て
い
る
。
一
■
罫
U
。
監
。
茜
呂
↓
ぎ
日
塁
閃
■
O
田
訂
ヨ

　
．
．
q
三
酔
a
ω
＄
器
㎝
0
8
鴨
。
。
。
田
印
p
α
9
0
↓
o
ξ
o
男
o
…
負
び
①
器
0
3
0
剛
卑
ω
8
8
。
。
㎝
o
り
8
曙
．
．
円
壽
ミ
ミ
ミ
閏
8
§
ミ
黛
甘
器
む
o
。
O
も
℃
・
軌
㌣
刈
9

　
た
し
か
に
こ
の
指
摘
は
マ
ク
・
次
元
で
の
説
明
と
し
て
正
し
い
が
、
同
時
に
、
七
四
年
通
商
法
の
諸
規
定
が
、
鉄
鋼
業
界
の
政
治
的
要
求
に
は
ず
み

　
を
与
え
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
当
時
の
状
況
が
、
マ
ク
・
な
目
標
を
実
現
（
M
T
N
の
成
功
）
さ
せ
る
た
め
に
は
、
か
な
り
の
譲
歩
を
個

　
別
レ
ベ
ル
で
は
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
鉄
鋼
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
う
二
と
で
あ
る
。

（
5
3
）
　
窪
9
艶
国
o
色
P
魯
藁
欺
ヤ
や
呂
P
、
、
ω
δ
巴
9
8
岳
即
o
≦
留
ω
・
－
．
、
等
§
」
寒
0
9
0
げ
q
田
》
這
N
o
。
’
℃
℃
壁
＆
ム
y
『
通
商
弘
報
』
、

　
九
月
一
二
日
。
『
鉄
鋼
年
鑑
』
昭
和
五
三
年
版
表
1
5
（
州
議
会
に
お
け
る
バ
イ
・
ア
メ
リ
カ
ン
法
）
を
参
照
の
こ
と
（
一
一
二
二
頁
）
。

（
5
4
）
　
．
．
ω
8
0
一
〇
程
鶏
ω
o
。
。
言
0
9
α
q
『
Φ
ω
。
・
…
．
．
ミ
災
ミ
、
機
＆
§
き
鱗
O
o
8
げ
R
一
〇
N
o
o
”
や
ω
一
。

（
5
5
）
　
九
月
二
〇
日
の
公
聴
会
で
は
カ
ー
ト
・
オ
ー
バ
ン
が
米
国
輸
入
鉄
鋼
協
会
（
A
I
I
S
）
を
代
表
し
て
証
言
し
て
い
る
が
（
彼
は
次
期
会
長
に

　
就
任
予
定
）
、
出
席
者
か
ら
支
持
を
得
た
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
マ
ス
コ
ミ
を
と
お
し
て
の
活
動
や
、
議
会
へ
の
働
き
か
け
を
と
お
し
て

　
の
積
極
的
な
「
動
員
・
組
織
化
」
も
な
か
っ
た
。
ま
た
鉄
鋼
流
通
協
会
（
A
S
D
）
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
一
ω
一
ρ
噛
ミ
ミ
む
§
R
ざ
唐
ミ
b
g
o
σ
R

　
♪
6
N
V
〔
九
月
二
九
、
三
〇
日
、
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
A
S
D
会
議
報
告
を
所
収
〕
を
み
よ
。

174

W
　
ト
リ
ガ
ー
価
格
制
度

　
十
二
月
六
日
、
ソ
・
モ
ン
財
務
次
官
を
長
と
す
る
鉄
鋼
問
題
特
別
作
業
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
ソ
ロ
モ
ン
委
員
会
）
は
、
カ
ー
タ
i
大
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

領
に
鉄
鋼
業
救
済
策
を
勧
告
し
た
。
「
鉄
鋼
業
の
た
め
の
包
括
的
プ
・
グ
ラ
ム
」
と
題
す
る
こ
の
報
告
書
（
以
下
、
ソ
・
モ
ン
．
レ
ポ
ー

ト
）
の
目
玉
が
ト
リ
ガ
ー
価
楕
制
度
（
T
P
M
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
急
を
告
げ
た
鉄
鋼
問
題
も
ひ
と
ま
ず
沈
静
化
に
む
か
っ
た



保護貿易の政治学（H）

の
で
あ
る
。

　
T
P
M
の
目
的
は
、
世
界
で
も
っ
と
も
効
率
的
な
日
本
の
生
産
コ
ス
ト
を
ダ
ン
ピ
ン
グ
調
査
の
価
格
基
準
（
引
き
金
“
ト
リ
ガ
i
）
に

設
定
し
、
こ
れ
を
下
回
る
輸
入
へ
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
手
続
き
の
迅
速
化
を
図
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
一
九
六
八
年
の
輸
入
規
制
第
一
波
で
は
O
M
A
と
い
う
数
量
的
ア
プ
・
i
チ
が
選
択
さ
れ
た
が
、
今
回
は
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
手
続
き
と
い

う
枠
内
で
、
一
種
の
価
格
ア
プ
・
ー
チ
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
T
P
M
が
い
か
な
る
政
治
的
構
図
の
も
と
で
、
い
か
な

る
政
治
的
効
果
を
期
待
さ
れ
つ
つ
、
選
択
さ
れ
た
か
を
さ
ぐ
る
。

　
政
治
的
解
と
し
て
の
T
P
M
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
設
間
が
ま
ず
な
さ
れ
よ
う
。
第
一
に
、
T
P
M
は
「
財
務
長
官
に
対
し
反
ダ
ン
ピ

ン
グ
調
査
を
み
ず
か
ら
開
始
す
る
た
め
の
根
拠
を
与
え
る
だ
け
が
目
的
で
あ
っ
て
”
最
低
価
格
”
制
度
で
は
な
い
」
と
い
う
点
に
関
連
す

る
。
な
ぜ
施
策
の
中
核
に
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
手
続
き
の
迅
速
化
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
が
、
価
格
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
か
な

る
関
係
に
あ
る
の
か
。

　
第
二
に
、
T
P
M
の
成
功
は
米
国
と
外
国
の
メ
ー
カ
ー
が
と
も
に
満
足
す
る
よ
う
な
均
衡
点
が
み
い
だ
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て

い
る
が
、
そ
の
均
衡
点
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
意
味
す
る
の
か
。
ま
た
、
ど
れ
ほ
ど
安
定
的
で
あ
り
得
る
の
か
。

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
T
P
M
は
、
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
の
簡
略
適
用
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
か
ら
さ
ま
な
数
量
規
制
や
最

低
価
格
制
度
を
回
避
す
る
一
方
で
、
一
定
の
国
内
価
格
維
持
機
能
を
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
T
P
M
が
従
来
の
鉄
鋼
貿
易
の
流

れ
に
大
き
な
変
更
を
強
い
る
保
護
主
義
的
性
格
を
持
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
カ
ー
タ
ー
政
権
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
「
手
の
込
ん

だ
対
応
」
を
な
す
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

175

行
政
府
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初
期
対
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前
章
で
み
た
よ
う
に
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
鉄
鋼
問
題
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
争
点
に
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
政
治

化
の
構
図
は
、
行
政
府
に
対
す
る
議
会
か
ら
の
”
圧
力
”
で
あ
っ
た
。
こ
の
あ
と
に
く
る
も
の
は
、
行
政
府
の
対
応
の
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
実
際
、
行
政
府
に
は
「
な
に
も
し
な
い
」
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
の
余
地
は
な
か
っ
た
。
議
会
が
大
統
領
に
授
権
し
た
M
T
N
交
渉
権
限

は
五
年
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
二
年
半
以
上
経
過
し
て
い
た
。
し
か
も
、
M
T
N
に
は
多
く
の
解
決
す
ぺ
き
問
題
が
前
途
に
横
た
わ
っ
て

い
た
（
M
T
N
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
）
。

　
九
月
か
ら
十
月
始
め
に
か
け
て
の
行
政
府
側
の
基
本
姿
勢
は
、
こ
の
時
期
の
カ
ー
タ
i
大
統
領
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
代
表
な
ど
の
発
言
か
ら
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。
O
輸
入
は
鉄
鋼
業
の
か
か
え
る
問
題
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
ず
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
輸
入
問
題
を
位
置
づ

け
、
そ
の
対
策
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
⇔
そ
の
場
合
に
も
あ
く
ま
で
自
由
貿
易
の
原
則
を
つ
ら
ぬ
く
べ
き
で
あ
っ
て
数
量
規
制
に
は
消
極

的
で
あ
る
。
◎
た
だ
し
不
公
正
な
貿
易
競
争
は
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
は
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
等
の
既
存
の
法
律
の

運
用
・
施
行
を
厳
格
に
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
す
る
。
㈲
鉄
鋼
貿
易
を
め
ぐ
る
根
本
的
な
問
題
の
解
決
は
、
多
国
間
で
の
話
し
合
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
通
じ
て
今
後
見
い
出
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
視
点
は
し
か
し
、
行
政
府
の
一
般
的
姿
勢
の
次
元
で
あ
っ
て
具
体
的
な
政
策
対
応
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
九

月
二
〇
日
の
鉄
鋼
公
聴
会
で
ス
ト
ラ
ウ
ス
が
述
ぺ
た
よ
う
に
、
行
政
府
に
あ
る
の
は
、
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
等
の
通
商
関
連
法
規
の
厳
格
適

用
に
よ
っ
て
「
不
公
正
貿
易
」
に
対
処
す
る
、
と
い
う
漢
然
と
し
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
だ
け
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
議
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
休
会

終
了
ま
で
に
具
体
的
な
対
応
を
し
な
け
れ
ば
、
一
月
に
再
開
さ
れ
る
議
会
に
は
保
護
主
義
的
気
運
が
一
層
高
ま
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り

も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
「
年
末
ま
で
に
明
確
な
対
応
を
」
と
い
う
タ
イ
ム
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
行
政
府
は
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
か
く
し
て
、
カ
ー
タ
ー
政
権
は
政
策
対
応
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
九
月
二
九
日
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
記
者
会
見
の

席
上
、
ソ
・
モ
ン
財
務
次
官
を
貴
任
者
と
す
る
鉄
鋼
問
題
特
別
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
十
一
月
末
ま
で
に
報
告
書
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
に

176



し
た
と
述
べ
た
。
ま
た
大
統
領
は
こ
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
国
内
鉄
鋼
業
が
直
面
し
て
い
る
問
題
の
責
任
を
海
外
メ
ー
カ
…
に
の
み
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
、
輸
入
急
増
に
非
難
の
す
べ
て
を
む
け
る
つ
も
り
は
な
い
と
も
発
言
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
、
ソ
・

モ
ン
委
員
会
の
発
足
と
い
う
宥
和
的
姿
勢
を
示
す
一
方
で
、
建
て
前
と
し
て
の
自
由
貿
易
の
堅
持
と
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
と
い
う
政
治
課
題

に
忠
実
た
ら
ん
と
す
る
カ
ー
タ
ー
政
権
の
立
揚
を
み
て
と
れ
る
。

保護貿易の政治学（H）

　
さ
て
一
〇
月
中
旬
、
事
態
の
展
開
に
か
か
わ
る
重
要
な
出
来
事
が
生
ま
れ
る
。
二
一
一
日
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
た
業
界
、
労
組
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

議
会
等
の
代
表
者
と
の
会
合
で
あ
る
。
主
な
出
席
者
は
ブ
ル
メ
ン
ソ
ー
ル
財
務
長
官
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
代
表
、
ス
ピ
ァ
A
I
S
I
会
長
、
マ

ク
ブ
ラ
イ
ド
U
S
W
A
委
員
長
、
グ
レ
ン
上
院
議
員
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
．
ル
ー
ム
に
は
四
〇
余
名
が
出
席
、
四
時
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
が
、
大
統
領
自
身
は
最
後
の
四
五
分
間
出
席
、
鉄
鋼

輸
入
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
が
精
力
的
に
実
施
さ
れ
た
と
は

い
い
が
た
い
、
自
由
貿
易
は
公
平
な
貿
易
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
今
後
そ
の
適
用
を
強
化
し
た
い
と
発
言
し
た
。
ブ
ル
メ
ン
ソ

ー
ル
財
務
長
官
は
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
U
S
ス
チ
ー
ル
の
提
訴
に
つ
い
て
は
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
予
備
調
査
を
近
く
切
り
上
げ
、
こ

れ
を
受
理
し
て
正
式
調
査
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
六
ヵ
月
と
い
う
仮
決
定
の
期
間
も
法
の
枠
内
で
短
縮
し
、
決
定
を
急
ぐ
旨
明
ら
か
に

し
た
。

　
一
方
、
圧
力
を
か
け
る
側
で
あ
る
が
、
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
は
つ
ぎ
の
諸
点
を
含
む
政
策
を
大
統
領
に
勧
告
し
て
い
る
。
e
輸
入
規

制
、
⑭
工
揚
閉
鎖
が
お
き
た
地
域
へ
の
援
助
、
日
投
資
を
促
進
さ
せ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
・
1
を
増
加
さ
せ
る
税
制
上
の
措
置
、
㈲
工
場

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

近
代
化
に
対
す
る
援
助
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7

　
コ
ー
カ
ス
の
こ
の
提
案
が
輸
入
規
制
以
外
の
点
に
も
ふ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
ま
ず
注
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
大
枠
に
お
い
て
、
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ソ
・
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
の
勧
告
と
対
応
す
る
点
が
多
い
。
ま
た
、
、
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
や
近
代
化
投
資
へ
の
支
援
は
、
業
界
の
強
く
望

む
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
業
界
で
あ
る
。
ス
ピ
ア
会
長
は
、
U
S
ス
チ
ー
ル
社
が
日
本
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
の
と
同
様
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
を
E
C
に

対
し
て
も
準
備
中
で
あ
る
と
発
言
し
て
い
る
。
ス
ピ
ァ
会
長
は
ま
た
、
輸
出
自
主
規
制
や
O
M
A
を
政
府
に
要
求
し
な
い
旨
の
発
言
を
会

談
後
の
記
者
会
見
で
お
こ
な
い
、
政
府
の
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
の
厳
格
適
用
策
を
支
持
す
る
と
発
言
し
て
も
い
る
。
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
（
U
S

W
A
）
は
と
い
え
ば
、
法
的
ア
プ
・
ー
チ
の
強
化
に
異
論
は
な
い
が
、
工
場
閉
鎖
や
レ
イ
オ
フ
を
．
一
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
数
量

規
制
が
い
ま
も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
る
点
を
強
調
し
た
。

　
ス
ピ
ア
会
長
の
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
ア
プ
ロ
ー
チ
支
持
の
発
言
は
、
そ
れ
ま
で
の
業
界
の
主
張
と
は
違
っ
て
い
た
。
業
界
は
現
行
の
法
的

救
済
手
続
き
に
は
効
果
が
期
待
さ
れ
な
い
と
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
態
度
変
更
は
緊
急
策
と
し
て
量
的
規
制
を
主
張
し
て
き
た
鉄
鋼
関

連
議
員
を
驚
か
せ
た
が
、
議
員
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
ス
ピ
ア
会
長
は
、
第
一
歩
が
法
的
ア
プ
・
i
チ
で
あ
り
、
そ
れ
が
不
調
に
終
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

当
然
量
的
規
制
を
要
求
す
る
と
後
日
（
十
月
二
〇
日
記
者
会
見
）
弁
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
足
並
み
の
乱
れ
は
、
業
界
が
行
政
府
へ
の
圧
力
と
し
て
議
員
に
求
め
た
こ
と
と
、
業
界
が
政
府
か
ら
引
き
出
そ
う
と
し
た
ア
一
と
と

は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
業
界
に
と
っ
て
、
競
争
力
回
復
の
た
め
に
必
要
な
．
｝
と
は
生
産
量
そ
の
も
の
よ

り
も
、
年
年
上
昇
す
る
生
産
コ
ス
ト
を
カ
バ
ー
で
き
る
価
格
の
実
現
で
あ
っ
た
。
厳
格
な
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
国
内
価
格
支
持
を
保
証

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
反
対
す
る
理
由
な
ど
な
か
っ
た
。
問
題
は
、
行
政
府
が
真
剣
に
コ
、
・
・
ッ
ト
す
る
か
否
か
で
あ
り
、
業
界
が
最

も
危
惧
す
る
点
で
あ
っ
た
。

　
実
際
こ
の
時
期
、
行
政
府
の
”
真
剣
な
対
応
”
を
示
す
徴
候
を
業
界
は
感
知
し
て
い
た
。
九
月
二
九
日
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
ソ
・
モ

ン
財
務
次
官
を
長
と
す
る
鉄
鋼
特
別
委
員
会
の
設
置
を
発
表
し
た
が
、
財
務
次
官
が
責
任
者
に
な
っ
た
こ
と
は
、
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
を
所
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管
す
る
の
が
財
務
省
で
あ
り
、
同
法
の
厳
格
運
用
を
行
政
府
が
意
図
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
た
。

　
第
二
に
、
二
月
に
ギ
ル
モ
ァ
．
ス
チ
ー
ル
社
が
お
こ
な
っ
た
対
日
提
訴
（
日
本
か
ら
の
厚
板
が
西
海
岸
地
域
で
コ
ス
ト
以
下
の
価
格
で

売
ら
れ
て
い
る
と
の
申
し
立
て
）
に
対
し
、
財
務
省
は
十
月
三
日
、
「
公
正
価
額
」
を
平
均
三
二
％
下
回
る
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
る
と

い
う
仮
決
定
を
下
し
、
関
税
評
価
を
六
ヵ
月
間
差
し
止
め
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
業
界
は
こ
の
決
定
が
、
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
の
適
用
に
行

政
府
が
前
向
き
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
判
断
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
過
と
十
三
日
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
会
議
で
の
大
統
領
、
財
務
長
官
の
姿
勢
を
重
ね
合
わ
せ
た
う
え
で
、
ス
ピ
ァ
会
長
は

法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
支
持
の
発
言
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
業
界
は
カ
ー
タ
ー
政
権
の
”
熱
意
”
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
信
じ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
が
、
ひ
と
ま
ず
そ
れ
を
容
れ
て
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
戦
術
を
と
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
会
議
の
四
日
後
、
ベ
ス
レ
ヘ
ム
、
ア
ー
ム
コ
そ
の
他
中
小
メ
ー
カ
ー
三
社
は
日
本
と
イ
ン
ド
の
メ
ー
カ
ー
を
相
手
ど

り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
強
用
に
使
う
線
材
二
次
製
品
P
C
鋼
撚
線
を
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
違
反
と
し
て
提
訴
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
三
日
後
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
．
ス
チ
ー
ル
社
は
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
西
独
か
ら
の
冷
延
薄
板
と
亜
鉛
鉄
板
お
よ
び
英
国
か

ら
の
冷
延
薄
板
に
つ
い
て
提
訴
に
踏
み
切
っ
た
（
一
連
の
提
訴
の
概
要
に
つ
い
て
は
表
9
を
参
照
）
。

保護貿易の政治学、（H）

　
ニ
　
ダ
ン
ピ
ン
ゲ
判
定
基
準
と
し
て
の
「
コ
ス
ト
割
れ
」
輸
出

　
．
一
の
よ
う
に
、
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
に
し
た
法
的
対
応
が
大
き
な
争
点
と
し
て
浮
上
し
は
じ
め
た
。
こ
こ
で
い
う
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法

と
は
、
七
四
年
通
商
法
で
一
部
改
正
さ
れ
た
一
九
二
一
年
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
で
あ
る
が
、
以
下
は
そ
の
調
査
手
続
き
の
概
要
で
転
琵
。

0
　
財
務
省
は
提
訴
が
行
な
わ
れ
て
か
ら
三
〇
日
以
内
に
予
備
調
査
を
行
な
っ
て
正
式
調
査
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
。

◎
　
財
務
省
は
そ
の
後
六
ヵ
月
、
揚
合
に
よ
っ
て
は
九
ヵ
月
以
内
に
調
査
を
行
っ
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
有
無
、
す
な
わ
ち
「
公
正
価
額
以
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寸
一
　
鼠
応
齢
誕
　
騨
母
駅
毒
紳
長
灘
1

表9法的提訴の動き（1977年）

提訴　日 提訴者 対象　国 提訴内容 根拠法
1月19日

2月　1日

2月28日

9月9日

9月20日

9月27日

10月17日

10月20日

公正貿易労使協議会

（LMC二西岸平電炉

メーカー約40社と

USW）
財務省

オレゴンスチール
（ギルモアスチーノレ

の一部門）

ジ日一ジタウンスチ

ーノレ

USスチール

プロデリックバスコ

ムァンドワイヤーロ

ープ

ペスレヘムスチール，

アームコスチーノレな

ど計5社

ナシ日ナノレスチーノレ

日本

本
本

日
　
日

フランス

日本

韓国

日本　インド

ペルギー，イタ

リア，フランス，

オランダ，西独，

日本鉄鋼業は政府統制

のもとで西岸市場の支

配を意図している。

ステンレス溶接鋼管

願

低炭素線材

形鋼，厚板，熱延薄板，

冷延薄板，溶接鋼管

ワイヤーロープ

PC鋼撚線

冷延薄板，亜鉛鉄板

関税法332条

アンチダピン

ング法

　　〃

〃

〃

O
o
o
一



一
一
血
N
一
国

這
漉
頓
田

穐
－
ト
ロ
X
虫
ー
、
ざ

λ
メ
マ
♪
ト
メ
虫
ー
、
マ

錯
碑
理
o
o
洋

ヨ
ー
ト
日
X
平
ー
、
マ

滑
圃

妊
斗
随
。

懸
圃

智

面
粛
闇
駅
逡
賜
毎
灘
一

避
一
漁
蕊
恥
翼
　
q
眠
ぐ
ー

ロ
v
γ
．

勢ヤ

田
卦
繋
憩
馨
圧
諮
Φ
輝
掌
り
『
購
箏
槻
嚇
o
佃
自
卑
識
』
一
〇
〇
〇
い
笹
り
一
ま
1
鴇
悶
－
幣
逡
醤
酪
一
鴇
禽
弼
’
8
0
0
1
℃
凋
旨
）
寄
浬
。

保護貿易の政治学（H）

　
　
下
」
（
い
。
の
ω
目
び
塁
閏
巴
『
く
巴
需
）
で
あ
る
か
否
か
を
仮
決
定
す
る
。
ク
・
の
仮
決
定
が
下
さ
れ
た
揚
合
は
関
税
評
価
が
差
止
め
ら

　
　
れ
る
。
そ
し
て
関
税
評
価
差
止
め
以
降
の
通
関
に
つ
い
て
は
特
別
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
を
支
払
う
た
め
の
保
証
金
と
し
て
義
務
づ
け
ら
れ

　
　
て
い
る
ボ
ン
ド
を
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
財
務
省
は
そ
の
後
三
ヵ
月
以
内
に
聴
聞
会
を
開
催
し
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
有
無
の
最
終
決
定
を
下
す
。
そ
し
て
ク
ロ
の
揚
合
は
同
時
に

　
　
I
T
C
（
国
際
貿
易
委
員
会
）
に
通
達
す
る
。

㈲
　
I
T
C
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
る
国
内
産
業
へ
の
被
害
の
有
無
に
つ
い
て
調
査
を
直
ち
に
開
始
し
、
聴
聞
会
を
開
催
、
三
ヵ
月
以
内

　
　
に
認
定
を
下
す
。

㊨
被
害
あ
り
と
の
I
T
C
の
認
定
が
下
さ
れ
れ
ぱ
、
財
務
省
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
裁
定
を
行
い
、
特
別
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
の
賦
課
が
実
施
さ

　
　
れ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
で
一
番
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
判
定
基
準
で
あ
る
。
す
で
に
ふ
れ
た
ギ
ル
モ
ア
・

ス
チ
ー
ル
、
U
S
ス
チ
ー
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
チ
ー
ル
各
社
に
よ
る
提
訴
は
輸
出
国
の
国
内
価
格
と
比
較
し
て
の
「
安
売
り
」
で
は
な
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く
「
生
産
原
価
割
れ
」
の
輸
出
価
格
で
あ
る
と
の
申
し
立
て
に
よ
る
。
だ
が
、
こ
の
生
産
原
価
（
O
。
の
什
。
暁
噂
弓
。
α
q
。
ユ
。
昌
）
と
い
う
．
｝
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
レ

が
、
重
要
な
間
題
点
を
含
ん
で
い
る
。

　
第
一
に
、
七
四
年
通
商
法
に
よ
っ
て
組
み
込
ま
れ
た
こ
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
判
定
基
準
は
、
「
輸
出
価
格
が
国
内
価
格
ま
た
は
第
三
国
む
け

輸
出
価
格
を
明
ら
か
に
下
回
る
」
と
い
う
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
国
際
通
念
に
は
慣
じ
ま
な
い
。

　
G
A
T
T
が
一
九
六
七
年
に
採
択
し
た
国
際
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
・
コ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
認
定
の
基
準
は
第
一
に
国
内
価
格
、
そ
し
て
な
ん

ら
か
の
事
情
で
そ
れ
が
不
可
能
な
揚
合
は
第
三
国
む
け
の
輸
出
価
格
を
使
用
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
使
用
で
き
な
い

揚
合
は
、
原
産
国
に
お
け
る
生
産
原
価
に
合
理
的
な
額
の
管
理
費
、
販
売
費
な
ら
び
に
そ
の
他
の
費
用
、
利
潤
を
加
え
た
額
を
用
い
る
こ

と
も
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
国
内
価
格
が
生
産
コ
ス
ト
を
下
回
る
揚
合
な
ど
の
規
定
は
な
い
。

　
第
二
は
、
企
業
に
生
産
原
価
に
関
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
揚
合
に
は
財
務
省
が
構
成
価
額
（
。
。
づ
．
砕
．
信
。
二
く
。

轟
一
8
）
を
独
自
に
算
出
し
て
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
判
定
基
準
に
採
用
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
だ
が
、
コ
ス
ト
の
提
示
を
企
業
に
求
め
る
．
】

と
は
原
価
公
開
の
思
想
に
つ
な
が
る
。
実
際
、
コ
ス
ト
の
秘
密
は
、
企
業
競
争
の
核
心
で
あ
り
、
日
本
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
の
産
業
界

も
原
価
公
開
は
自
由
企
業
体
制
の
理
念
に
反
す
る
と
し
て
強
く
反
対
し
て
い
る
。
し
か
し
コ
ス
ト
割
れ
の
申
し
立
て
が
お
こ
な
わ
れ
る
と

財
務
省
は
外
国
メ
ー
カ
ー
に
そ
の
提
出
を
求
め
る
わ
け
で
あ
り
、
外
交
問
題
を
招
く
こ
と
も
十
分
あ
り
得
た
。
実
際
、
ギ
ル
モ
ァ
．
ケ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
を

ス
に
関
し
て
、
デ
ー
タ
提
出
に
か
ら
む
日
米
対
立
が
七
七
年
夏
に
発
生
し
て
い
た
。

　
第
三
は
、
財
務
省
が
お
こ
な
う
構
成
価
額
の
算
定
方
式
が
実
態
と
か
け
離
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
規
定
に
よ
れ
ば
、
一
般
経
費
は
直
接

コ
ス
ト
（
原
材
料
・
労
賃
、
生
産
費
）
の
一
〇
％
以
上
、
利
潤
は
直
接
コ
ス
ト
と
一
般
経
費
の
合
計
額
の
八
％
以
上
と
さ
れ
る
。

　
し
か
し
つ
ぎ
の
よ
う
な
批
判
が
あ
り
え
る
。
す
な
わ
ち
、
鉄
鋼
業
は
量
産
産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
国
で
も
製
品
単
位
あ
た
り
の

利
潤
は
他
の
産
業
に
比
較
し
て
低
い
の
が
通
例
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
大
手
八
社
の
平
均
売
り
上
げ
育
同
純
利
益
率
は
七
二
年
が
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三
．
四
％
、
七
三
年
が
四
・
七
％
、
七
四
年
が
六
・
六
％
、
七
五
年
が
四
・
九
％
で
あ
る
。
例
外
的
な
好
況
を
業
界
が
享
受
し
た
七
四
年

の
利
益
率
さ
え
八
％
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
し
か
も
、
G
A
T
T
の
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
・
コ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
国
内
価
格
ま
た
は
第
三
国
む
け
輸
出
価
格
に
よ
ら
な
い
第
三
の
判
定
基

準
を
用
い
る
揚
合
で
も
「
利
潤
と
し
て
の
付
加
額
は
、
原
則
と
し
て
原
産
国
の
国
内
市
場
に
お
い
て
同
一
の
部
類
に
属
す
る
産
品
の
販
売

に
よ
っ
て
通
常
得
ら
れ
る
利
潤
を
越
え
な
い
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
対
日
関
係
で
い
う
な
ら
ば
、
日
本
の
利
益
率
は

さ
き
に
挙
げ
た
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
よ
り
一
般
的
に
低
い
こ
と
か
ら
、
日
本
の
実
情
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
批
判
が
日
本
側
か
ら
出
さ
れ
る
。

事
実
、
ギ
ル
モ
ァ
・
ケ
ー
ス
に
対
す
る
財
務
省
の
仮
決
定
（
十
月
三
日
）
を
契
機
に
、
日
本
政
府
は
G
A
T
T
の
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
委
員
会

に
間
題
提
起
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
十
月
二
五
日
）
。

保護貿易の政治学（H）

　
三
ダ
ン
ピ
ン
ゲ
提
訴
ラ
ッ
シ
ュ
と
行
政
府

　
行
政
府
の
奨
励
…
間
接
的
で
は
あ
る
が
ー
に
う
な
が
さ
れ
て
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
さ
き

に
述
べ
た
』
生
産
コ
ス
ト
割
れ
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ソ
・
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
発
表
の
時
点
で
、
一
九
件
が
財
務
省
に
持
ち
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ま
れ
、
調
査
中
で
あ
っ
た
。
単
一
の
業
界
か
ら
短
期
間
に
こ
れ
ほ
ど
提
訴
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
か
つ
て
な
か
っ
た
。

　
だ
が
、
提
訴
ラ
ッ
シ
ュ
の
な
か
で
、
行
政
府
は
早
く
も
大
き
な
壁
に
つ
き
あ
た
る
。
ナ
シ
・
ナ
ル
・
ス
チ
ー
ル
な
ど
が
E
C
メ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

の
提
訴
に
踏
み
切
る
時
、
厳
格
な
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
の
適
用
は
外
交
的
リ
ス
ク
が
大
き
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

　
一
〇
月
七
日
、
大
統
領
に
提
出
さ
れ
た
賃
金
物
価
安
定
委
員
会
（
C
O
W
P
S
）
鉄
鋼
レ
ポ
ー
ト
は
、
日
本
の
製
鋼
ミ
ル
は
ア
メ
リ
カ

に
比
ぺ
て
生
産
コ
ス
ト
が
一
五
～
二
〇
％
少
な
く
、
欧
州
ミ
ル
は
米
国
並
み
で
あ
る
こ
と
、
日
本
の
鋼
材
平
均
販
売
価
格
は
フ
レ
ー
ト
、

関
税
を
考
慮
し
て
も
米
国
ミ
ル
よ
り
五
％
安
値
で
売
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
欧
州
の
揚
合
は
米
国
ミ
ル
よ
り
も
高
く
な
る
と
指
摘
し
て
い
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（
1
3
）

た
。　

こ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。
も
し
「
コ
ス
ト
割
れ
」
基
準
が
厳
格
に
適
用
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
影
響
を
一
番
受
け

る
の
は
E
C
鉄
鋼
業
で
あ
っ
た
。
E
C
の
対
米
輸
出
は
大
幅
に
減
少
し
、
事
事
上
、
禁
輸
措
置
に
も
等
し
い
こ
と
が
判
っ
た
。

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
外
国
鉄
鋼
業
に
つ
い
て
の
知
識
が
浅
い
ス
タ
ッ
フ
が
短
期
間
に
作
製
し
た
わ
り
に
は
よ
く
で
き
て
い
た
が
、
誤
り

　
　
　
　
　
（
1
4
）

も
か
な
り
あ
っ
た
。
日
本
の
技
術
や
設
備
の
質
を
過
少
評
価
し
、
前
年
度
の
歩
留
り
を
七
五
・
五
％
と
見
積
っ
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る

（
日
本
鉄
鋼
連
盟
の
調
査
に
よ
れ
ば
八
七
・
六
％
）
。

　
と
ま
れ
、
同
レ
ポ
ー
ト
は
日
米
間
の
コ
ス
ト
ギ
ャ
ッ
プ
を
過
少
評
価
し
た
結
果
、
間
接
的
な
が
ら
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
存
在
を
指
摘
し
て
い

た
。
だ
が
、
行
政
府
に
と
っ
て
看
過
し
え
な
か
っ
た
の
は
、
対
日
で
は
な
く
対
欧
関
係
で
あ
っ
た
。
も
し
、
E
C
鋼
材
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
あ

り
と
の
決
定
が
で
れ
ば
、
E
C
の
対
米
輸
出
は
事
実
上
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
ア
メ
リ
カ
が
重
大
な
関
心
を
持

つ
農
業
間
題
に
つ
い
て
、
E
C
か
ら
譲
歩
を
引
き
出
す
こ
と
を
難
し
く
す
る
。
農
業
問
題
で
E
C
か
ら
報
復
さ
れ
る
こ
と
は
、
な
ん
と
し

て
も
避
け
た
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
通
商
次
元
に
加
え
て
、
こ
の
時
期
、
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
が
勢
い
を
得
て
い
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
。
鉄
鋼
業

の
よ
う
に
政
治
的
組
織
化
の
進
ん
だ
基
幹
産
業
が
対
米
輸
出
の
機
会
を
失
え
ば
、
E
C
諸
国
の
政
治
に
不
安
定
要
素
を
加
え
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蔦
）

る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
こ
の
時
期
、
E
C
鉄
鋼
業
は
大
幅
な
過
剰
生
産
能
力
を
か
か
え
、
「
明
白
な
危
機
」
に
陥
っ
て
い
た
。

　
E
C
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
外
交
的
配
慮
に
加
え
て
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
ラ
ッ
シ
ュ
は
行
政
府
に
も
う
ひ
と
つ
別
の
問
題
を
気
づ
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

た
。
財
務
省
の
問
題
処
理
能
力
の
限
界
で
あ
る
。
ダ
ン
ピ
ン
グ
問
題
を
扱
う
部
局
の
ス
タ
ッ
フ
は
せ
い
ぜ
い
一
〇
名
程
度
で
あ
り
、
提
訴

ラ
ッ
シ
ュ
が
続
け
ば
と
て
も
対
応
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
も
し
そ
の
よ
う
な
事
態
が
起
き
れ
ば
、
業
界
の
批
判
に
油
を
注
ぐ
こ

と
に
な
る
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
妙
案
と
思
え
た
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
の
厳
格
適
用
も
、
現
実
的
な
解
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
だ
が
、
さ

き
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
会
議
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
大
統
領
自
身
、
す
で
に
大
き
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
お
り
、
な
に
も
し
な
い
で
は
到

底
許
さ
れ
る
情
況
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
環
境
の
な
か
で
、
ソ
・
モ
ン
委
員
会
は
十
一
月
末
ま
で
に
即
効
性
を
備
え
た
対

応
策
を
提
出
す
る
よ
う
、
大
統
領
か
ら
指
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

保護貿易の政治学（H）

　
四
　
ソ
ロ
モ
ン
委
員
会
の
設
置

　
行
政
府
内
に
鉄
鋼
問
題
協
議
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
た
の
は
七
六
年
一
月
、
つ
ま
り
、
今
回
の
鉄
鋼
危
機
の
一
年
半
以
上
ま
え

の
こ
と
で
あ
る
。
S
T
R
、
財
務
省
、
商
務
省
、
国
務
省
の
実
務
者
レ
ベ
ル
に
よ
る
こ
の
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
集
ま
り
の
目
的
は
、
M
T
N
へ

の
支
持
を
鉄
鋼
業
界
か
ら
と
り
つ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
貿
易
政
策
ス
タ
ッ
フ
委
員
会
（
厚
呂
①
勺
9
曙
鶉
践
9
日
日
一
詳
8
）
か
ら
派
生

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
委
員
会
と
そ
の
上
部
二
機
関
、
つ
ま
り
準
閣
僚
レ
ベ
ル
の
貿
易
政
策
レ
ヴ
ュ
i
・
グ
ル
ー
プ
（
↓
H
器
。
℃
象
q

閑
。
＜
一
。
毛
0
3
琶
）
と
閣
僚
レ
ベ
ル
の
貿
易
政
策
委
員
会
（
ギ
＆
①
℃
9
β
9
ヨ
ヨ
葺
①
。
）
は
、
七
四
年
通
商
法
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ぺ
て
の
行
政
府
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
責
任
を
負
う
組
織
で
あ
っ
た
。

　
鉄
鋼
グ
ル
ー
プ
の
中
心
は
、
M
T
N
関
連
の
問
題
を
取
り
扱
う
と
い
う
こ
と
か
ら
S
T
R
代
表
補
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
イ
ム
リ
ッ
ク
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

国
務
省
次
官
補
の
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
バ
ラ
ク
ラ
フ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
鉄
鋼
問
題
が
国
内
政
治
化
の
様
相
を
呈
し
始
め
る
と
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
活
動
範
囲
で
は
す
ま
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
、
国
内
対
策
を
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
検
討
さ
せ
る
か
、
そ
れ
と
も
別
の

グ
ル
ー
プ
に
さ
せ
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
。

　
結
局
、
大
統
領
は
、
自
分
の
強
い
決
意
を
印
象
づ
け
る
た
め
に
も
、
後
者
の
道
を
選
ん
だ
。
こ
れ
が
ソ
・
モ
ン
委
員
会
で
あ
る
。
九
月
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二
九
日
の
記
者
会
見
で
大
統
領
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

　
　
（
こ
の
新
し
い
鉄
鋼
グ
ル
ー
プ
は
）
鉄
鋼
間
題
に
精
通
し
て
い
る
ソ
ロ
モ
ン
財
務
次
官
に
率
い
ら
れ
て
お
り
、
か
れ
は
ス
ト
ラ
ウ
ス

　
　
S
T
R
代
表
、
シ
ュ
ル
ツ
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
委
員
長
、
マ
ー
シ
ャ
ル
労
働
長
官
、
ク
レ
プ
ス
商
務
長
宮
と
協
議
に
入
っ
て
い

　
　
牽

　
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
表
面
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ソ
・
モ
ン
委
員
会
は
、
ハ
イ
ム
リ
ッ
ク
S
T
R
代
表
補
の
協
力
を
得
て
、
ソ
ロ
モ
ン

次
官
を
中
心
に
運
営
さ
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
ソ
・
モ
ン
が
選
ぱ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
内
政
治
化
さ
れ
た
と
は
い
え
、
問
題
の
核
心
部

に
は
対
日
欧
通
商
関
係
が
あ
り
、
ま
た
M
T
N
が
陰
に
陽
に
か
か
わ
っ
て
も
い
た
。
こ
の
意
味
で
ス
ト
ラ
ウ
ス
代
表
が
積
極
的
な
役
目
を

は
た
す
こ
と
も
あ
り
得
た
。
ま
し
て
、
か
れ
は
カ
ー
タ
ー
政
権
内
の
実
力
者
で
あ
り
、
大
統
領
か
ら
個
人
的
信
頼
を
得
て
い
た
人
物
で
あ

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
こ
の
間
題
を
考
え
る
に
は
組
織
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
次
元
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、

財
務
省
が
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
を
所
管
す
る
行
政
官
庁
で
あ
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
財
務
省
は
当
該
商
品
が
公

正
価
額
未
満
で
輸
入
さ
れ
た
か
否
か
を
調
査
、
判
定
す
る
立
揚
に
あ
っ
た
。
ま
た
I
T
C
が
国
内
産
業
被
害
に
肯
定
的
判
断
を
下
す
と
、

財
務
長
官
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
最
終
判
断
さ
れ
た
こ
と
を
官
報
に
公
告
し
、
関
税
局
を
通
じ
て
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
を
査
定
、
徴
集
す
る
立
揚

に
あ
っ
た
。
行
政
府
内
に
、
不
公
正
貿
易
へ
の
対
応
に
は
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
手
続
き
を
中
心
と
し
た
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
適
当
と
の
基
本
的

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
た
以
上
、
財
務
省
が
第
一
の
部
局
と
考
え
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
次
元
で
あ
る
。
ま
ず
、
ソ
・
モ
ン
自
身
、
一
九
六
八
年
の
日
欧
に
よ
る
対
米
自
主
規
制
の
と
き
国
務
次
官

補
と
し
て
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鉄
鋼
問
題
に
詳
し
い
こ
と
に
加
え
て
、
国
際
貿
易
の
経
済
的
、
政
治
的
側
面
に

明
る
い
人
物
と
し
て
、
行
政
府
の
内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
。
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保護貿易の政治学（H）

　
ス
ト
ラ
ウ
ス
代
表
が
財
務
長
官
の
ブ
ル
メ
ン
ソ
ー
ル
と
不
仲
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
、
自
分
が
S
T
R
代
表

に
指
名
さ
れ
る
こ
と
に
反
対
し
た
ブ
ル
メ
ン
ソ
ー
ル
と
積
極
的
に
協
力
す
る
気
な
ど
な
か
っ
た
。

　
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
ま
た
、
鉄
鋼
問
題
の
前
に
、
日
本
と
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
O
M
A
交
渉
に
深
く
コ
、
・
・
ッ
ト
し
て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
政

治
的
に
複
雑
に
み
え
る
鉄
鋼
ま
で
手
を
伸
ば
す
積
極
的
な
理
由
は
な
か
っ
た
。
鉄
鋼
業
界
は
M
T
N
を
「
政
治
的
人
質
」
に
す
る
戦
術
を

と
っ
て
き
て
お
り
、
S
T
R
自
身
、
O
E
C
D
で
の
場
を
設
定
す
る
こ
と
で
こ
れ
に
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し
七
七
年
秋
の
問
題
は
、
多

国
間
協
議
の
推
進
と
い
っ
た
こ
と
で
は
対
応
で
き
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
即
効
性
の
あ
る
国
内
的
対
応
に
は
環
境
問
題
、
税
制
、
労
働

者
へ
の
援
助
な
ど
も
必
要
な
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
S
T
R
の
守
備
範
囲
で
は
な
か
っ
た
。

　
実
際
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
こ
の
時
期
、
M
T
N
の
間
題
で
手
一
杯
で
あ
っ
た
。
七
月
一
一
日
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
E
C
の
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
委

員
長
と
協
議
を
お
こ
な
い
、
翌
年
一
月
十
五
日
ま
で
の
具
体
的
交
渉
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
関
係
各
国
に
提
案
し
て
い
た
。
仮
に
、
ス
ト
ラ
ウ

ス
が
責
任
者
と
し
て
ま
と
め
た
鉄
鋼
救
済
策
が
業
界
や
議
会
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
揚
合
、
そ
の
影
響
は
M
T
N
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
は
必

至
で
あ
っ
た
。
M
T
N
と
当
面
の
鉄
鋼
救
済
策
と
を
ひ
と
ま
ず
切
り
離
す
こ
と
が
、
S
T
R
に
と
っ
て
も
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
個
人
に
と
っ
て

も
、
得
策
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
ソ
・
モ
ン
委
員
会
は
わ
ず
か
数
週
間
の
う
ち
に
一
連
の
鉄
鋼
政
策
を
大
統
領
に
勧
告
す
る
が
、
そ
の
際
の
政
策
パ
ラ
メ
ー
タ
i
u

政
策
決
定
の
識
闘
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。

e
　
高
揚
し
つ
つ
あ
る
保
護
主
義
的
気
運
に
対
処
す
る
た
め
に
は
大
胆
な
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑭
　
輸
入
問
題
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
い
領
域
を
カ
バ
ー
し
た
施
策
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
眼
目
は
近
代
化
促
進
の
た
め
の
投
資
を

　
刺
激
す
る
こ
と
に
あ
る
。

◎
　
し
か
し
、
輸
入
問
題
に
対
す
る
明
確
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
な
い
揚
合
、
他
の
政
策
勧
告
の
如
何
を
問
わ
ず
業
界
、
議
会
を
納
得
さ
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せ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
は
輸
入
対
策
が
も
っ
と
も
重
要
と
い
え
る
。

㈲
　
輸
入
対
策
と
し
て
数
量
規
制
そ
の
も
の
は
考
慮
し
な
い
。
米
国
市
揚
で
の
「
健
全
な
競
争
」
を
ゆ
が
め
る
よ
う
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

　
は
論
外
で
あ
る
。
「
不
公
正
な
競
争
」
を
防
止
す
る
と
い
う
大
義
名
分
と
ロ
ジ
ッ
ク
が
不
可
欠
で
あ
る
。

臼⇒

不
公
正
な
競
争
を
排
除
す
る
た
め
に
、
行
政
府
は
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
の
利
用
を
業
界
に
す
す
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
厳
格

　
な
適
用
は
、
と
り
わ
け
E
C
か
ら
の
輸
入
を
事
実
上
禁
止
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
無
理
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
に
対
し
て
は
、
そ

　
の
競
争
力
か
ら
い
っ
て
も
一
定
の
譲
歩
を
求
め
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
極
端
な
差
別
は
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

因
　
輸
入
対
策
は
業
界
の
収
益
改
善
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
イ
ン
フ
レ
抑
制
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
業
界
に

　
値
上
げ
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

㈹
　
「
不
公
正
な
競
争
」
の
排
除
と
国
内
価
格
支
持
の
両
機
能
を
、
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
の
枠
内
で
解
決
し
う
る
方
法
は
な
い
か
。

σ9

鉄
鋼
業
界
に
永
続
的
な
支
援
を
約
束
す
る
よ
う
な
政
策
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
政
府
介
入
と
い
う
こ

　
と
を
明
確
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。

188

五
　
ソ
ロ
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
、
T
P
M
の
概
要

さ
て
、
ソ
・
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
序
文
）

　
　
米
国
鉄
鋼
業
は
競
争
上
の
地
位
の
低
下
、
輸
入
品
の
進
出
、
収
益
の
大
幅
低
下
に
加
え
て
競
争
力
維
持
の
た
め
の
近
代
化
投
資
の

　
必
要
性
、
多
額
の
公
害
対
策
の
支
出
を
必
要
と
す
る
な
ど
、
深
刻
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

（
第
一
章
　
政
府
の
対
策
が
必
要
な
理
由
）



保護貿易の政治学（H）

　
　
米
国
内
最
大
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
鉄
鋼
業
の
生
産
力
が
大
幅
に
低
下
す
る
こ
と
は
米
国
経
済
の
将
来
を
危
く

　
し
、
雇
用
削
減
と
工
揚
閉
鎖
の
影
響
を
受
け
た
地
域
社
会
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
、
さ
ら
に
前
例
の
な
い
数
多
く
の
反
ダ
ン
ピ
ン

　
グ
提
訴
が
国
際
貿
易
関
係
を
脅
か
し
て
い
る
。

（
第
二
章
ア
メ
リ
力
政
府
の
目
標
）

　
　
政
府
は
、
鉄
鋼
業
救
済
の
た
め
の
政
策
と
産
業
問
題
に
於
け
る
政
府
関
与
の
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
下
記
の
目
標
を
設
定

　
し
た
。

　
e
鉄
鋼
業
の
効
率
を
促
し
、
公
正
な
競
争
が
行
え
る
よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
。

　
⑭
　
鉄
鋼
業
及
ぴ
労
働
者
双
方
に
と
っ
て
市
場
情
勢
に
適
応
す
る
た
め
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
対
し
援
助
す
る
こ
と
。

　
匂
　
税
金
・
投
資
・
財
政
上
の
適
切
な
援
助
を
通
じ
工
揚
設
備
の
近
代
化
に
対
し
効
果
的
な
刺
激
を
与
え
る
こ
と
。

　
㈲
　
米
国
市
場
に
於
け
る
健
全
な
競
争
を
阻
害
し
な
い
方
法
で
輸
入
品
に
よ
る
不
公
正
な
競
争
か
ら
の
救
済
を
促
進
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
鉄
鋼
業
の
た
め
の
包
括
的
な
政
策
決
定
に
際
し
、
政
府
は
O
O
鉄
鋼
業
界
の
決
定
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
を
避
け
る
、
③
イ

　
ン
フ
レ
を
刺
激
す
る
よ
う
な
対
策
を
と
る
こ
と
を
避
け
る
。

　
以
上
の
諸
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
鉄
鋼
業
界
、
労
働
者
、
政
府
の
一
致
協
力
し
た
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

（
第
三
章
　
鉄
鋼
業
の
た
め
の
政
策
プ
ロ
ゲ
ラ
ム
）

　
　
鉄
鋼
業
の
た
め
に
勧
告
す
る
政
策
は
、
以
下
の
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
で
き
よ
う
。

　
O
　
不
公
正
貿
易
慣
行
か
ら
の
救
済
l
T
P
M
の
導
入

　
◎
　
近
代
化
、
投
資
の
促
進
－
総
合
減
税
法
案
、
新
設
備
に
対
す
る
償
却
期
間
の
短
縮
（
一
八
年
↓
一
五
年
）
、
商
務
省
経
済
開

　
　
発
局
に
よ
る
中
小
メ
ー
カ
ー
む
け
産
業
融
資
保
証
の
拡
大
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匂
　
環
境
政
策
基
準
・
手
続
き
の
合
理
化
、
弾
力
的
運
用

　
　
㈲
　
失
業
対
策
・
地
域
社
会
対
策
－
調
整
援
助
の
実
施

　
　
国
　
そ
の
他
の
一
般
的
措
置
－
共
同
事
業
・
合
併
に
対
す
る
司
法
省
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
適
用
の
意
向
を
メ
ー
カ
ー
に
迅
速
に
通
知

　
　
　
す
る
。
研
究
開
発
に
対
す
る
連
邦
政
府
資
金
の
投
入
、
鉄
鋼
業
に
関
す
る
輸
送
体
系
の
能
率
改
善
・
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ

（
結
論
）

　
　
鉄
鋼
業
の
問
題
と
改
善
策
を
継
続
し
て
協
力
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
の
機
構
と
し
て
産
業
、
労
働
、
政
府
の
各
代

　
　
表
か
ら
な
る
三
者
委
員
会
の
設
立
を
勧
告
す
る
。

以
上
が
ソ
・
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
の
概
要
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
T
P
M
に
焦
点
を
あ
わ
せ
よ
う
。
T
P
M
の
中
心
を
な
す
ト
リ
ガ
ー
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

の
決
定
方
法
と
運
用
方
法
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
A
　
ト
リ
ガ
ー
価
格
の
決
定
方
法
〉

　
　
　
ト
リ
ガ
ー
価
格
は
、
財
務
省
が
下
記
の
ラ
イ
ン
で
決
定
す
る
。
ω
も
っ
と
も
効
率
的
な
輸
出
国
（
現
在
は
日
本
）
の
炭
素
鋼
お
よ

　
　
び
合
金
鋼
材
の
単
位
当
た
り
生
産
コ
ス
ト
を
、
入
手
可
能
な
最
善
の
証
拠
に
基
づ
い
て
そ
の
と
き
ど
き
の
価
格
と
為
替
レ
ー
ト
で
推

　
計
す
る
。
こ
う
し
た
証
拠
は
、
日
本
の
炭
素
鋼
大
手
メ
ー
カ
ー
が
定
期
的
に
作
成
す
る
財
務
諸
表
、
日
本
の
大
手
メ
ー
カ
ー
が
財
務

　
省
に
各
社
合
計
し
、
平
均
化
し
た
形
で
提
出
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
コ
ス
ト
資
料
の
ほ
か
、
日
本
の
鋼
材
生
産
に
使
わ
れ
た
労
務
費
、

　
原
材
料
費
お
よ
び
資
本
費
の
資
料
よ
り
な
る
。
算
出
さ
れ
る
「
生
産
コ
ス
ト
」
は
従
来
の
労
務
費
、
原
材
料
お
よ
び
直
接
経
費
な
ら

　
　
び
に
一
般
管
理
費
お
よ
び
資
本
費
を
含
む
も
の
と
す
る
。
＠
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
鋼
材
の
分
類
に
従
っ
て
品
種
の
グ
ル
ー
プ
を
設

　
け
る
。
の
生
産
コ
ス
ト
構
成
項
目
お
よ
び
通
貨
価
値
の
変
動
を
反
映
す
る
よ
う
に
四
半
期
ご
と
に
ト
リ
ガ
ー
価
格
の
調
整
が
行
わ
れ

　
　
る
。
◎
四
半
期
ご
と
の
調
整
の
際
に
、
各
鋼
材
の
ト
リ
ガ
ー
価
格
を
そ
の
鋼
材
の
総
生
産
コ
ス
ト
の
上
下
五
％
以
内
に
設
定
す
る
。
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こ
の
た
め
、
一
時
的
か
も
知
れ
な
い
生
産
コ
ス
ト
構
成
項
目
の
急
激
な
変
動
に
よ
っ
て
ト
リ
ガ
ー
価
格
は
影
響
さ
れ
な
い
。
㈹
ト
リ

　
　
ガ
ー
価
格
は
輸
入
品
の
原
産
地
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
輸
入
鋼
材
に
つ
い
て
同
一
と
し
、
C
I
F
価
格
べ
ー
ス
と
す
る
（
日

　
　
本
か
ら
の
米
国
内
主
要
輸
入
地
域
へ
の
輸
送
費
と
、
品
種
．
γ
）
と
の
保
険
料
が
生
産
コ
ス
ト
に
加
算
さ
れ
る
）
。
＠
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
は

　
　
輸
入
数
量
規
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
本
制
度
の
対
象
外
と
す
る
が
、
合
金
鋼
に
は
適
用
す
る
。
㈲
通
常
米
国
で
「
ス
チ
ー
ル
・

　
　
ミ
ル
・
プ
・
ダ
ク
ッ
」
と
従
来
か
ら
定
義
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
こ
の
制
度
の
対
象
と
す
る
。

．
〈
B
　
T
P
M
の
運
用
〉

　
　
　
④
税
関
が
本
制
度
を
運
用
す
る
た
め
特
別
作
業
班
を
設
置
す
る
。
⑬
輸
入
業
者
に
対
し
て
、
す
ぺ
て
の
輸
入
鋼
材
の
輸
入
に
際
し

　
　
て
新
た
に
、
「
鉄
鋼
特
別
税
関
イ
ン
ボ
イ
ス
」
を
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
。
こ
の
た
め
施
行
規
則
案
が
近
く
公
表
さ
れ
、
公

　
　
聴
会
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
に
は
鋼
材
の
表
示
、
当
該
輸
入
鋼
材
の
取
引
価
格
の
算
定
に
用
い
ら
れ
た
基
礎
価
格
お
よ

　
　
び
主
要
な
エ
キ
ス
ト
ラ
を
記
入
す
る
欄
が
設
け
ら
れ
る
。
㈲
前
記
イ
ン
ボ
イ
ス
に
記
載
さ
れ
た
総
価
格
と
ト
リ
ガ
ー
価
格
が
輸
入
港

　
　
で
比
較
さ
れ
、
ト
リ
ガ
i
価
格
を
下
回
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
情
報
は
直
ち
に
財
務
省
に
送
ら
れ
、
更
に
調
査
が
行
わ
れ
る
。
必
要
と

　
　
あ
ら
ぱ
数
週
間
以
内
に
正
式
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
調
査
が
開
始
さ
れ
る
。
の
従
来
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
調
査
（
複
雑
な
ケ
ー
ス
を
除
き
）
手
続

　
　
き
で
は
、
一
三
ヵ
月
余
の
期
間
を
要
し
た
が
、
こ
の
制
度
に
よ
り
六
〇
日
な
い
し
九
〇
日
以
内
に
短
縮
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
関
税

　
　
評
価
差
止
め
措
置
は
従
来
ど
お
り
「
仮
決
定
」
の
段
階
で
行
わ
れ
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
の
T
P
M
に
、
行
政
府
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
レ
ポ
ー
ト
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

　
　
　
（
2
3
）

述
ぺ
て
い
る
。

　
　
ト
リ
ガ
i
価
格
制
度
は
、
鉄
鋼
業
界
が
、
現
在
、
輸
入
鋼
材
の
「
公
正
価
額
」
以
下
で
の
販
売
で
こ
う
む
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
被

　
　
害
を
、
大
幅
に
除
去
す
る
結
果
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
れ
は
国
内
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が
新
た
な
ア
ン
チ
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
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訴
を
す
る
必
要
を
な
く
し
、
現
在
調
査
中
の
提
訴
案
件
の
迅
速
な
撤
回
を
促
進
す
る
は
ず
で
あ
る
。
財
務
省
は
省
内
の
人
手
を
こ
の

ト
リ
ガ
ー
価
格
制
度
の
運
用
に
さ
く
た
め
、
同
時
に
数
多
く
の
本
格
的
ダ
ン
ピ
ン
グ
調
査
を
進
め
る
の
は
難
か
し
く
な
ろ
う
。
こ
の

制
度
は
す
べ
て
の
利
害
関
係
者
に
対
し
価
格
の
動
き
に
つ
い
て
常
時
、
そ
の
と
き
ど
き
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
違
反

行
為
の
迅
速
な
調
査
が
行
な
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
ト
リ
ガ
i
価
格
制
度
実
施
に
よ
り
、
米
国
業
界
が
不
公
正
な
価
格
の
輸
入
に
よ
っ
て
受
け
て
い
る
問
題
を
急
速
に
改
善
す
る
と
予
想

　
　
さ
れ
る
。
業
界
は
国
内
市
揚
の
失
地
回
復
が
か
な
り
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
程
度
輸
入
水
準
が
低
下
す
る
か
、
正
確

　
　
な
と
こ
ろ
国
内
鉄
鋼
メ
…
カ
ー
の
価
格
動
向
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
。
国
内
メ
ー
カ
ー
が
大
幅
に
値
上
げ
す
れ
ぱ
す
る
だ
け
、
失

　
　
地
回
復
の
幅
は
せ
ば
ま
る
こ
と
に
な
る
。
米
国
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
予
想
し
た
よ
う
に
出
荷
が
増
加
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
、
鉄
鋼
業

　
　
界
の
雇
用
水
準
が
高
ま
り
、
稼
動
率
が
上
昇
し
て
、
そ
れ
に
伴
う
生
産
コ
ス
ト
の
低
下
と
い
う
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
右
の
引
用
文
の
う
ち
、
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
意
味
は
明
解
で
特
に
付
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
。
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
い
さ
さ
か
ま
わ
り

く
ど
い
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
T
P
M
に
よ
っ
て
企
業
の
収
益
改
善
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
行
政
府
は
、
国
内
メ
ー
カ
ー
を
輸
入
鋼
材
と
の
競
争
か
ら
無
条
件
に
保
護
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
は
い
な
い
。
T
P
M
は
あ
く
ま
で

も
「
不
公
正
な
安
売
り
」
の
防
止
を
目
指
し
て
い
る
。
も
し
海
外
メ
ー
カ
ー
が
ト
リ
ガ
i
価
格
を
下
回
っ
て
販
売
す
れ
ば
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が

科
せ
ら
れ
る
が
、
ト
リ
ガ
i
価
格
は
も
っ
と
も
効
率
的
な
海
外
メ
ー
カ
ー
の
価
格
か
ら
算
出
さ
れ
る
た
め
、
国
内
メ
ー
カ
ー
が
大
幅
な
値

上
げ
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ト
リ
ガ
ー
価
格
と
の
差
が
広
が
り
、
輸
入
鋼
材
の
方
が
優
位
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
、
T
P
M
の
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
従
来
の
各
種
ア
プ
・
ー
チ
と
異
な
る
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
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P
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T
P
M
が
相
反
す
る
利
害
の
均
衡
点
を
追
求
し
た
そ
の
姿
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
か
れ
よ
う
。
ー
現
実
の
政
治
情
況
が
政
策
決
定
の
振

り
子
を
企
業
収
益
の
改
善
，
国
内
価
格
支
持
に
む
か
わ
せ
る
一
方
で
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
u
市
揚
競
争
原
理
の
確
保
も
重
要
な
政
策
目
標
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
輸
入
防
圧
に
一
定
の
譲
歩
が
不
可
避
な
情
況
の
な
か
で
、
M
T
N
の
成
功
u
自
由
貿
易
の
促
進
も
重
要
な
マ
ク
・
の
目

標
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
構
図
の
な
か
で
一
定
の
均
衡
機
能
を
期
待
さ
れ
た
の
が
T
P
M
と
い
う
制
度
で
あ
り
、
そ
れ
を
背
後
で
支
え

る
ロ
ジ
ッ
ク
が
「
不
公
正
貿
易
の
防
止
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

保護貿易の政治学（H）

　
六
　
政
治
的
解
と
し
て
の
T
P
M

　
T
P
M
の
有
効
性
目
政
治
的
均
衡
機
能
は
、
実
際
に
設
定
さ
れ
る
ト
リ
ガ
ー
価
格
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
T
P
M
の
政
治

的
有
効
性
は
価
格
の
関
数
な
の
で
あ
る
。
T
P
M
が
低
い
と
国
内
メ
ー
カ
ー
の
不
満
が
高
ま
る
。
逆
に
、
高
す
ぎ
る
と
海
外
メ
ー
カ
ー
が

不
満
を
つ
の
ら
せ
、
国
際
通
商
、
外
交
関
係
に
波
及
す
る
。

　
T
P
M
の
有
効
性
を
み
る
に
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
段
階
に
わ
け
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
ソ
ロ
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト

そ
の
も
の
に
は
、
具
体
的
な
価
格
は
設
定
さ
れ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
主
要
輸
入
鉄
鋼
製
品
一
七
品
目
の
ベ
ー
ス
価
格
が
発
表
さ
れ

た
の
は
翌
年
の
一
月
三
日
で
あ
る
。
ま
た
、
輸
入
業
者
に
よ
る
特
別
鉄
鋼
通
関
申
告
書
の
提
出
義
務
が
発
効
し
た
の
は
二
月
二
一
日
以
降

で
あ
る
。

　
本
章
で
は
、
二
段
階
の
前
半
部
、
つ
ま
リ
ソ
ロ
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
の
勧
告
内
容
（
T
P
M
で
い
え
ぱ
制
度
の
大
枠
）
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
支
持
な
り
批
判
が
国
の
内
外
か
ら
出
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
。
第
二
段
階
、
つ
ま
り
、
T
P
M
の
価
格
が
実
際
に
設
定
さ
れ
て
の
ち

の
動
き
に
つ
い
て
は
、
こ
の
の
ち
第
櫃
章
で
取
り
上
げ
る
。

　
ソ
・
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
大
統
領
に
提
出
さ
れ
る
ま
で
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
十
一
月
に
入
る
と
レ
ポ
ー
ト
の
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内
容
に
関
す
る
報
道
記
事
が
出
始
め
た
。
レ
ポ
ー
ト
公
表
に
さ
き
だ
ち
、
U
S
ス
チ
ー
ル
社
の
ロ
デ
リ
ッ
ク
会
長
は
伝
え
ら
れ
る
新
制
度

－
当
時
は
「
レ
フ
ァ
ラ
ン
ス
・
プ
ラ
イ
ス
（
基
準
価
格
）
制
度
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ー
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
O

基
準
価
格
が
公
正
な
も
の
で
こ
の
案
が
強
力
に
実
施
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
支
持
し
て
も
よ
い
。
ソ
ロ
モ
ン
案
が
効
果
の
な
い
も
の
で

あ
れ
ば
、
U
S
ス
チ
ー
ル
を
含
む
米
国
鉄
鋼
業
界
は
輸
入
鋼
材
の
八
○
％
～
九
〇
％
を
対
象
と
す
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
を
お
．
】
な
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
◎
ソ
・
モ
ン
案
が
満
足
の
ゆ
く
も
の
と
わ
か
れ
ば
、
現
在
の
対
日
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
は
不
必
要
と
な
ろ
う
。
◎
基
準
価
格
を

日
本
の
生
産
コ
ス
ト
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
E
C
を
“
た
だ
乗
り
”
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
公
正
で
は
な
い
。
ま
た
基
準
価
格
を
五
％
下
回

っ
て
も
よ
い
と
す
る
こ
と
は
日
本
、
E
C
相
方
を
た
充
乗
り
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
㈲
基
準
価
格
は
生
産
コ
ス
ト
、
運
賃
に
八
％
の
利
潤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

を
加
え
た
も
の
と
す
ぺ
き
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
労
働
組
合
の
反
応
で
あ
る
。
十
二
月
二
日
、
U
S
W
の
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
委
員
長
は
ソ
ロ
モ
ン
勧
告
に
原
則
的
支
持
を
与
え
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
が
国
内
市
揚
を
失
っ
て
き
た
の
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
下
回
る
価
格
で
の
ダ
ン
ピ

ン
グ
輸
出
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
っ
て
輸
出
す
る
と
い
う
不
公
正
な
取
り
引
き
慣
行
か
ら
国
内
鉄
鋼
業
を
守

る
の
は
米
国
政
府
の
責
任
で
あ
る
。
U
S
W
の
目
的
は
、
た
だ
ち
に
組
合
員
を
職
揚
に
戻
し
、
長
期
に
わ
た
り
失
業
か
ら
保
護
す
る
こ
と

に
あ
る
。
ソ
・
モ
ン
勧
告
は
こ
の
目
標
達
成
の
必
要
性
を
政
府
が
認
め
た
も
の
と
し
て
歓
迎
す
る
が
、
こ
の
勧
告
が
U
S
W
の
目
標
を
達

成
で
き
る
か
ど
う
か
現
時
点
で
は
断
定
で
き
な
い
。

　
以
上
の
基
本
的
立
揚
に
加
え
て
、
同
声
明
は
、
新
制
度
が
当
初
の
目
標
を
達
成
で
き
な
い
揚
合
は
二
国
間
取
り
引
き
協
定
を
要
求
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
レ

と
と
も
に
、
議
会
に
数
量
規
制
の
立
法
措
置
を
求
め
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
業
界
・
労
組
の
姿
勢
は
原
則
的
支
持
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
用
心
深
く
成
り
行
き
を
見
守
る
と
い
う
．
一
と
で
あ
っ
た
。

肝
心
の
ト
リ
ガ
ー
価
格
が
最
終
決
定
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
こ
れ
は
い
わ
ば
当
然
で
あ
っ
た
。
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保護貿易の政治学（n）

　
T
P
M
に
対
す
る
批
判
や
疑
念
も
当
然
起
き
た
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
の
鉄
鋼
問
題
担
当

記
者
デ
ー
ビ
ッ
ド
．
イ
グ
ナ
チ
ァ
ス
の
批
判
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
ソ
・
モ
ン
案
は
国
際
価
格
協
定
（
H
耳
震
冨
鉱
9
2
勺
嵩
8
8
国
図
首
α
q
＞
α
q
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

お
①
ヨ
o
暮
）
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

　
O
　
基
準
価
格
の
設
定
に
よ
り
、
対
米
輸
出
業
者
は
大
幅
な
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
が
で
き
な
く
な
り
、
米
国
バ
イ
ヤ
ー
は
特
に
輸
入
品
を

　
　
買
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な
く
な
る
。
こ
う
し
て
輸
入
が
減
り
、
国
内
メ
ー
カ
ー
へ
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ヘ
の
圧
力
が
除
か
れ
る
こ

　
　
と
は
、
国
内
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
利
益
と
考
え
ら
れ
る
。

⑬
　
し
か
し
長
い
目
で
み
る
と
、
こ
の
方
法
は
米
国
鉄
鋼
業
に
と
っ
て
の
「
脅
威
」
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
か
り
に
、
国
内
メ
ー
カ
ー

　
　
が
来
年
早
々
値
上
げ
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
揚
合
、
政
府
は
従
来
の
よ
う
に
抵
抗
を
試
み
る
か
わ
り
に
基
準
価
格
を
据
え
置
き
、
安

　
　
い
外
国
輸
入
を
増
や
す
こ
と
で
対
処
で
き
る
。
結
果
的
に
こ
れ
は
政
府
に
価
格
決
定
権
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
業
界
の
命
取
り
に

　
　
も
な
り
か
ね
な
い
。

㊧
　
米
国
鉄
鋼
業
の
か
か
え
る
輸
入
間
題
の
根
底
に
は
「
鉄
鋼
の
国
際
化
」
が
あ
る
。
鉄
鋼
が
商
品
と
し
て
国
際
化
し
た
結
果
、
コ
ー

　
　
ヒ
ー
や
銅
と
同
じ
く
、
世
界
経
済
が
不
況
に
な
れ
ぱ
大
幅
な
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
世
界
経
済
が
ブ
ー
ム
化
す
れ
ぱ
価
格

　
　
は
プ
レ
、
、
、
ア
ム
付
き
の
水
準
に
あ
が
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
価
格
の
上
下
変
動
は
自
由
市
揚
の
特
性
で
あ
っ
て
、
国
内
メ

　
　
ー
カ
ー
が
対
米
輸
出
業
者
の
値
下
げ
を
不
公
正
な
競
争
と
す
る
の
は
当
を
得
な
い
。

㈲
　
米
国
鉄
鋼
業
は
激
し
い
国
際
競
争
に
よ
り
再
編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
弱
い
メ
ー
カ
ー
が
淘
汰
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
移
行
期
の
人
的
犠
牲
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
生
き
の
ぴ
る
の
は
も
っ
と
も
効
率
の
高
い
工
揚
と
な
る
は
ず
で
・
将
来
だ
ぶ

　
　
っ
き
の
な
く
な
っ
た
市
揚
で
は
値
上
げ
も
今
ほ
ど
難
し
く
な
い
。
そ
の
結
果
、
将
来
の
設
備
近
代
化
と
成
長
を
可
能
に
す
る
利
潤
を

　
上
げ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
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㈲
　
以
上
、
カ
ー
タ
ー
政
権
も
鉄
鋼
業
界
も
、
自
由
市
場
へ
の
介
入
は
長
期
的
に
は
誰
の
た
め
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に

　
置
い
て
、
基
準
価
格
決
定
を
あ
わ
て
て
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
日
本
と
E
C
の
反
応
に
つ
い
て
で
あ
る
。
T
P
M
は
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
な
ア
ク
シ
日
ン
で
あ
り
、
外
国
政

府
と
の
合
意
が
必
要
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
日
欧
の
”
協
力
”
が
得
ら
れ
な
け
れ
ぱ
、
そ
の
政
治
的
解
の
有
効

性
は
半
減
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
日
本
の
業
界
は
、
当
初
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
必
ず
自
主
規
制
を
認
め
る
と
予
測
し
て
い
た
。
実
際
、
U
S
ス
チ
ー
ル
社
の
大
型
対
日
提

訴
を
予
期
し
て
、
日
本
鉄
鋼
連
盟
の
稲
山
会
長
は
、
日
本
は
七
七
年
度
末
ま
で
に
一
方
的
な
自
主
規
制
を
お
．
】
な
う
準
備
が
あ
る
旨
、
明

言
し
て
も
以
翅
。
こ
れ
は
、
財
務
省
が
U
S
ス
チ
ー
ル
の
提
訴
の
取
り
上
げ
を
決
め
る
前
に
問
題
を
処
理
し
た
い
と
い
う
明
確
な
日
本
側

業
界
の
意
志
表
示
で
あ
っ
た
。
U
S
ス
チ
ー
ル
社
が
提
訴
に
踏
み
切
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
政
府
が
数
量
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
日
本
が
一
方
的
な
規
制
に
踏
み
切
れ
ぱ
、
提
訴
は
取
り
下
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
、
日
本
側
業
界
は

考
え
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
日
本
側
の
期
待
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
態
は
悪
化
の
気
配
を
一
層
濃
く
し
て
ゆ
く
。
U
S
ス
チ
ー
ル
の
提
訴
（
九

月
二
〇
日
）
に
つ
づ
き
、
一
〇
月
三
日
に
は
ギ
ル
モ
ァ
社
の
対
日
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
に
対
し
、
平
均
三
二
％
の
ダ
ン
ビ
ン
グ
が
あ
っ
た
と

の
仮
決
定
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
T
p
M
の
導
入
が
勧
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
側
は
、
ト
リ
ガ
ー
価
絡
の
算
出
に
必
要
な
デ
ー
タ
の
提

出
に
協
力
的
姿
勢
を
も
っ
て
い
ど
ん
だ
。
日
本
は
対
日
提
訴
が
取
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を
T
P
M
に
期
待
し
た
ア
一
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
T
P
M
に
よ
っ
て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
提
訴
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
「
悪
夢
」
か
ら
解
放
さ
れ
る
．
）
と
を
期
待
し
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た
。　
T
P
M
は
E
C
に
対
し
て
有
利
で
あ
ろ
う
こ
と
を
日
本
は
知
っ
て
い
た
が
、
業
界
は
そ
の
不
公
平
さ
を
批
判
す
る
よ
り
も
、
米
欧
に
譲

る
こ
と
に
よ
っ
て
価
絡
体
系
を
維
持
す
る
こ
と
の
方
が
現
実
的
で
あ
る
と
考
え
た
。
日
本
が
ア
メ
リ
カ
市
揚
で
”
突
出
”
す
る
こ
と
は
好

ま
し
べ
な
い
と
業
界
首
脳
は
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
、
日
本
の
国
際
競
争
力
が
抜
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
と
り
え
た
態

度
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
抑
制
的
、
協
調
的
姿
勢
は
一
月
に
発
表
さ
れ
た
ト
リ
ガ
ー
の
価
格
そ
の
も
の
が
「
ま
ず
納
得
で
き
る
線
」
で
あ
っ
た
こ
と

で
一
層
強
化
さ
れ
た
。
ト
リ
ガ
i
価
格
は
、
日
本
の
鉄
鋼
大
手
各
社
の
主
張
し
て
い
た
水
準
に
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
レ
ベ
ル
に
設
定
さ
れ

　
　
　
（
2
8
）

た
の
で
あ
る
。

　
E
C
も
ま
た
、
反
ダ
ン
ビ
ン
グ
手
続
き
に
予
測
性
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
一
方
で
、
T
P
M
が
従
来
の
貿
易
の
パ
タ
ー
ン

を
大
幅
に
変
え
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
た
。
し
か
し
、
E
C
自
身
も
七
八
年
一
月
か
ら
「
べ
ー
シ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ス
制
度
」
と
二
国

間
協
定
に
よ
る
輸
入
規
制
を
導
入
し
た
手
前
、
自
由
貿
易
の
堅
持
を
前
面
に
押
し
出
し
て
T
P
M
を
批
判
で
き
る
立
揚
に
は
な
か
っ
た
。

E
C
も
ま
た
、
重
要
な
輸
出
市
揚
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
問
題
が
泥
沼
化
し
、
鉄
鋼
紛
争
が
拡
大
す
る
こ
と
は
な
ん
と
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

避
け
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
検
討
し
た
よ
う
に
、
T
P
M
は
内
外
の
利
害
主
体
に
一
定
の
満
足
を
供
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。
実
際
、
そ
れ
を
証
明
す
る
か

の
よ
う
に
、
U
S
ス
チ
ー
ル
社
は
二
月
二
八
日
に
対
日
ダ
ン
ビ
ン
グ
提
訴
の
撤
回
を
表
明
、
財
務
省
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
て
い

る
。
「
現
時
点
で
財
務
省
が
U
S
ス
チ
ー
ル
社
の
提
訴
に
関
し
調
査
を
実
施
し
、
か
つ
決
定
を
下
す
と
同
時
に
T
P
M
を
実
施
す
る
ヒ
と

は
、
財
務
省
の
人
員
と
時
間
的
余
裕
か
ら
み
て
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
事
情
を
考
慮
し
、
対
日
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
の
撤
回
に
同
意
す

（
3
0
）
る
」
（
マ
ン
ダ
イ
ム
法
律
顧
問
宛
書
簡
）
。
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確
か
に
、
T
P
M
は
鉄
鋼
危
機
の
解
誰
剤
と
し
て
作
用
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
ど
の
程
度
有
効
で
あ
る
か
は
、
四
半
期

ご
と
に
改
訂
さ
れ
る
予
定
の
ト
リ
ガ
ー
価
橋
の
如
何
に
よ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
皿
章
の
と
こ
ろ
で
論
ず
る
と
し
て
、

そ
の
前
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
争
点
、
つ
ま
り
業
界
の
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
、
多
国
間
協
定
要
求
に
つ
い
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が

次
章
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

（
1
）
　
葡
愚
ミ
ミ
o
覧
富
等
3
ミ
馬
ミ
、
』
9
§
㌣
罫
§
篭
竃
等
魂
ミ
ミ
吾
・
き
恥
9
更
、
ミ
誤
～
§
∪
①
8
ヨ
げ
雪
9
一
S
丼
『
米
国
鉄
鋼
業
救
済
計
画

　
に
関
す
る
大
統
領
宛
報
告
書
』
日
本
鉄
鋼
連
盟
調
査
部
訳
（
以
下
、
ソ
ロ
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
と
略
称
）
。

（
2
）
　
「
米
国
鉄
鋼
業
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
問
題
」
『
鉄
鋼
需
給
の
動
き
』
一
九
七
七
年
一
〇
月
号
、
五
一
頁
。

（
3
）
　
『
通
商
弘
報
』
、
一
九
七
七
年
一
〇
月
三
日
、
同
右
。

（
4
）
　
主
と
し
て
『
通
商
弘
報
』
、
一
九
七
七
年
一
〇
月
一
七
日
、
『
鉄
鋼
需
給
の
動
き
』
前
出
、
五
一
ー
五
四
頁
に
よ
る
。

（
5
）
o
昌
鷺
琶
。
3
田
§
一
9
§
の
琶
§
畠
ξ
鴛
歩
、
、
＞
＆
。
島
討
犀
2
薯
穿
9
お
§
旨
邑
ω
琶
9
口
。
β
・
。
．
、
導
。
。
冒
置
量
①
一

　
ω
o
鴨
暑
ω
、
、
↓
ぎ
勺
o
一
一
ユ
窃
o
｛
O
o
ヨ
℃
＆
ユ
＜
。
国
『
o
u
。
凶
o
ロ
ぼ
5
0
ω
措
。
一
一
呂
岳
叶
q
．
．
甘
ぎ
N
器
目
翠
ミ
ミ
・
a
の
こ
」
§
塁
鳶
§
、
ミ
§
～
遷
き

　
噛
ミ
ミ
醤
ミ
ご
ミ
ミ
G
o
§
感
恥
ミ
ご
き
一
〇
〇
〇
ω
り
℃
や
O
一
I
O
N
■

（
6
）
　
『
鉄
鋼
需
給
の
動
き
』
前
出
、
五
四
頁
。

　
　
こ
こ
で
反
ダ
ン
ビ
ン
グ
法
に
対
す
る
業
界
の
批
判
、
問
題
点
に
つ
い
て
要
約
し
て
お
二
う
。
e
手
続
き
自
体
が
あ
ま
り
に
煩
雑
で
あ
り
、
輸
入
急

　
増
に
対
し
て
敏
速
な
対
策
が
と
ら
れ
な
い
こ
と
、
⇔
特
定
の
鋼
材
を
指
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
た
め
に
、
あ
る
品
種
に
つ
い
て
の
手
続
き
が
始
ま

　
る
と
、
外
国
メ
ー
カ
ー
は
当
初
の
調
査
対
象
品
種
以
外
の
も
の
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
、
結
局
、
実
効
性
が
う
す
く
な
る
、
と
い
っ
た
批
判
で
あ

　
る
。
「
ソ
・
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
」
八
ー
九
頁
。
実
際
、
国
内
メ
ー
カ
ー
は
輸
出
国
の
国
内
市
場
価
格
、
第
三
国
へ
の
販
売
価
格
あ
る
い
は
「
構
成
価

　
額
」
、
お
よ
ぴ
当
該
輸
入
の
国
内
産
業
へ
の
被
害
を
疏
明
す
る
資
料
を
集
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
現
行
法
に
よ
れ
ば
、
財
務
省
み
ず
か
ら
の
判
断
に

　
よ
っ
て
反
ダ
ン
ビ
ン
グ
手
続
き
を
始
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
が
、
現
実
に
は
、
私
人
に
よ
る
申
し
立
て
を
待
っ
て
開
始
さ
れ
る
ア
】
と
が
常
態
で

　
あ
っ
た
。
ま
た
、
規
則
ど
お
り
に
処
理
さ
れ
れ
ば
二
ニ
ヵ
月
以
内
に
完
了
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
以
上
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
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多
か
っ
た
。
結
局
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
の
長
期
化
に
伴
な
う
「
不
安
定
さ
」
は
外
国
メ
ー
カ
ー
、
輸
出
、
輸
入
業
者
、
国
内
消
費
者
の
事
業
計
画

　
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
に
関
連
し
た
議
論
は
さ
ら
に
以
下
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
高
田
昇
治
著
『
ア
メ

　
リ
カ
通
商
法
の
展
開
』
一
九
八
二
年
、
二
二
七
－
二
三
三
頁
。
豆
章
の
注
（
2
7
）
を
も
再
度
参
照
の
こ
と
。

（
7
）
　
閃
9
置
P
o
》
ミ
、
‘
b
℃
■
8
い
0
9

（
8
）
　
『
鉄
鋼
需
給
の
動
き
』
前
出
、
四
六
頁
。

（
9
）
　
同
右
、
四
七
－
四
八
頁
、
に
よ
る
。

（
1
0
）
　
二
の
時
期
の
日
米
鉄
鋼
紛
争
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
1
・
M
・
デ
ス
ラ
ー
”
佐
藤
英
夫
編
『
日
本
経
済
紛
争
の
解
明
』
特
に
五
七
－
五
九

　
頁
。
第
W
章
の
注
（
3
0
）
を
も
参
照
の
こ
と
。

（
n
）
　
「
ソ
・
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
」
七
頁
。
財
務
省
法
律
顧
問
・
バ
ー
ト
・
マ
ン
ダ
イ
ム
に
よ
る
既
存
の
手
続
き
と
T
p
M
の
比
較
論
を
も
参
照
参
照
。

　
閑
o
げ
①
旨
犀
冒
巨
昏
。
ぎ
㌦
．
o
o
梓
①
。
＝
ヨ
℃
o
井
の
”
⊂
。
o
り
．
勺
o
一
一
q
d
＆
霞
9
0
0
巽
3
『
｝
α
巨
巳
舞
声
鼠
o
一
一
．
．
ぎ
、
鳶
恥
『
ミ
籍
㌧
㌔
匙
、
↓
ミ
籍
b
§
亀

　
、
、
ミ
ミ
職
§
、
↓
ぎ
q
§
恥
黛
砺
§
き
民
①
耳
o
o
5
盆
d
巳
＜
o
邑
ぐ
ω
9
0
一
〇
〇
①
ヨ
ぎ
貧
一
一
鶏
o
。
い
℃
や
一
〇
〇
－
一
ご
、

（
1
2
）
　
勾
o
げ
①
昌
ミ
閣
O
鍔
ロ
α
巴
一
㌧
円
詳
q
，
鮪
曽
馬
匙
誉
匙
ミ
疑
遷
誉
葡
ミ
ミ
ミ
恥
ミ
G
篭
驚
勲
一
〇
〇
〇
ど
℃
や
お
ー
＆
一
ω
o
『
歪
。
・
｝
o
サ
言
卜
』
や
0
9

（
1
3
）
　
o
O
名
旧
ω
国
8
0
芦
一
S
y
『
鉄
鋼
需
給
の
動
き
』
前
出
、
四
九
頁
。
同
レ
ポ
ー
ト
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
業
界
か
ら
の
批
判
（
ス
ビ
ア
A
I
S
I

　
会
長
）
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
こ
う
。
以
下
は
批
判
の
要
点
で
あ
る
。
e
鉄
鋼
の
値
上
げ
は
イ
ン
フ
レ
を
促
進
す
る
と
い
う
が
、
仮
に
六
％

　
の
値
上
げ
を
し
て
も
卸
売
価
格
を
○
・
二
％
引
き
上
げ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
正
確
な
結
論
と
は
い
え
な
い
。
O
原
料
が
国
内
で
生
産
さ
れ
る
こ
と

　
を
考
え
る
と
米
国
の
生
産
コ
ス
ト
は
E
C
に
く
ら
ぺ
幾
分
有
利
、
日
本
に
く
ら
ぺ
る
と
わ
ず
か
に
不
利
と
い
え
る
。
し
か
し
輸
入
経
費
が
レ
ポ
ー
ト

　
の
い
う
と
お
り
、
ト
ン
当
り
四
七
－
七
ニ
ド
ル
と
す
れ
ぱ
、
E
C
も
日
本
も
米
国
市
揚
で
米
国
製
品
と
到
底
競
争
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
貧
レ
ポ
ー
ト
は
全
般
的
に
公
平
で
あ
る
が
、
日
本
が
原
料
の
点
で
ト
ン
当
り
五
ド
ル
有
利
と
い
う
の
は
間
違
っ
た
想
定
で
あ
る
。
四
日
本
、
西
独
、

　
イ
タ
リ
ァ
の
政
府
援
助
が
総
コ
ス
ト
の
一
％
に
満
た
な
い
と
い
う
が
、
こ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
こ
れ
ら
諸
国
の
メ
ー
カ
ー
は
政
府
援
助
な
く
し
て

　
は
や
っ
て
い
け
な
い
。
『
通
商
弘
報
』
一
九
七
七
年
一
〇
月
一
五
日
。

（
1
4
）
　
川
人
清
氏
の
発
言
『
日
本
鉄
鋼
輸
出
組
合
月
報
』
一
九
八
一
年
一
一
月
号
、
四
頁
。
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（
1
5
）
　
こ
れ
ら
一
連
の
対
E
C
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
以
下
に
よ
る
。
9
目
計
F
曾
■
“
罫
b
9
歪
9
魯
・
ミ
・
も
・
ε
・
峯
。
9
0
一
≦
」
｛
＆
旦

　
．
．
＞
2
讐
g
巴
℃
o
一
一
昌
噛
o
『
○
お
㊤
巳
N
a
写
8
摩
＆
p
o
『
韻
睾
8
0
0
℃
・
註
9
℃
§
。
且
g
一
馨
．
、
浮
・
o
．
良
器
R
聾
一
8
・
o
o
ピ
ヨ
玄
四

　
q
巳
語
邑
ぐ
｝
一
鶏
P
毛
。
い
軌
早
象
ひ
・
デ
ス
ラ
u
佐
藤
編
、
前
出
、
七
二
頁
。

（
1
6
）
　
デ
ス
ラ
ー
u
佐
藤
編
、
前
出
、
七
一
頁
。
＝
o
良
P
愚
も
ド
℃
マ
8
も
9
国
冒
α
①
凶
β
魯
・
ミ
こ
℃
」
8
・

（
1
7
）
　
頃
o
急
P
魯
’
ミ
こ
や
総
い
一
〇
〇
8
喜
。
昌
∪
』
0
9
①
P
円
詩
ミ
詠
軌
蒜
亀
q
ミ
、
幾
縛
ミ
塁
』
ミ
恥
§
ミ
軸
§
ミ
肉
8
ぎ
ミ
も
、
o
§
響
這
§
毛
・

　
ω
7
旨
●

（
1
8
）
　
＝
＆
一
P
℃
・
お
い
・
ハ
イ
ム
リ
ッ
ク
は
七
月
に
開
催
さ
れ
た
O
E
C
D
で
の
鉄
鋼
協
議
（
次
章
で
詳
述
さ
れ
る
）
の
ア
メ
チ
カ
代
表
を
務
め
て

　
い
る
。
こ
の
時
期
の
カ
ー
タ
i
政
権
の
基
本
的
立
揚
に
つ
い
て
の
ハ
イ
ム
ソ
ッ
ク
の
発
言
は
以
下
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
．
．
o
o
。
曽
3
0
p
h
g

　
o
o
霊
o
一
↓
量
α
o
u
o
o
ど
匡
o
昌
．
．
』
§
ミ
軌
魯
醤
ミ
災
ミ
ミ
ミ
書
ト
＞
ロ
礎
島
斤
♪
ぢ
署
，

（
1
9
）
　
乏
§
く
ミ
詠
『
慧
舞
o
n
巷
8
目
σ
R
Q
o
し
S
刈
。
『
通
商
弘
報
』
一
九
七
七
年
一
〇
月
三
日
。

（
2
0
）
　
国
a
一
P
o
サ
ミ
・
b
毛
・
鵠
争
総
V
・
デ
ス
ラ
ー
”
佐
藤
編
、
五
五
－
五
六
、
六
八
－
七
〇
頁
。

（
2
1
）
主
に
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
。
「
最
近
の
米
国
に
お
け
る
輸
入
制
限
動
向
」
日
本
鉄
鋼
輸
出
組
合
資
料
、
昭
和
五
二
年
一
二
月
、
九
一
ー
五

　
頁
。

（（（（（26　25　24　23　22

）））））
野
か
ら
の
構
造
改
善
を
強
調
す
る
立
場
な
ど
ー
か
ら
、

U
8
℃
ぼ
⑳
ぎ

長
の
発
言
〕
。

主
に
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
。
石
崎
辰
雄
「
日
米
鉄
鋼
問
題
」
『
経
済
と
外
交
』
一
九
七
八
年
三
月
号
、
二
〇
1
二
一
頁
。

「
ソ
ロ
モ
ン
・
レ
ポ
7
ト
」
一
一
頁
。

『
通
商
弘
報
』
一
一
月
二
五
日
。

同
右
、
一
，
二
月
七
日
。

『
通
商
弘
報
』
一
九
七
七
年
一
一
月
二
五
日
。
こ
の
種
の
論
調
は
T
P
M
以
前
か
ら
存
在
し
た
鉄
鋼
業
批
判
ー
カ
ル
テ
ル
批
判
や
長
期
的
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ば
当
然
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ぱ
以
下
の
記
事
を
み
よ
。
－
9
一
旨

　
　
　
＞
彗
豊
8
p
o
り
器
色
、
．
之
§
《
ミ
毎
↓
§
塁
o
o
o
冥
o
ヨ
σ
9
田
u
一
〇
器
〔
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
サ
イ
ア
ー
ト
学

　
　
　
：
0
8
欝
0
9
5
富
豊
3
9
言
。
一
ω
、
．
9
§
§
§
曽
。
審
葡
愚
ミ
§
㌧
ω
窃
8
日
冨
『
迄
む
嵩
〔
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
の
ウ
ォ
ル
タ
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保護貿易の政治学（∬）

　
ー
・
ア
ダ
ム
ズ
教
援
の
I
T
C
で
の
発
言
〕
。
な
お
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
i
、
バ
イ
ヤ
ー
筋
の
反
応
に
つ
い
て
は
以
下
を
も
参
照
の
こ
と
。
『
通
商

　
弘
報
』
、
一
一
月
二
八
日
。
「
最
近
の
米
国
に
お
け
る
鉄
鋼
輸
入
制
限
動
向
」
前
出
、
一
五
－
一
七
頁
。
I
T
C
の
動
き
（
I
T
C
は
六
月
二
一
日
に

特
殊
鋼
数
量
規
制
措
置
見
直
し
の
調
査
を
開
始
、
九
月
七
日
に
は
公
聴
会
を
開
催
し
て
い
る
）
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
『
通
商
弘
報
』
一
二
月

　
九
日
。

　
　
特
殊
鋼
見
直
し
問
題
も
行
政
府
側
に
対
す
る
圧
力
と
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
委
員
長
の
大
統
領
書
簡
（
九
月
三
〇
日

　
付
）
の
冒
頭
で
「
規
制
の
継
続
」
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
特
殊
鋼
間
題
も
「
行
政
府
へ
の
圧
力
チ
ャ
ネ
ル
」
と

　
し
て
機
能
し
た
と
の
説
明
が
、
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。

（
2
7
）
　
日
本
経
済
新
聞
、
九
月
二
〇
日
付
（
九
月
一
九
日
の
記
者
会
見
記
事
）
。

　
　
輸
出
自
主
規
制
ア
プ
・
ー
チ
に
は
前
回
の
鉄
鋼
紛
争
の
折
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
ズ
・
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
独
禁
法
違
反
で
提
訴
さ
れ
た
（
一
九
七
二

　
年
）
経
緯
が
あ
る
。
行
政
府
の
判
断
に
こ
の
「
教
訓
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
と
と
も
に
前
回
の
自
主
規
制
が
鉄
鋼
業
界
の

　
投
資
意
欲
を
か
り
た
て
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
「
教
訓
」
の
重
み
も
指
摘
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
自
主
規
制
に
つ
い
て
は
皿
章
の
注
（
4
）

　
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
8
）
　
財
務
省
が
発
表
し
た
ト
リ
ガ
ー
価
格
を
も
と
に
算
出
す
る
と
、
東
海
岸
で
の
関
税
な
ど
を
加
え
た
加
重
平
均
輸
入
価
格
は
、
一
ト
ン
当
り
三
三

　
〇
ド
ル
で
、
米
国
内
の
公
示
価
格
よ
り
五
・
七
％
低
い
と
の
理
由
に
よ
る
。
「
我
々
が
提
出
し
た
生
産
コ
ス
ト
を
参
考
に
し
て
算
出
し
た
と
思
う
」

　
（
阿
部
新
日
鉄
副
社
長
）
、
「
従
来
の
対
米
輸
出
が
ダ
ン
ピ
ン
グ
で
な
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
」
（
桑
江
川
崎
製
鉄
副
社
長
）
と
い
っ
た
反
応
が
記

　
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
規
格
、
サ
イ
ズ
な
ど
に
よ
っ
て
加
算
す
る
エ
キ
ス
ト
ラ
価
楕
の
内
容
が
未
発
表
な
ど
の
不
確
定
要
素
も
こ
の

　
時
期
あ
っ
た
。
日
本
経
済
新
聞
、
昭
和
五
三
年
一
月
五
日
付
。

　
　
な
お
、
U
S
ス
チ
ー
ル
の
・
デ
リ
ッ
ク
会
長
は
ト
リ
ガ
ー
の
平
均
価
格
は
三
六
〇
ド
ル
が
公
平
な
水
準
で
あ
る
と
述
べ
た
経
緯
も
あ
る
が
、
両
者

　
の
積
算
根
拠
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
通
商
弘
報
』
一
九
七
八
年
一
月
六
日
。

（
2
9
）
　
た
と
え
ば
以
下
を
み
よ
。
『
通
商
弘
報
』
一
九
七
七
年
一
二
月
七
日
（
米
国
の
鉄
鋼
価
絡
基
準
指
標
価
絡
に
対
す
る
西
欧
諸
国
の
反
響
）
、
同
一

　
二
月
八
日
（
米
国
の
鉄
鋼
基
準
指
摘
価
格
に
対
す
る
E
C
の
反
響
）
。
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（
3
0
）
『
通
商
弘
報
』
一
九
七
八
年
三
月
四
日
。

皿
　
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会

　
T
P
M
の
導
入
に
よ
っ
て
行
政
府
へ
の
圧
力
は
ひ
と
ま
ず
沈
静
に
む
か
っ
た
。
だ
が
カ
ー
タ
ー
政
権
に
は
も
う
ひ
と
つ
課
題
が
残
さ
れ

て
い
た
。
M
T
N
に
対
す
る
支
持
を
、
い
か
に
鉄
鋼
業
界
、
議
会
か
ら
調
達
す
る
か
で
あ
る
。

　
T
P
M
は
支
持
調
達
の
必
要
条
件
で
は
あ
っ
て
も
、
十
分
条
件
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ソ
ロ
モ
ン
勧
告
に
は
、
業
界
の
多
国
間
協

定
要
求
に
直
接
応
え
る
内
容
は
、
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
ソ
・
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
発
表
の
翌
月
（
七
八
年
一
月
）
、
M
T
N
で
は
日
、
米
、
E
C
、
北
欧
諸
国
が
関
税
、
非
関
税
、
農
産
物
に
関

す
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
オ
フ
ァ
ー
を
提
出
し
て
い
る
。
ま
た
四
月
に
開
か
れ
た
日
・
米
・
E
C
の
非
公
式
閣
僚
レ
ベ
ル
の
会
合
で
、
七
月
中

に
M
T
N
を
実
質
妥
結
さ
せ
る
と
の
合
意
が
生
れ
て
い
る
。
M
T
N
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
新
局
面
は
、
鉄
鋼
業
界
、
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー

カ
ス
の
支
持
を
、
行
政
府
に
と
っ
て
愁
眉
の
急
と
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
行
政
府
に
圧
力
を
か
け
る
好
機
と
な
る
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、
上
院
議
員
二

〇
名
連
署
の
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
S
T
R
代
表
宛
の
六
月
三
〇
日
付
書
簡
が
あ
る
。
グ
レ
ン
、
ハ
イ
ン
ツ
、
ラ
ン
ド
ル
フ
、
シ
ュ
ワ
イ
カ
ー
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
カ
ス
議
員
が
名
を
連
ね
た
こ
の
書
簡
は
、
業
界
・
労
組
の
意
を
体
し
て
単
刀
直
入
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
わ
れ
わ
れ
が
憂
慮
す
る
の
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
交
渉
で
鉄
鋼
関
税
を
四
〇
％
引
き
下
げ
る
提
案
が
な
さ
れ
た
と
い
う
報
告
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
関
税
引
き
下
げ
合
意
が
、
鉄
鋼
セ
ク
タ
i
別
交
渉
に
な
ん
ら
進
捗
の
な
い
ま
ま
な
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
M
T
N
協
定
に

　
　
つ
い
て
の
議
会
の
同
意
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
に
違
い
な
い
。
…
…
必
要
な
こ
と
は
、
鉄
鋼
輸
出
諸
国
に
、
鉄
鋼
貿
易
を
モ
ニ
タ
ー

　
　
す
る
協
定
（
冒
器
旨
暮
一
9
巴
曾
8
一
ヨ
〇
三
8
ユ
お
お
器
①
日
Φ
嘗
）
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
単
に
協
議
を
継
続
す
る
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と
い
っ
た
合
意
で
は
な
く
、
国
際
鉄
鋼
貿
易
に
つ
い
て
の
長
期
的
解
決
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
コ
、
・
・
ッ
ト
メ
ン
ト
こ
そ
肝
要
で
あ

　
　
（
2
V

　
　
る
o

　
こ
の
書
簡
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
鉄
鋼
多
国
間
協
定
交
渉
に
進
展
が
な
い
な
ら
ば
、
M
T
N
協
定
の
議
会
承
認
は
保
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
業
界
の
M
T
N
人
質
戦
略
と
し
て
以
前
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
。

要
す
る
に
、
M
T
N
が
大
詰
め
に
さ
し
か
か
っ
て
き
た
た
め
に
、
政
治
の
前
面
に
で
て
き
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
行
政
府
と
て
、
こ
の

問
題
を
な
お
ざ
り
に
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
、
行
政
府
の
対
応
過
程
と
そ
の
結
果
I
O
E
C
D
に
お
け
る
多
国
間
協
議
ー

　
　
　
　
（
4
）

に
筆
を
進
め
る
。

保護貿易の政治学（H）

　
一
　
〇
E
C
D
鉄
鋼
特
別
部
会
の
成
立

　
G
A
T
T
で
の
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
に
日
欧
が
強
く
反
対
し
た
た
め
、
七
六
年
末
か
ら
ア
メ
リ
カ
政
府
は
G
A
T
T
以
外
の
揚
を
求
め
て

日
欧
に
働
き
か
け
を
開
始
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
期
は
フ
ォ
ー
ド
か
ら
カ
ー
タ
ー
へ
の
政
権
移
行
期
と
重
な
っ
て
い
た
た
め
日
本
、
E
C

に
は
こ
の
よ
う
な
政
治
的
空
白
期
に
具
体
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
。
歯
車
は
カ
ー
タ
ー
政
権
の
誕
生
を
ま
っ
て

作
動
、
七
七
年
四
月
に
お
け
る
米
・
日
・
欧
間
の
事
前
折
衝
を
経
て
ひ
と
つ
の
結
論
に
達
す
る
。
O
E
C
D
で
の
多
角
的
調
整
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
強
い
要
請
に
よ
り
、
七
七
年
五
月
の
O
E
C
D
理
事
会
に
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
ー
鉄
鋼
特
別
部
会
－
設
立
の

た
め
の
事
務
局
原
案
が
提
出
さ
れ
、
討
議
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
同
部
会
は
O
E
C
D
事
務
局
長
直
属
と
し
、
そ
の
召
集
は
事
務
局
長
が

お
こ
な
う
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
以
下
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
承
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
回
の
会
合
は
事
務
局

に
よ
る
鉄
鋼
業
に
関
す
る
事
実
調
査
が
完
了
し
、
米
、
日
、
E
C
間
の
事
前
折
衝
で
付
託
事
項
（
叶
R
日
の
9
器
一
霞
窪
8
）
に
合
意
が
成

立
し
、
か
つ
、
開
催
日
に
つ
い
て
関
係
各
国
が
合
意
し
た
と
き
に
開
か
れ
る
、
と
さ
れ
た
。
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ア
メ
リ
カ
は
こ
の
特
別
部
会
を
、
鉄
鋼
業
の
直
面
す
る
構
造
的
問
題
（
過
剰
設
備
問
題
な
ど
）
お
よ
び
循
環
的
問
題
（
不
況
下
で
の
低

価
格
輸
出
間
題
な
ど
）
を
討
議
す
る
場
と
し
て
位
置
づ
け
、
積
極
的
に
関
与
し
て
ゆ
く
。

　
部
会
設
置
の
事
務
担
当
に
は
O
E
C
D
事
務
局
次
長
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ッ
ト
ン
が
就
任
し
た
が
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
国
務
省
出
身
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
意
向
を
か
な
り
体
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、
部
会
設
置
承
認
直
後
に
情
勢
把
握
の
た
め
ア
メ
リ
カ
に
お
も

む
い
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
ド
ラ
フ
ト
段
階
で
の
米
国
鉄
鋼
協
会
に
よ
る
『
国
際
鉄
鋼
貿
易
の
経
済
学
』
（
こ
れ
は
第
皿
章
で
述
ぺ
た
よ

う
に
対
日
・
E
C
批
判
の
た
め
の
理
論
武
装
の
書
と
い
う
性
格
を
持
つ
）
に
目
を
と
お
し
、
そ
の
主
旨
を
十
分
把
握
し
て
O
E
C
D
に
戻

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
さ
て
鉄
鋼
部
会
は
七
七
年
七
月
か
ら
七
八
年
九
月
の
間
に
計
七
回
開
か
れ
る
が
、
そ
の
性
格
は
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
と
さ
れ
、
最

初
の
作
業
と
し
て
、
世
界
鉄
鋼
業
の
情
勢
に
つ
き
事
実
調
査
す
る
マ
ン
デ
ー
ト
（
権
限
の
委
譲
）
を
与
え
ら
れ
た
だ
け
の
ル
ー
ス
な
も
の

で
あ
っ
た
。
事
実
、
第
一
回
の
会
議
で
は
事
務
局
が
用
意
し
た
調
査
報
告
書
（
↓
ぎ
ω
詫
轟
け
一
2
5
爵
Φ
冒
9
弩
q
望
8
一
H
呂
島
ぼ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

甘
幕
一
〇
署
）
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。

　
鉄
鋼
部
会
は
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
協
議
体
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
事
態
は
進
展
し
て
ゆ
く
。
ひ
と
つ
は
、
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム
の
発
足

で
あ
る
。

　
多
様
な
情
況
認
識
、
利
害
を
持
っ
た
主
体
が
構
成
す
る
マ
ル
チ
の
場
で
は
明
確
な
情
報
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
各
国
間

に
大
き
な
バ
イ
ァ
ス
が
あ
り
、
ま
た
タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
と
も
な
い
が
ち
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う

名
前
を
原
案
と
し
て
持
っ
て
い
た
が
、
E
C
は
そ
の
語
感
が
「
監
視
」
を
連
想
さ
せ
る
と
し
て
強
く
反
対
、
結
局
ア
メ
リ
カ
は
制
度
の
す

み
や
か
な
発
足
を
重
視
し
て
、
「
情
報
収
集
制
度
」
（
留
総
旨
｛
R
σ
蔓
騨
9
＆
お
首
h
9
目
豊
8
）
と
い
う
呼
び
名
を
本
会
議
に
提
案
、
合

　
　
（
6
）

意
さ
れ
た
。
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第
二
は
、
先
進
国
鉄
鋼
業
の
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
が
、
ひ
と
ま
ず
も
た
ら
さ
れ
た
点
で
あ
る
（
第
二
回
会
合
）
。

　
す
な
わ
ち
、
O
E
C
D
加
盟
国
の
鉄
鋼
業
は
深
刻
な
不
況
に
直
面
し
て
お
り
、
雇
用
水
準
や
経
営
状
態
に
大
き
な
問
題
が
生
じ
つ
つ
あ

る
こ
と
、
そ
の
結
果
、
一
部
の
国
は
緊
急
の
対
策
に
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
世
界
的
な
能
力
過
剰
問
題
は
長
期
化
の
様
相
を
深
め

つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
に
鉄
鋼
業
が
有
し
て
い
る
景
気
循
環
的
性
格
が
加
わ
り
、
景
気
後
退
期
に
お
け
る
苦
況
は
将
来
も
く
り
返
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
、
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
て
、
O
国
際
貿
易
の
発
展
、
◎
鋼
材
の
価
格
決
定
、
◎
世
界
鉄
鋼
業
に
お
け
る
構

造
変
化
、
の
三
点
が
次
回
会
合
の
優
先
議
題
と
す
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
」
政
策
論
議
へ
の
足
が
か
り
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
以
下
の
よ
う
な
原
則
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
第
三
回
会
合
）
。

　
e
構
造
調
整
、
近
代
化
が
長
期
的
に
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
持
続
的
に
優
先
的
な
注
意
を
払
う
ぺ
き
で
あ
る
。
そ
の
過
程
は

　
　
困
難
を
と
も
な
い
、
ま
た
時
に
は
苦
し
み
を
と
も
な
う
が
、
メ
ン
バ
ー
国
は
国
際
的
な
枠
組
み
の
な
か
で
協
調
す
ぺ
き
で
あ
り
、
調

　
　
整
の
重
荷
を
他
国
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
避
け
る
ぺ
き
で
あ
る
。

　
⑭
　
い
か
な
る
応
急
措
置
も
、
国
際
貿
易
の
自
由
か
つ
公
正
な
流
れ
お
よ
び
世
界
の
鉄
鋼
業
を
合
理
化
す
る
た
め
の
長
期
的
必
要
性
と

　
　
整
合
性
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鉄
鋼
業
の
基
本
問
題
の
い
か
な
る
解
決
も
、
量
的
な
規
制
に
依
存
す
る
．
｝
と
に
よ
っ

　
　
て
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
匂
　
価
格
の
問
題
は
特
に
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
，
需
要
低
迷
期
に
は
価
格
が
下
落
し
、
赤
字
販
売
の
傾
向
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
こ
の
よ
う
な
時
、
ど
の
国
も
自
国
の
生
産
と
雇
用
に
損
失
を
与
え
て
ま
で
不
当
な
低
価
格
に
よ
る
大
量
の
輸
入
を
受
け
入
れ
る
こ
と

　
，
は
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
輸
入
に
対
す
る
い
か
な
る
措
置
も
、
従
来
の
質
易
パ
タ
ー
ン
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ

　
　
解

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
O
E
C
D
の
揚
で
は
第
三
回
会
合
が
終
っ
た
時
点
で
、
ひ
と
ま
ず
議
論
の
大
枠
が
定
ま
り
、
実
質
的
な
協
議
段
階
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に
は
い
る
準
備
が
整
っ
た
か
の
感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
事
態
は
O
E
C
D
の
枠
外
で
急
展
開
を
み
せ
る
。
米
、
E
C
は
切
迫
す
る
国
内

（
域
内
）
の
状
況
に
対
し
、
あ
ら
た
な
政
策
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
が
ア
メ
リ
カ
の
ト
リ
ガ
i
価
格
制
度
で
あ
り
、
E
C
べ

ー
シ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ス
制
度
、
二
国
間
協
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
T
P
M
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
章
で
述
べ
た
。
一
方
、
E
C
は
七
七
年
当
初
よ
り
着
手
し
た
危
機
対
策
（
シ
モ
ネ
・
プ
ラ
ン
、
第
一
次

ダ
ピ
ニ
ヨ
ン
・
プ
ラ
ン
）
に
よ
っ
て
も
域
内
需
給
、
価
格
が
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
E
C
業
界
は
輸
入
鋼
材
に
対
す
る
価
格
、

数
量
両
面
の
規
制
措
置
を
E
C
委
員
会
に
求
め
た
。
E
C
外
相
理
事
会
は
七
七
年
一
二
月
、
べ
ー
シ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ス
制
度
お
よ
び
二
国

間
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
決
定
、
七
八
年
一
月
か
ら
べ
ー
シ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ス
を
下
回
る
輸
入
に
対
し
て
は
暫
定
関
税
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
な
っ
た
。
ま
た
、
域
内
に
お
け
る
最
低
価
格
制
度
や
企
業
別
出
荷
割
当
て
も
実
施
に
移
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
米
、
E
C
の
鉄
鋼
政
策
と
併
行
し
て
、
O
E
C
D
の
鉄
鋼
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
も
う
ひ
と
つ
刺
激
が
入
力
さ
れ
た
。
M
T

N
（
東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
）
の
本
格
化
で
あ
る
。
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二
　
M
T
N
の
進
展
と
O
E
C
D
鉄
鋼
協
議
の
常
設
化

　
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
「
ソ
・
モ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ
っ
て
、
国
内
圧
力
を
ひ
と
ま
ず
か
わ
し
、
政
治
的
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
手
に
入
れ

た
が
、
こ
の
時
期
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
は
本
格
的
な
東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
（
M
T
N
と
O
E
C
D
鉄
鋼
協

議
の
主
要
イ
ヴ
ェ
ン
ト
に
つ
い
て
は
表
1
0
を
参
照
）

　
こ
れ
よ
り
さ
き
、
M
T
N
の
成
功
を
う
た
っ
た
・
ン
ド
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
（
七
七
年
五
月
）
合
意
を
フ
ォ
・
i
ア
ッ
プ
す
べ
く
、
ス
ト
ラ

ゥ
ス
S
T
R
大
使
は
七
月
に
E
C
の
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
委
員
長
と
会
談
、
翌
七
八
年
一
月
十
五
日
頃
ま
で
に
以
下
の
四
段
階
の
交
渉
プ
ロ
セ

ス
を
完
了
さ
せ
る
と
の
了
解
に
達
し
て
い
た
。
O
関
税
交
渉
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
合
意
、
⑬
リ
ク
エ
ス
ト
の
提
出
、
国
非
関
税
措
置
等
に
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表10MTN，OECD鉄鋼協議主要日誌

1973　2．5

　　4．10
　　6．25～26

　　8．31
　　9．12～14

　　10．24＾げ26

　　12．11

1974　2，7

　　7．17～18
　　12．13

1975　1．3

　　2．11～13

7．15～16

11．15～17

12．9～11

1976　　6．27～28

　　11．5
1977　　5，　4，　11

　　5，7解8

7。11

7，20

7．27

7．28

9。29解30

11．28～29

　　11．30

1978　　1。18

1．20

ガット理事会（閣僚会議の東京開催を決定）

米政府，「通商法案」を議会に提出

EC外相理事会，新国際ラウンドに臨む基本方針を決定

日本，r新国際ラウンドヘの参加について」閣議決定

ガット東京閣僚会議（東京宣言採択，東京ラウンド交渉正式開

始，貿易交渉委員会を設立）

第1回貿易交渉委員会（作業計画，機構問題を討議）

米下院本会議，通商法案を可決

第2回貿易交渉委員会（準備作業グループを設立）

第3回貿易交渉委員会（今後の作業計画を検討）

米上院本会議，通商法案を可決

米大統領，1974年通商法に署名，同日成立

第4回貿易交渉委員会（関税，非関税措置，セクター，セーフガ

ード，農業及ぴ熱帯産品について交渉グループを設立）

第5回貿易交渉委員会（交渉の進捗状況をレヴュー）

ランプイエ主要先進国首脳会議（1977年中に東京ラウンドを完

了するとの目標を提案）

第6回貿易交渉委員会（1977年中を交渉終了目標とする提案を

支持）

プエルト・リコ主要先進国首脳会議（東京ラウンドの1977年終

結を再確認）

第7回貿易交渉委員会（フレームワーク・グノレープを設立）

OECD理事会（鉄鋼特別部会の設置を条件付きで承認）

・ンドン主要先進国首脳会議（交渉の重要な諸分野において1977

年中に実質的進展を図ることを合意）

米国のストラウス大使及びECのジェンキンス委員長は，東京

ラウンドを促進するため1978年1月15日迄の具体的交渉スケジ

ュールを提案

鉄鋼特別部会第1回会合

農業グループ（交渉日程を決定）

非関税措置グループ（交渉日程を決定）

鉄鋼特別部会第2回会合

ガット第33回総会（日本，関税のイニシアル・オファーを明年

1月15日迄に提出する旨を演説）

鉄鋼特別部会第3回会合

日本，関税，非関税措置及ぴ農産物に関するイニシアル・オファ

ーを提出

EC，関税，非関税措置及び農産物に関するイニシアル・オファ

207



一橋大学研究年報　法学研究　14

1．23

2．15飼16

4．9～10

6．8＾’9

6．19～20
7
．
3

7．10＾’13

7．13

7．16～17

7．26～27

9．20’》21

10．26

11．15～17

11．20

12．18

1979　1．4

　　　1．30

　　　4．3

　　　4，11～12

4．12

4．26～27

6，26

7．11

7．26

10。21

11．26解29

12．17

一を提出

米国・関税・非関税措置及ぴ農産物に関するイニシアル・オファ

ーを提出

非公式閣僚レベル会合開催（ジュネープ）

鉄鋼特別部会第4回会合

非公式閣僚レベル会合開催（ジュネーブ）（日，米・ECは・7月

中の交渉実質妥結を合意）

鉄鋼特別部会第5回会合

日・米・EC閣僚レペル会合開催（ワシントン）

第8回貿易交渉委員会（交渉の進捗状況をレヴュー）

非公式閣僚レベル会合を開催（ジュネーブ）

r東京ラウンド交渉の現状に関する数力国代表団声明」を発表

ボン主要先進国首脳会議（細部にわたる交渉を1978年12月15

日迄に完了することを合意）

鉄鋼特別部会第6回会合

　”　　”　第7回会合

OECD理事会決定によリ鉄鋼委員会設置

日・米・EC閣僚レベル会合開催（ジュネーブ）

鉄鋼委員会第1回会合

東京ラウンドに関する日米共同声明発表（ジュネーブ）（日米間

の主要問題について大筋合意）

米政府，議会に対し東京ラウンド交渉締結の意図を通告

鉄鋼委員会第2回会合（議長に米STRウルフ次席代表を選出）

EC外相理事会MTNパッケージに原則的承認
第9回貿易交渉委員会（「調書」を署名のため開放することを決

定）

「調書」の開放（日，米，北欧，スイス，豪州等12力国及ぴEC

が同日中に署名）

鉄鋼委員会第3回会合

　”　　”第4回会合

関税プ・トコールを署名のため開放

米国の1979年通商協定法成立

鉄鋼委員会第5回会合（議長に米STRホーマッツ次席代表を選
出）

第35回ガット総会（東京ラウンドの交渉成果を正式に承認）

東京ラウンドで作成されたコードの署名式

『東京ラウンドの全貌』48－50頁，OECD資料より作成
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関
す
る
国
際
コ
ー
ド
案
の
提
出
、
㈲
オ
フ
ァ
ー
の
提
出
、
で
あ
る
。

　
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
オ
フ
ァ
ー
提
出
後
の
二
国
間
交
渉
を
三
ヵ
月
で
終
了
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
、
こ
れ
以
上
東
京
ラ
ウ
ン
ド
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
保
護
主
義
の
動
き
を
助
長
さ
せ
、
世
界
貿
易
を
縮
少
均
衡
さ
せ
る
危
険

が
強
ま
る
こ
と
、
ま
た
、
さ
し
迫
ま
っ
た
問
題
と
し
て
は
、
翌
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
統
領
選
挙
と
ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
と
の
タ
イ
、
・
・
ン
グ
を
う
ま
く
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
こ
の
米
．
E
C
了
解
を
受
け
て
七
七
年
秋
以
降
、
主
要
国
間
で
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
鉱
工
業
品
の
関
税
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
ハ
ー

モ
ニ
ぜ
ー
シ
ョ
ン
方
式
を
採
用
し
、
加
重
平
均
引
き
下
げ
率
は
四
〇
％
に
す
る
と
い
う
案
が
生
ま
れ
て
き
た
。
最
初
に
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
オ

フ
ァ
ー
を
提
出
し
た
の
は
日
本
で
あ
り
（
七
八
年
一
月
十
八
日
）
、
北
欧
諸
国
（
同
月
十
九
日
）
、
E
C
（
同
月
二
〇
日
）
、
米
（
同
月
二

三
日
）
と
続
い
た
。

　
主
要
国
に
よ
る
関
税
、
非
関
税
措
置
お
よ
び
農
産
物
に
つ
い
て
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
オ
フ
ァ
ー
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
二
国
間
交

渉
が
開
始
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
一
月
お
よ
ぴ
四
月
の
非
公
式
閣
僚
レ
ベ
ル
会
合
に
お
い
て
、
米
・
E
C
・
日
間
で
M
T
N
を
七
八
年

夏
ま
で
に
実
質
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
七
三
年
九
月
の
「
東
京
宣
言
」
に
始
ま
っ
た
M
T
N
は
、
石
油
危
機
の
発

生
や
米
国
の
七
四
年
通
商
法
成
立
の
遅
れ
な
ど
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
具
体
的
な
タ
イ
ム
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
も
と
、
よ
う
や
く
本
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

交
渉
に
は
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
鉄
鋼
特
別
部
会
を
「
常
設
機
関
」
に
す
る
と
い
う
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
も
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
。
本
章
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ

う
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
M
T
N
が
関
税
の
引
き
下
げ
を
オ
フ
ァ
ー
す
る
の
み
で
自
分
達
の
利
益
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
鉄
鋼
業
界
の

不
満
に
対
し
、
よ
り
説
得
な
対
応
を
せ
ま
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
M
T
N
に
お
い
て
主
要
各
国
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
オ
フ
ァ
ー
が
出
そ
ろ
い
、
二
国
間
協
議
が
進
行
し
始
め
た
七
八
年
三
月
、
ア
メ
リ
カ
政
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府
は
日
本
、
E
C
に
対
し
常
設
化
の
提
言
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
現
行
の
枠
組
み
に
は
「
何
を
な
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
の

完
全
な
意
見
の
一
致
が
な
い
こ
と
、
各
国
が
導
入
す
る
貿
易
措
置
の
事
前
協
議
、
既
存
の
貿
易
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
明
確
化
な
ど
に
実
質

的
成
果
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
へ
の
不
満
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
ア
メ
リ
カ
提
案
に
対
し
、
E
C
、
日
本
は
、
M
T
N
と
の
関
係
の
あ
い
ま
い
さ
、
他
の
セ
ク
タ
ー
へ
の
波
及
、
発
展
途
上
国
の
参

加
が
問
題
を
複
雑
化
さ
せ
る
点
、
管
理
貿
易
を
正
当
化
し
保
護
主
義
を
助
長
さ
せ
る
危
険
を
は
ら
む
な
ど
と
し
て
疑
念
を
呈
し
、
さ
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
レ

発
足
し
た
情
報
収
集
制
度
の
効
果
的
な
運
用
の
方
が
先
決
で
あ
る
と
の
立
揚
を
と
っ
た
。

　
だ
が
こ
の
よ
う
な
意
見
の
相
違
も
、
M
T
N
促
進
と
い
う
目
的
の
前
で
は
調
整
可
能
な
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
た
。
七
八
年
四
月
二
五
日

の
ス
ト
ラ
ウ
ス
S
T
R
代
表
”
ダ
ビ
ニ
ヨ
ン
E
C
委
員
会
委
員
n
天
谷
通
産
省
基
礎
産
業
局
長
の
三
者
協
議
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
基
本
線
が

も
た
ら
さ
蓮
・
冒
際
協
力
の
奮
の
£
泉
続
的
な
仕
組
み
（
§
・
ε
①
§
曇
弩
二
§
・
）
念
要
で
あ
る
．
鉄
鋼
膿

は
短
期
間
に
解
決
さ
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
将
来
も
繰
り
返
え
し
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
回
の
危
機
の
経
験
を
生
か
し
て
対
処
す

る
必
要
が
あ
る
。
ω
鉄
鋼
間
題
の
検
討
に
つ
い
て
、
従
来
よ
り
広
い
マ
ン
デ
ー
ト
を
も
つ
国
際
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
設
立
し
、
政
策
討

議
お
よ
ぴ
共
通
の
関
心
事
項
た
る
関
連
分
野
の
検
討
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
国
各
国
の
協
力
お
よ
び
個
別
の
措
置
に
つ
い
て
、
明
確

な
方
向
づ
け
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
同
時
に
、
あ
ら
た
な
多
国
間
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
取
り
扱
う
問
題
と
し
て
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

e
　
鉄
鋼
需
給
状
況
の
フ
ォ
・
－
お
よ
ぴ
将
来
見
通
し

⑭
　
鉄
鋼
業
の
雇
用
、
利
潤
、
投
資
、
生
産
コ
ス
ト
、
生
産
性
等
の
変
化
の
フ
ォ
・
－

⑫
　
鉄
鋼
間
題
に
関
す
る
共
通
の
見
通
し
お
よ
び
必
要
な
揚
合
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

㈲
　
G
A
T
T
等
の
国
際
ル
ー
ル
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
す
る
整
合
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
の
各
国
鉄
鋼
政
策
の
レ
ヴ
ュ
ー
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㈲
　
望
ま
し
く
な
い
鉄
鋼
投
資
の
拡
大
を
回
避
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

　
こ
の
三
者
了
解
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
点
が
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
こ
の
了
解
に
つ
い
て
の
関
係
各
国
の
同
意
取
り
つ

け
時
期
が
、
M
T
N
の
実
質
妥
結
の
め
ど
と
さ
れ
た
七
月
中
旬
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
再
三
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
あ

ら
た
な
常
設
機
関
の
創
設
が
M
T
N
支
援
を
意
味
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
新
設
の
場
を
ど
こ
に
す
る
か
と
い
う
点
で
日
・
米
・
E
C
間
に
意
見
の
一
致
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
O

E
C
D
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
ゆ
る
や
か
な
拘
束
力
し
か
持
た
な
い
こ
と
、
発
展
途
上
国
を
参
加
さ
せ
る
点
で
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
態
度
を
保
留
し
た
。
一
方
、
日
本
、
E
C
は
O
E
C
D
の
場
を
考
え
、
特
別
部
会
の
発
展
的
解
消
が
望
ま
し
い
と
し
た
。

　
新
し
い
常
設
機
関
を
め
ぐ
る
論
議
は
当
然
そ
の
あ
と
の
第
五
回
特
別
部
会
（
七
八
年
六
月
）
に
出
さ
れ
、
日
、
米
、
E
C
以
外
の
参
加

国
の
意
見
が
求
め
ら
れ
た
。
各
国
の
反
応
は
、
ア
メ
リ
カ
を
除
い
て
、
O
E
C
D
と
す
る
点
で
原
則
的
な
一
致
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
ど

こ
ま
で
永
続
的
な
も
の
に
す
る
か
と
い
う
点
で
は
E
C
が
疑
問
を
呈
し
た
。
ま
た
、
鉄
鋼
中
進
国
の
参
加
問
題
と
O
E
C
D
の
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
と
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
も
議
論
さ
れ
た
。

　
設
置
の
揚
と
構
成
員
の
範
囲
に
加
え
て
、
新
設
機
関
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
新

機
関
が
市
揚
分
割
の
方
向
に
む
か
う
危
険
性
、
鉄
鋼
貿
易
の
固
定
化
に
加
担
す
る
危
険
性
、
G
A
T
T
の
法
的
枠
組
み
や
セ
ク
タ
ー
別
ア

プ
・
ー
チ
と
重
複
す
る
危
険
性
な
ど
が
E
C
、
カ
ナ
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
な
ど
か
ら
出
さ
れ
た
。
日
本
も
ま
た
、
ア
メ
リ
ヵ
の

意
向
に
原
則
的
に
同
意
し
つ
つ
、
市
場
分
割
に
走
っ
た
り
、
貿
易
の
縮
少
均
衡
を
招
来
す
る
危
険
の
あ
る
リ
ジ
ッ
ド
な
セ
ク
タ
ー
別
交
渉

の
揚
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。

　
こ
の
第
五
回
会
合
の
約
一
ヵ
月
後
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
い
て
米
、
E
C
、
日
本
、
カ
ナ
ダ
等
の
主
要
国
各
僚
を
含
め
た
M
T
N
交
渉
が

集
中
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
七
月
中
旬
を
め
ど
に
実
質
合
意
に
達
す
る
と
い
う
了
解
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
ま
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で
に
「
七
月
中
旬
了
解
」
を
は
ば
む
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。
農
産
物
を
め
ぐ
る
日
米
、
補
助
金
．
相
殺
関
税
を
め
ぐ
る
米
．
E
C
、
選

択
的
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
め
ぐ
る
日
・
E
C
間
の
対
立
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
れ
に
加
え
て
、
七
月
に
入
る
と
E
C
が
一
旦
オ
フ
ァ
ー
し
た
関
税
引
き
下
げ
案
を
大
幅
に
撤
回
し
た
た
め
、
事
態
は
こ
じ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

結
局
、
「
東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
現
状
に
関
す
る
数
力
国
代
表
団
声
明
」
を
出
す
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
声
明
は
「
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
包
括
的
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
主
要
要
素
に
関
す
る
了
解
の
枠
組
み
が
得
ら
れ
た
」
と
す
る
点

で
積
極
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
項
目
目
鉄
鋼
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
点
に
特
に
注
目
し
た
い
。
鉄
鋼

問
題
は
「
工
業
品
関
税
」
の
項
目
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
代
表
国
は
、
O
E
C
D
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
鉄
鋼
委
員
会
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
鉄
鋼
に
関
す
る
多
角
的
決
議
の
準
備
に
関

　
　
す
る
討
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
。
そ
の
よ
う
な
決
議
を
適
当
な
時
期
に
採
択
す
る
こ
と
は
、
鉄
鋼
製
品
に
関
す
る

　
　
東
京
ラ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
交
渉
を
容
易
に
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
文
言
は
、
「
代
表
団
声
明
」
が
取
り
上
げ
た
も
う
ひ
と
つ
の
品
目
で
あ
る
航
空
機
問
題
が
、
「
関
税
の
撤
廃
お
よ
び
他
の
措
置
に
よ

る
貿
易
制
限
的
な
い
し
阻
害
的
効
果
の
で
き
う
る
限
り
の
軽
減
ま
た
は
廃
止
を
含
め
、
最
大
限
の
自
由
を
交
渉
す
る
と
の
目
的
に
つ
き
合

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

意
し
た
」
と
交
渉
内
容
に
論
及
し
て
い
る
の
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
特
異
さ
が
一
層
め
だ
つ
。
鉄
鋼
に
関
す
る
論
及
が
、
ア
メ
リ
カ
代
表

団
の
強
い
要
請
に
よ
る
と
い
う
事
実
は
、
ア
メ
リ
カ
が
い
か
に
国
内
向
け
に
「
国
際
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を
必
要
と
し
て
い
た
か
を

如
実
に
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
代
表
国
声
明
は
そ
の
二
日
後
の
ボ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
で
支
持
さ
れ
、
M
T
N
の
完
了
を
同
年
二
一
月
一
五
日
と
す
る
こ
と
が
声
明
に

謳
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
個
別
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
鉄
鋼
問
題
が
、
M
T
N
を
媒
介
と
し
て
サ
ミ
ッ
ト
．
レ
ベ
ル
に
ま
で
争
点
の
ハ

イ
ァ
ラ
キ
ー
を
上
昇
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
「
副
次
的
問
題
」
と
し
て
で
は
あ
っ
た
が
。
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さ
て
、
ボ
ン
・
サ
、
・
・
ッ
ト
の
十
日
後
、
O
E
C
D
で
は
第
六
回
の
鉄
鋼
特
別
部
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
揚
で
は
委
員
会
設
立
の
決
議
案

に
つ
き
協
議
さ
れ
た
が
、
M
T
N
終
了
が
十
二
月
に
ず
れ
こ
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
具
体
的
な
結
論
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
鉄
鋼
委
員
会
の

設
立
は
九
月
二
〇
、
二
一
日
の
第
七
回
会
合
で
そ
の
大
枠
に
合
意
が
生
ま
れ
、
翌
十
月
二
六
日
の
理
事
会
に
お
い
て
正
式
決
定
さ
れ
た
の

　
（
1
3
）

で
あ
る
。

　
委
員
会
設
立
に
際
し
多
く
の
議
論
を
よ
ん
だ
非
加
盟
国
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
条
件
を
満
た
す
揚
合
、
委
員
会
は
参
加
招
請
を
理

事
会
に
提
案
で
き
る
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
該
国
が
委
員
会
の
作
業
に
つ
い
て
妥
当
な
範
囲
内
で
委
員
会
参
加
の
加
盟
国
と
同
一
の

コ
、
・
、
ッ
ト
メ
ン
ト
を
負
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
負
う
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
、
非
加
盟
国
の
参
加
が
委
員
会
の
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
に
貢
献
す
る
と
認
め
ら
れ
る
揚
合
、
で
あ
る
。

　
以
上
が
常
設
委
員
会
成
立
ま
で
の
大
筋
で
あ
る
。
第
一
回
の
鉄
鋼
委
員
会
は
七
八
年
十
一
月
二
〇
日
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
カ
ー
タ

ー
政
権
が
、
連
邦
議
会
に
M
T
N
締
結
の
意
図
を
通
告
す
る
一
ヵ
月
半
ま
え
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
四
ヵ
月
後
、
M
T
N
の
仮
調
印
が

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
お
こ
な
わ
れ
（
四
月
十
二
日
）
、
さ
ら
に
そ
の
三
ヵ
月
後
、
M
T
N
合
意
の
国
内
実
施
法
で
あ
る
「
七
九
年
通
商
協
定
法
」

が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
成
立
し
た
（
七
月
二
六
日
）
。

保護貿易の政治学（H）

　
三
　
米
日
欧
問
の
対
立
と
妥
協

　
東
京
ラ
ウ
ン
ド
が
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
問
題
を
積
み
残
し
た
と
は
い
え
、
成
立
し
た
こ
と
は
、
自
由
貿
易
体
制
に
と
っ
て
大
き
な
成
功
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
O
E
C
D
に
政
治
的
解
を
求
め
た
ア
メ
リ
カ
政
府
の
選
択
も
、
ひ
と
ま
ず
功
を
奏
し
た
の
で
あ
る
。

　
O
E
C
D
の
揚
も
、
T
P
M
と
似
て
、
国
内
圧
力
と
国
際
的
要
請
と
の
あ
い
だ
の
均
衡
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
政
治
的
均
衡
の
意

義
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
そ
し
て
、
日
欧
は
ど
の
よ
う
な
立
揚
か
ら
、
O
E
C
D
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
常
設
化
を
受
諾
し
た
の
か
。
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鉄
鋼
委
員
会
の
意
義
を
み
る
に
際
し
ま
ず
問
う
ぺ
き
は
、
「
政
治
的
解
」
の
中
味
、
つ
ま
り
、
な
ぜ
G
A
T
T
で
は
な
く
O
E
C
D
で

あ
っ
た
か
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
発
端
は
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
界
の
セ
ク
タ
ー
別
交
渉
要
求
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
日

欧
の
強
い
反
対
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
M
T
N
の
国
際
的
、
国
内
的
成
立
を
一
定
の
時
間
的
制
約
の
も
と
で
実
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
O
E
C
D
が
ま
っ
た
く
機
会
主
義
的
、
便
宜
的
選
択
で
し
か
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
．
｝
の

こ
と
は
G
A
T
T
と
比
較
す
る
と
あ
き
ら
か
と
な
る
。

　
G
A
T
T
は
O
E
C
D
よ
り
も
は
る
か
に
リ
ー
ガ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
枠
組
み
作
り
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
V

各
国
の
利
害
が
交
渉
と
い
う
形
で
先
鋭
化
し
が
ち
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
討
議
に
は
長
時
間
を
要
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
他
方
、
O
E
C
D

は
先
進
国
の
ク
ラ
ブ
的
性
格
を
持
ち
、
そ
こ
で
の
合
意
も
、
あ
く
ま
で
紳
士
協
定
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
「
造
船
部
会
」
や

「
公
的
輸
出
信
用
会
議
」
の
例
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
O
E
C
D
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
間
接
的
な
が
ら
秩
序
機
能
を
果
た
し
う

る
。
日
欧
が
G
A
T
T
日
M
F
A
の
よ
う
な
リ
ジ
ッ
ド
な
枠
組
み
に
強
く
反
対
し
、
他
方
で
大
統
領
の
交
渉
権
限
が
五
年
を
も
っ
て
失
効

す
る
以
上
、
ア
メ
リ
カ
が
O
E
C
D
で
の
貿
易
秩
序
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
化
を
目
指
す
二
と
は
合
理
的
で
す
ら
あ
っ
た
。

　
G
A
T
T
は
ま
た
、
貿
易
ル
ー
ル
作
り
と
並
ん
で
鉄
綱
協
議
の
核
心
と
な
る
で
あ
ろ
う
価
格
や
生
産
水
準
の
論
議
に
な
じ
ま
な
い
。
実

際
、
G
A
T
T
で
活
動
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
は
法
律
の
専
門
家
で
あ
り
、
一
個
別
産
業
セ
ク
タ
ー
た
る
鉄
綱
問
題
の
実
質
的
対
処
に
難

航
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
点
、
O
E
C
D
の
方
が
幅
広
い
人
材
、
組
織
風
土
の
両
面
で
セ
ク
タ
ー
別
委
員
会
の
成
立
が
容
易
な
は
ず
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
さ
き
の
鉄
綱
特
別
部
会
の
活
動
を
受
け
継
ぐ
こ
と
は
、
事
務
局
整
備
の
面
で
も
有
利
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
あ
ら
た
な
揚

を
求
め
る
よ
り
も
、
既
存
の
枠
組
み
を
発
展
さ
せ
る
方
が
能
率
的
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
理
由
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
重
要
な
点
は
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
範
囲
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
G
A
T
T
に
は
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先
進
工
業
諸
国
は
も
と
よ
り
多
数
の
発
展
途
上
国
、
中
進
国
が
加
盟
し
て
い
る
。
東
京
ラ
ゥ
ン
ド
に
は
九
九
力
国
が
参
加
し
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
な
か
で
多
国
間
協
議
を
す
る
こ
と
は
G
A
T
T
の
法
的
、
交
渉
的
性
絡
と
あ
い
ま
っ
て
、
い
つ
結
論
が
で
る
か
予
測
し
難
か
っ

た
。　
し
か
も
委
員
会
設
立
当
時
の
緊
急
課
題
は
日
米
欧
間
の
貿
易
問
題
で
あ
り
、
こ
の
三
本
柱
の
あ
い
だ
で
話
し
を
つ
け
る
こ
と
が
先
決
で

あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
メ
キ
シ
コ
、
韓
国
等
の
鉄
鋼
中
進
国
問
題
は
中
・
長
期
的
な
調
整
課
題
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
選
択
は
、
そ
の
本
来
の
動
機
が
便
宜
的
ー
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
作
り
自
体
の
成
立
を
急
ぐ

と
い
う
ー
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
限
ら
れ
た
与
件
の
も
と
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
可
能
性
－
目
標
の
極
大
化
で
は
な
く
満
足
化
基
準

ー
か
ら
み
れ
ば
、
政
治
的
合
理
性
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
し
か
も
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
G
A
T
T
の
枠
外
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
枠
内
に
お
い
て
対
応
す
る
と
い
う
方
法
を
注
意
深
く
選

ん
だ
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
M
T
N
の
進
行
状
況
を
に
ら
み
つ
つ
、
「
東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
現
状
に
関
す
る
数
力
国
代
表
団
声
明
」
（
前
述
、

一
九
七
八
年
七
月
一
三
日
）
の
な
か
で
鉄
綱
委
員
会
と
M
T
N
”
G
A
T
T
と
の
関
連
を
述
ぺ
さ
せ
、
国
内
圧
力
を
か
わ
す
戦
術
を
と
っ

た
。
ま
た
鉄
鋼
委
員
会
設
立
の
際
の
「
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
が
、
委
員
会
構
成
国
の
導
入
す
る
い
か
な
る
貿
易
措
置
も
G

A
T
T
の
規
定
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
含
む
す
ぺ
て
の
措
置
は
委
員
会
お
よ
ぴ
G
A
T
T
に
通
報
さ
れ
る
と
規

定
し
て
い
る
点
を
挙
げ
、
国
内
説
得
に
意
を
そ
そ
い
だ
。

　
M
T
N
成
立
の
た
め
に
、
問
題
を
ひ
と
ま
ず
G
A
T
T
の
外
に
置
き
、
あ
ら
た
め
て
G
A
T
T
の
大
枠
”
理
念
と
関
連
づ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
政
治
的
均
衡
点
を
見
い
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
に
対
し
、
日
欧
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
M
T
N
で
の
セ
ク
タ

ー
・
ア
プ
・
ー
チ
が
、
従
来
の
鉄
鋼
貿
易
秩
序
を
縮
少
均
衡
さ
せ
る
危
険
あ
り
と
し
て
、
こ
れ
に
強
く
反
対
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
ぺ
た
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が
、
O
E
C
D
に
対
し
で
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
・
一
，
言
で
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
消
極
的
受
諾
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
日
欧
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
市
揚
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
O
E
C
D
の
揚
ま
で
拒
否
で
き
な
か
っ
た
。

　
も
っ
と
も
両
者
の
あ
い
だ
に
は
微
妙
な
違
い
が
あ
っ
た
。
E
C
は
、
そ
の
豊
富
な
多
角
外
交
の
経
験
か
ら
、
O
E
C
D
な
ら
ば
そ
の
組

織
風
土
か
ら
し
て
自
分
に
不
利
益
な
鉄
鋼
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
で
き
な
い
と
当
初
か
ら
判
断
し
て
い
た
。
E
C
は
鉄
鋼
委
員
会
の
付
託

事
項
や
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
内
容
な
ど
か
ら
み
て
も
、
O
E
C
D
な
ら
実
害
は
な
か
ろ
う
と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
E
C
に
す
れ
ば
、
域
内
問
題
は
、
官
レ
ベ
ル
で
は
E
C
委
員
会
、
民
レ
ベ
ル
で
は
欧
州
鉄
鋼
連
盟
（
切
9
0
h
巽
）
に
よ
っ
て
万
全
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
域
外
に
つ
い
て
は
、
二
国
間
交
渉
で
十
分
対
処
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
さ
ら
に
、

O
E
C
D
の
起
源
は
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
そ
れ
を
無
視
あ
る
い
は
拒
否
す
る
こ
と
は
西
欧
の
政
治
外
交
風
土
に
な
じ
む
も
の

で
は
な
か
っ
た
。

　
日
本
は
と
い
う
と
、
当
初
E
C
よ
ヶ
む
は
る
か
に
ナ
イ
ー
ブ
な
反
応
を
示
し
た
。
鉄
鋼
委
員
会
が
市
揚
分
割
の
方
向
に
む
か
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
懸
念
で
あ
る
。
欧
米
鉄
鋼
業
の
不
振
↓
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
ー
↓
過
剰
設
備
↓
能
力
増
投
資
抑
制
↓
管
理
貿
易
。
市
場

分
割
、
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
も
っ
と
も
警
戒
し
た
。

　
市
揚
分
割
へ
の
疑
念
は
、
特
に
民
間
に
強
く
存
在
し
た
。
業
界
は
自
分
達
の
あ
ず
か
り
知
ら
な
い
政
府
間
べ
…
ス
で
協
議
が
進
行
す
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
た
。
こ
の
よ
う
な
懸
念
は
O
E
C
D
で
の
多
角
外
交
の
実
態
を
熟
知
し
て
い
れ
ば
起
り
う
ぺ
く
も
な
か
っ
た
が
、

当
時
の
情
勢
は
日
本
を
「
バ
ッ
ド
・
ボ
ー
イ
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
種
の
危
惧
も
そ
れ
な
り
に
理
解

で
き
る
。

　
日
本
政
府
も
制
限
的
な
鉄
鋼
貿
易
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
ら
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
が
定
着
す

る
と
、
新
た
な
貿
易
制
限
措
置
の
導
入
を
合
理
化
し
、
安
易
に
導
入
す
る
道
を
開
く
危
険
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
危
惧
の
一
方
で
、
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ア
メ
リ
カ
政
府
の
意
向
に
で
き
る
だ
け
沿
う
こ
と
も
必
要
で
あ
っ
た
。
当
面
の
問
題
と
し
て
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
成
功
が
あ
り
、
O
E
C
D

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
作
り
に
協
力
す
る
こ
と
は
、
M
T
N
に
お
け
る
対
米
コ
ン
セ
ッ
シ
日
ン
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

E
C
と
は
理
由
が
異
な
る
も
の
の
、
日
本
に
と
っ
て
も
O
E
C
D
は
許
容
範
囲
内
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

保護貿易の政治学（H）

　
四
　
国
際
的
認
知
を
め
ぐ
る
政
治

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
O
E
C
D
で
の
多
角
的
調
整
の
成
立
構
図
は
、
基
本
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
と
日
欧
の
消
極
的
受
容

と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。
日
米
欧
と
も
、
各
自
の
行
動
な
り
政
策
を
O
E
C
D
と

い
う
権
威
あ
る
マ
ル
チ
の
揚
で
認
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
鉄
鋼
委
員
会
が
成
立
し
た
一
九
七
八
年
と
い
う
年
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
っ
て
ト
リ
ガ
ー
価
格
制
度
が
導

入
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
は
手
続
き
的
に
は
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
法
の
簡
略
適
用
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
従
来
の
対
米
貿

易
実
績
に
大
幅
な
変
更
を
も
た
ら
す
保
護
主
義
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
E
C
が
鉄
鋼
危
機
対
策
の
一
環
と
し
て
導
入
し
た
ベ
ー

シ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ス
制
度
と
価
格
．
数
量
の
二
国
間
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
、
G
A
T
T
規
定
す
れ
す
れ
の
「
灰
色
の
領
域
」
を
含
ん
で
い

た
。　

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
と
E
C
は
そ
れ
ぞ
れ
が
導
入
し
た
規
制
措
置
の
正
当
性
に
つ
い
て
国
際
的
認
知
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
権
威
あ
る
揚
で
の
国
際
的
認
知
は
米
、
E
C
が
対
内
鉄
鋼
政
策
と
し
て
着
手
し
た
産
業
助
成
あ
る
い
は
構
造
改
善
措
置
を
国

内
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
の
推
進
を
容
易
に
す
る
た
め
に
も
、
効
果
が
期
待
さ
れ
た
。

　
他
方
、
当
時
の
日
本
は
、
石
油
危
機
後
の
世
界
不
況
の
な
か
で
の
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
輸
出
行
動
に
よ
り
、
米
欧
か
ら
秩
序
を
み
だ
す

「
バ
ッ
ド
・
ボ
ー
イ
」
と
非
難
さ
れ
て
い
た
。
事
実
、
一
九
七
六
年
の
日
本
の
鉄
鋼
輸
出
は
三
、
六
〇
〇
万
ト
ン
と
史
上
最
高
を
記
録
し
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た
が
、
こ
れ
は
内
需
不
振
を
輸
出
で
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
性
格
を
あ
き
ら
か
に
持
っ
て
い
た
。
日
本
の
対
米
輸
出
は
前
年
比
三
七
％
増
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
E
C
の
そ
れ
は
二
三
％
減
で
あ
っ
た
。
ま
た
日
本
の
輸
出
総
量
は
前
年
比
二
五
％
増
に
対
し
、
E
C
（
域
外
）
は
一

六
％
減
で
あ
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
日
本
の
輸
出
行
動
は
七
七
年
当
初
よ
り
一
八
○
度
転
換
し
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
国
際
的
認
識
と
し
て
定

着
す
る
の
は
も
っ
と
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
と
ま
れ
日
本
は
、
世
界
市
揚
に
流
通
す
る
鋼
材
約
一
億
ト
ン
の
う
ち
約
三
分
の
一
の
三
、
O

O
O
万
ト
ン
を
占
め
て
い
た
が
、
こ
の
三
、
○
O
O
万
ト
ン
と
い
う
数
字
は
、
欧
米
鉄
鋼
業
の
不
振
と
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
自

体
、
日
本
に
一
種
の
「
負
い
目
」
を
課
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
日
本
も
ま
た
、
マ
ル
チ
の
揚
で
「
国
際
的
協
調
」
の
意
志
を
示
す
必
要
性
を
十
二
分
に
感
じ
て
い
た
。
鉄
鋼
が
政
治
商
品
化
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
日
本
は
米
欧
に
譲
り
に
譲
り
な
が
ら
価
格
体
系
を
維
持
す
る
行
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

た
め
に
も
、
日
本
の
存
在
を
国
際
的
に
認
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
鉄
鋼
委
員
会
成
立
の
背
景
に
は
、
米
欧
日
の
三
本
柱
が
そ
れ
ぞ
れ
「
す
ね
に
傷
を
持
つ
者
」
で
あ
っ
た
ア
）
と
が
作
用
し

て
い
た
。
三
者
三
様
な
が
ら
、
O
E
C
D
と
い
う
マ
ル
チ
の
場
を
、
国
際
的
認
知
の
た
め
に
利
用
可
能
と
考
え
た
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
呉

越
同
舟
と
形
容
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
れ
は
、
O
E
C
D
が
ハ
ー
モ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
踊
全
会
一
致
型
調
整
を
原
則
と
し
た
枠
組
み
だ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蔦
）

ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。
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（
－
）
　
こ
の
書
簡
は
、
A
I
S
I
と
U
S
W
A
が
六
月
二
四
日
に
共
同
で
議
会
宛
に
出
し
た
書
簡
を
契
機
に
う
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ソ
・
モ
ン
勧

　
告
を
も
た
ら
し
た
業
界
・
労
組
・
議
会
の
三
者
連
合
は
T
P
M
以
後
も
継
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
9
ミ
葡
恥
特
。
、
ひ
2
。
㍉
o
。
－
い
ど
一
ロ
蔓
9
ち
お
、

（
2
）
　
手
紙
の
写
し
は
前
出
資
料
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
署
名
し
た
上
院
議
員
二
〇
名
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
ジ
ョ
ン
．
ス
バ
ー
ク
マ
ン
、
バ
ー
チ
．
バ

　
イ
・
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
●
ラ
ン
ド
ル
フ
、
ジ
目
ン
・
ハ
イ
ン
ツ
、
デ
ニ
ス
・
デ
コ
ン
シ
ー
二
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ホ
リ
ン
グ
ス
、
ロ
イ
ド
．
ベ
ン
ス
ト
ン
、
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ロ
バ
ー
ト
・
グ
リ
フ
ィ
ン
、
ジ
ェ
シ
ー
・
ヘ
ル
ム
ズ
、
ジ
ム
・
サ
ッ
サ
ー
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ル
ー
ガ
i
、
オ
リ
ン
・
ハ
ッ
チ
、
ピ
ー
ト
・
ド
メ
ニ
チ
、

　
卜
ー
マ
ス
●
イ
ー
グ
ル
ト
ン
、
ウ
ェ
ン
デ
ル
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
マ
リ
オ
ン
・
ア
レ
ン
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ュ
ワ
イ
カ
；
、
フ
ロ
イ
ド
・
ハ
ス
ケ
ル
、

　
ス
ト
・
ム
・
サ
ー
モ
ン
ド
、
ジ
ョ
ン
・
グ
レ
ン
。
な
お
同
書
簡
は
、
T
P
M
が
業
界
の
苦
境
に
一
定
の
助
け
に
な
る
だ
ろ
う
と
し
て
、
二
れ
を
評
価

　
し
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
構
要
求
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ー
ス
・
ラ
リ
ー
講
演
（
A
I
S
I
七
六
年
大

　
会
）
、
A
I
S
I
か
ら
商
務
長
官
、
S
T
R
あ
て
の
文
書
（
と
も
に
七
五
年
三
月
）
で
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
第
皿
章
二
節
、
第

　
W
章
二
節
を
再
度
参
照
の
こ
と
。

（
3
）
　
前
出
諸
要
求
の
ほ
か
に
、
鉄
鋼
問
題
の
為
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
委
員
会
が
七
六
年
一
月
に
誕
生
し
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
こ
う
。
同
委
員
会
に

　
つ
い
て
は
前
章
の
冒
頭
で
す
で
に
述
ぺ
た
。
な
お
本
章
の
内
容
は
第
W
章
に
続
き
、
鉄
鋼
保
護
主
義
の
国
際
的
文
脈
・
展
開
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の

　
で
あ
る
。

（
4
）
　
本
章
の
叙
述
は
、
以
下
の
拙
稿
に
若
干
手
を
加
え
て
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
経
済
の
政
治
化
に
つ
い
て
ー
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
成

　
立
の
背
景
」
『
一
橋
論
叢
』
八
三
年
七
月
号
、
三
～
四
節
。
「
貿
易
摩
擦
と
多
角
的
調
整
！
鉄
鋼
の
事
例
」
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
の

　
理
論
と
実
証
』
七
八
年
八
月
、
二
～
三
節
。

　
　
ま
た
、
本
章
は
以
下
の
研
究
会
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
、
論
稿
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
〔
研
究
会
〕
　
川
人
清
（
ミ
ド
ル
・
テ
ネ
シ
ー
大
学
）
「
鉄
鋼
貿
易
を
め
ぐ
る
国
際
経
済
摩
擦
」
八
二
年
三
月
一
二
日
、
戸
田
弘
元
（
日
本
鉄
鋼
連

　
　
盟
）
「
国
際
鉄
鋼
貿
易
体
制
の
変
容
」
八
三
年
三
月
一
八
日
、
鈴
木
公
郎
（
新
日
本
製
鉄
、
元
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
事
務
局
勤
務
）
「
鉄
鋼
産

　
　
業
・
貿
易
と
多
国
間
協
議
」
同
上
。
以
上
は
一
橋
大
学
法
学
部
特
定
研
究
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
の
主
催
に
よ
る
。

　
〔
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
〕
　
佐
野
忠
克
（
通
産
省
）
、
岩
佐
凱
実
（
富
士
銀
行
）
、
小
倉
和
夫
（
外
務
省
）

　
〔
論
稿
〕
　
野
本
佳
夫
「
O
D
C
D
鉄
鋼
ア
ド
ホ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
」
『
経
済
と
外
交
』
七
八
年
三
月
号
、
二
五
－
二
八
頁
、
古
田
肇
「
O
E
C
D
鉄

　
　
鋼
委
員
会
の
設
立
」
『
貿
易
政
策
』
七
八
年
一
二
月
号
、
二
四
ー
二
七
頁
、
小
沢
俊
朗
「
世
界
鉄
鋼
問
題
の
現
状
」
『
経
済
と
外
交
』
七
八
年
一
二

　
　
月
号
、
二
六
ー
三
〇
頁
、
佐
野
忠
克
「
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
の
設
立
の
経
緯
と
今
後
の
方
向
」
『
鉄
鋼
界
』
七
九
年
二
月
号
、
一
四
ー
二
三
頁
、

　
　
小
川
邦
夫
「
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
の
動
向
と
今
後
の
世
界
鉄
鋼
業
」
同
上
、
八
○
年
六
月
号
、
一
三
ー
二
一
頁
、
今
井
康
夫
「
O
E
C
D
鉄
鋼
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委
員
会
の
動
向
」
同
上
、
八
二
年
一
〇
月
号
、
四
二
ー
四
八
頁
、
同
「
鉄
鋼
業
を
め
ぐ
る
国
際
的
動
向
」
『
通
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
八
二
年
六
月
号
、

　
　
九
〇
1
九
五
頁
。
困
一
9
器
一
頃
o
色
p
、
．
＞
z
豊
g
巴
℃
畠
蔓
噛
9
0
『
⑳
即
巳
N
a
卑
8
↓
『
呂
p
o
斜
頃
o
≦
8
0
0
需
＆
3
写
o
器
a
o
三
ω
き
，
．

　
　
℃
プ
■
U
色
器
R
富
こ
O
P
O
O
巨
目
げ
鼠
d
言
＜
O
邑
ぐ
マ
一
鶏
P
℃
℃
■
ま
O
ム
O
館
O
国
O
U
一
碕
鷺
匙
§
き
恥
o
。
O
防
ヤ
一
〇
〇
。
O
・

　
な
お
、
本
章
で
は
O
E
C
D
で
の
展
開
を
時
間
を
追
っ
て
叙
述
す
る
方
法
は
と
ら
な
か
っ
た
。
各
会
合
に
つ
い
て
の
概
観
は
『
鉄
鋼
界
』
所
収
の
佐

　
野
、
小
川
、
今
井
の
各
論
文
（
前
掲
）
な
ど
が
行
な
っ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
　
報
告
書
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
。

　
〈
短
期
〉
経
済
の
長
期
停
滞
の
た
め
鉄
鋼
需
要
は
不
調
で
あ
り
、
そ
の
た
め
各
国
は
低
稼
動
率
、
供
給
過
剰
に
悩
ん
で
い
る
。
し
か
る
に
大
型
工
揚

　
　
設
備
、
地
域
経
済
に
占
め
る
重
要
性
、
高
い
固
定
費
等
に
よ
り
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
高
設
備
稼
動
率
を
維
持
す
る
よ
う
か
な
り
の
圧
力
を
受
け
て

　
　
い
る
。
鉄
鋼
需
要
は
価
格
変
動
に
対
し
非
弾
力
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
生
産
水
準
維
持
を
求
め
る
生
産
者
と
し
て
は
、
価
格
引
き
下
げ
に
よ
っ
て

　
　
自
己
の
通
常
の
市
揚
以
外
の
市
揚
に
販
路
を
求
め
る
。
こ
の
た
め
国
際
貿
易
に
お
い
て
種
々
の
問
題
が
生
じ
る
に
至
っ
て
お
り
、
従
っ
て
多
国
間

　
　
で
本
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
〈
長
期
〉
現
在
の
大
幅
な
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
今
後
も
継
続
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
対
策
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
比
較
優
位
の
変
化
お
よ
ぴ

　
　
鉄
鋼
業
の
世
界
分
布
の
推
移
等
を
含
め
、
一
層
の
分
析
が
必
要
と
な
ろ
う
。
〔
野
本
論
文
、
前
出
、
二
六
頁
〕
ー
同
報
告
書
に
対
し
て
は
比
較

　
　
的
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
と
の
評
価
が
与
え
ら
れ
た
。

（
6
）
　
第
三
回
会
合
に
お
い
て
正
式
決
定
。
各
国
よ
り
以
下
の
デ
ー
タ
を
提
起
的
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
e
一
般
的
鉄
鋼
指
標
ー
粗
鋼
生

　
産
能
力
、
粗
鋼
生
産
、
新
規
受
注
、
受
注
残
高
、
雇
用
　
口
国
際
鉄
鋼
貿
易
－
貿
易
総
量
・
総
額
（
輸
出
入
先
別
）
、
特
定
製
品
の
輸
入
量
・
額

　
㊧
鉄
鋼
価
楕
ー
国
内
価
格
、
輸
出
価
楕
　
四
長
期
的
構
造
変
化
ー
自
国
お
よ
ぴ
非
O
E
C
D
加
盟
国
の
長
期
的
生
産
能
力
等
に
関
す
る
情
報

（
7
）
O
国
O
U
い
即
㊦
辺
＞
（
弓
）
象
い
8
葺
2
0
話
日
σ
9
6
鐸
佐
野
論
文
、
前
出
、
一
七
頁
。

（
8
）
　
シ
モ
ネ
・
プ
ラ
ン
（
七
七
年
一
月
）
、
ダ
ビ
ニ
オ
ン
・
プ
ラ
ン
（
同
年
五
月
）
、
新
ダ
ビ
ニ
オ
ン
・
プ
ラ
ン
（
七
八
年
一
月
）
と
続
く
E
C
の
共

　
通
鉄
鋼
政
策
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
島
田
悦
子
「
欧
州
鉄
鋼
業
の
危
機
対
策
と
構
造
改
革
」
『
東
洋
大
学
経
済
研
究
所
研
究
年
報
』
第
四
号
、

　
一
九
七
九
年
、
一
八
二
ー
二
一
三
頁
。
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（
9
）
　
M
T
N
の
進
展
状
況
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
東
京
ラ
ウ
ン
ド
研
究
会
編
『
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
全
貌
』
一
九
八
O
年
、
二
六
－
五
七
頁
。

（
1
0
）
　
佐
野
論
文
、
前
出
、
一
九
頁
。

（
n
）
同
右
。
天
谷
は
こ
の
会
談
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
米
、
E
C
が
O
E
C
D
の
場
を
自
分
達
が
導
入

　
し
た
措
置
を
国
際
的
に
認
識
さ
せ
る
揚
と
考
え
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
よ
う
。
「
米
国
と
し
て
は
、
ソ
・
モ
ン
・
リ
ポ
ー
ト
の
産
業
政
策
的
な
こ
と

　
を
行
っ
て
い
く
と
し
て
も
、
米
国
単
独
で
や
る
よ
り
、
国
際
的
な
産
業
調
塾
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
看
板
を
か
か
げ
た
方
が
進
め
や
す
い
こ
と
、
一

　
方
、
E
C
も
ほ
ぽ
同
じ
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
が
こ
れ
に
協
力
す
れ
ば
成
立
す
る
状
態
に
あ
っ
た
た
め
、
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
は
わ
り
と

　
す
ん
な
り
設
立
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
」
『
鉄
鋼
界
』
一
九
八
○
年
六
月
号
所
収
の
産
談
会
「
先
進
国
鉄
鋼
業
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
け
る
発
言
、
六
頁
。

　
　
日
本
は
七
七
年
始
め
か
ら
前
年
の
よ
う
な
輸
出
ド
ラ
イ
ブ
を
抑
制
し
て
い
た
が
、
し
か
し
当
時
は
日
本
を
悪
者
扱
い
す
る
雰
囲
気
が
い
ま
だ
強
か

　
っ
た
。
日
本
と
し
て
は
、
米
欧
に
譲
歩
し
な
が
ら
、
貿
易
秩
序
を
ま
も
る
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選
択
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
日
本
が
圧
倒
的
な
国

　
際
競
争
力
を
こ
の
時
期
に
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
後
述
の
如
く
、
鉄
鋼
委
員
会
の
設
置
は
、
日
本
に
と
っ
て
M
T
N
の
た
め

　
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

（
1
2
）
『
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
全
貌
』
前
出
、
五
二
－
五
七
頁
に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
B
）
委
員
会
設
立
時
の
加
入
国
は
O
E
C
D
加
盟
の
二
四
力
国
の
う
ち
、
以
下
の
二
〇
国
お
よ
ぴ
E
C
で
あ
る
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
後
日
に
加
入
）
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
、
ペ
ル
ギ
ー
、
カ
ナ
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
イ
ル
ラ

　
ン
ド
、
イ
タ
リ
ー
、
日
本
、
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
英
国
、
米
国
。
な
お
、
非

　
加
盟
国
の
な
か
で
、
後
日
に
参
加
打
診
が
行
わ
れ
た
の
は
イ
ン
ド
、
メ
キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
韓
国
の
四
ヵ
国
。

（
1
4
）
　
こ
の
点
は
、
た
と
え
ば
、
G
A
T
T
に
お
け
る
繊
維
多
国
間
協
議
と
比
較
す
る
と
一
層
明
ら
か
に
な
る
。
繊
維
に
つ
い
て
の
事
例
研
究
と
し
て

　
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
＜
ぎ
＆
客
＞
器
曽
≦
巴
、
、
、
霞
讐
α
q
凶
お
ξ
即
↓
ぼ
母
昏
一
葺
R
尽
什
δ
畠
一
男
o
鴨
ヨ
①
O
げ
壁
碧
5
9
①
↓
賃
践
臭
＞
毛
母
①
一

　
ω
岩
盆
ヨ
一
一
3
0
占
O
N
O
．
、
勺
F
U
。
α
貯
ω
震
3
匡
o
p
u
o
鼠
蔦
o
＆
q
昌
＜
o
胡
詳
ざ
一
〇
〇
。
N
。

（
1
5
）
　
O
E
C
D
の
機
能
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
蜜
三
即
ヨ
9
ヨ
窟
、
．
、
固
馨
∈
o
『
＝
、
力
o
一
塾
o
房
露
陽
”
↓
訂
国
〇
一
Φ
o
隔
○
国
O
O
．
．
ぎ
一
〇
ぎ

　
ω
．
蜜
貿
鴇
衷
§
㌧
肉
ミ
。
聴
§
騨
§
。
§
母
』
器
§
F
一
〇
凝
一
署
、
N
一
7
ま
』
。
平
原
毅
「
O
E
C
D
と
日
本
」
花
見
忠
編
『
変
貌
す
る
国
際
社
会
』
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一
九
八
二
年
、
一
四
八
頁
。

な
お
鉄
鋼
委
員
会
に
関
す
る
公
的
文
書
と
し
て
は
「
理
事
会
決
定
」
お
よ
ぴ
「
同
付
属
文
書
」
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
後
者
に
は
世
界
鉄
鋼
業
の

直
面
す
る
「
問
題
」
、
め
ざ
す
ぺ
き
「
目
標
」
、
「
委
員
会
の
機
能
」
、
「
イ

い
る
。
O
国
O
U
旧
器
器
、
＞
（
お
）
a
噂
0
9
0
σ
魯
ミ
㌧
這
謎
。

皿
　
政
治
的
解
の
帰
結

ニ
シ
ャ
ル
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
、
「
当
初
の
作
業
計
画
」
が
述
べ
ら
れ
て

　
T
P
M
と
鉄
鋼
委
員
会
は
国
際
鉄
鋼
貿
易
の
枠
組
み
に
あ
ら
た
な
性
格
を
付
与
し
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
の
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
な
措
置
で
あ

る
T
P
M
は
、
従
来
の
対
米
貿
易
パ
タ
ー
ン
に
変
更
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
表
向
き
の
説
明
は
と
も
あ
れ
、
T
P
M
の
狙
い
は
、
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

入
鋼
材
比
率
を
一
五
％
の
水
準
に
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
他
方
、
鉄
鋼
委
員
会
は
従
来
の
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
二
国
間
協
議
・
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
は
異
な
り
、
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
ル
な
枠
組
み
の
も
と

で
、
「
秩
序
あ
る
貿
易
ル
ー
ル
作
り
」
を
目
指
す
常
設
機
構
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
T
P
M
と
鉄
鋼
委
員
会
は
、
従
来
の
国
際
鉄
鋼
貿
易
体
制
に
、
あ
る
一
定
の
変
更
を
加
え
る
ぺ
く
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

そ
こ
で
ま
ず
問
わ
れ
る
ぺ
き
は
、
新
体
制
と
し
て
の
両
者
が
「
整
序
機
能
」
を
ど
れ
ほ
ど
持
ち
得
た
か
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
の
点
を
さ

ぐ
る
。

222

　
’
　
T
P
M
の
実
効
性

　
T
P
M
の
政
治
的
有
効
性
は
設
定
価
格
の
関
数
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
当
の
価
格
は
一
年
間
の
あ
い
だ
に
三
二
八
．
二
三

ド
ル
か
ら
三
八
八
・
五
四
ド
ル
ヘ
、
率
に
し
て
一
八
・
四
％
上
昇
す
る
（
高
炉
べ
ー
ス
、
調
整
後
ト
ン
あ
た
り
総
コ
ス
ト
。
ト
リ
ガ
ー
価
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格
の
推
移
に
つ
い
て
は
表
1
1
を
参
照
）
。

　
こ
の
よ
う
な
ト
リ
ガ
ー
価
格
の
上
昇
は
生
産
、
出
荷
と
も
好
調
に
推
移
し
た
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
鉄
鋼
間
題
に
小
康
状
態
を
も
た
ら

し
た
。
し
か
し
そ
れ
も
つ
か
の
間
、
七
八
年
一
二
月
に
発
生
し
た
第
二
次
石
油
危
機
は
原
燃
料
価
格
を
上
昇
さ
せ
、
老
朽
設
備
を
多
く
か

か
え
る
米
業
界
を
苦
境
に
追
い
や
る
。
ト
リ
ガ
i
価
格
の
上
昇
を
上
回
る
コ
ス
ト
ァ
ッ
プ
が
進
行
し
、
業
界
は
T
P
M
批
判
を
強
め
て
い

っ
た
。
業
界
は
ま
た
も
や
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
戦
術
を
採
用
す
る
。

　
七
九
年
一
一
月
、
U
S
ス
チ
ー
ル
社
は
一
五
工
揚
を
永
久
閉
鎖
し
、
一
万
三
、
○
○
○
人
を
解
雇
す
る
と
発
表
、
さ
ら
に
翌
年
三
月
、

R
C
七
力
国
メ
ー
カ
ー
は
過
去
五
年
（
七
五
－
七
九
年
）
に
わ
た
っ
て
公
正
価
額
以
下
で
対
米
輸
出
を
行
な
っ
て
き
た
と
し
て
反
ダ
ン
ピ

ン
グ
提
訴
に
踏
み
切
っ
た
。

　
提
訴
理
由
の
な
か
で
U
S
ス
チ
ー
ル
社
は
、
七
九
年
の
鋼
材
輸
入
は
国
内
消
費
の
一
二
・
五
％
で
あ
っ
た
が
、
第
四
・
四
半
期
に
は
一

八
％
を
越
え
て
T
P
M
導
入
直
前
の
水
準
に
戻
っ
た
こ
と
、
日
本
側
コ
ス
ト
が
大
幅
に
上
昇
し
た
と
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
○

年
第
二
・
四
半
期
の
ト
リ
ガ
ー
価
格
が
前
期
比
横
ば
い
と
い
う
実
態
を
無
視
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し

て
さ
ら
に
、
T
P
M
の
構
造
的
欠
陥
と
し
て
以
下
の
点
を
挙
げ
て
い
る
。
e
T
P
M
は
日
本
の
コ
ス
ト
の
み
に
準
拠
し
て
い
る
た
め
に
、

高
コ
ス
ト
の
欧
州
や
そ
の
他
の
国
に
保
護
の
傘
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
、
◎
輸
出
国
側
の
国
内
価
格
を
下
回
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出

を
T
P
M
は
監
視
で
き
な
い
、
国
日
本
の
コ
ス
ト
を
過
少
に
見
す
ぎ
て
い
る
、
㈲
ド
ル
・
円
為
替
レ
ー
ト
が
コ
ス
ト
計
算
に
歪
み
を
与
え

て
い
る
、
国
七
月
二
三
日
の
会
計
検
査
院
（
G
A
O
）
の
報
告
の
ご
と
く
政
府
の
輸
入
価
格
チ
ェ
ッ
ク
は
厳
密
に
行
な
わ
れ
ず
見
逃
し
が

（
3
）

多
い
。

　
こ
の
よ
う
な
T
P
M
批
判
は
基
本
的
に
は
正
し
い
と
い
え
た
。
T
P
M
は
日
本
の
コ
ス
ト
を
算
出
の
基
礎
と
し
て
い
る
が
、
日
米
の
ゴ

ス
ト
、
為
替
レ
ー
ト
な
ど
に
変
動
が
あ
る
た
め
、
内
外
の
メ
ー
カ
ー
が
と
も
に
受
け
容
れ
可
能
な
均
衡
点
を
常
時
維
持
す
る
こ
と
は
容
易

223



一橋大学研究年報　法学研究　14

　1980年
第1四半期

　＄379．63

　　十4％
　＄394．98

　　　十3．1

1＄＝227円
（79211．2）

第4四半期

　＄378．86

　　十1，1％

　＄383．10

　　　±0

1＄＝217円

（7畷7）

第3四半期

　＄375．97

　　十1．8％

　＄383．10

　　－1．43

1＄＝212円
（79・嬉．4）

の高炉トリガー価格総コスト

　1979年
　第1四半期　　第2四半期

　　＄399．59　　　＄383，94

　　　－3％　　　十1．2％
　　＄388．54　　　＄388，54

　　　十7．0　　　　　　±0

　1＄＝187円　　1＄＝197円
（782丘3）（職ll）

　T
　P
　M
　停
　止
（輸1日）

　　1982年

第1四半期

　　　＄463．60

　　　＄463．60

　　　　－0．9象

第4四半期

　　＄467。74

　　　＄467．74

　　　－0。01ホ

1＄＝221円
（78・§lfI。）

1＄＝217円
（78・8蛋，7）

第3四半期

　＄467．81

　＄467，81

　　十〇．3＊

1＄＝216円
（7＆8蛋．7）

で
は
な
い
。
ま
た
、
内
需
の
停
滞
、
イ
ン
フ
レ
等
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

っ
て
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
続
く
揚
合
、
業
界
は
国
内
価
格
　
2

を
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ト

リ
ガ
ー
価
格
の
引
き
上
げ
を
要
求
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

（
4
）

る
。　

さ
て
、
こ
の
提
訴
に
対
し
、
T
P
M
を
所
管
す
る
商

務
省
（
八
○
年
一
月
、
財
務
省
か
ら
移
管
さ
れ
た
）
は
、

T
P
M
は
民
間
に
よ
る
提
訴
の
代
替
措
置
で
あ
り
、
今

回
の
U
S
ス
チ
ー
ル
社
に
よ
る
提
訴
に
よ
っ
て
、
T
P

M
維
持
の
根
拠
は
失
わ
れ
た
と
し
て
即
時
停
止
に
踏
み

切
っ
た
。

　
こ
の
間
題
解
決
に
際
し
政
府
が
取
り
う
る
オ
プ
シ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ン
に
は
、
以
下
の
三
つ
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
反
ダ
ン

ピ
ン
グ
手
続
き
を
続
行
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。
し
か
し

そ
う
す
る
と
提
訴
が
さ
ら
に
ふ
え
る
と
考
え
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
T
P
M
導
入
直
前
の
状
況
に
戻
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

　
第
二
の
案
は
、
七
四
年
通
商
法
二
〇
一
条
に
も
と
づ



保護貿易の政治学（H）

表11財務省（商務省）推定

第4四半期

　＄363．12

　＄363。12

　　十4，86

＄1＝215円
（78遭ラll4）

第3四半期

　　＄346．30

　　　＄346．30

　　　　　十5．5

＄1＝226円
（78潔3。）

　　　　　　期　　間　　　　　1978年
　　　　　　　　　　　　　第1・2四半期

総コスト（M，T。当り）　　　　＄328．23

Flexibllity　Band

調整後総コスト（M・T・当り）　　＄328．23

対前期比（％）　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　＄1＝240円
為替レート（算定期間）

第2四半期

　　＄466．22

　　　＄466．22

　　　　　十4，4

1＄＝218円
（78・2蛋．1）

　1981年
第1四半期

　＄446．63

　＄446．63

　　　十〇．9

1＄ニ221円
（7λ1益。）

第2四半期　　第3四半期　　第4四半期

　＄379．63T　＄442．83
　　十4％　　　　　P　　　　　　　　一

　＄394．98　　　　　M　　　　　　　＄442．83

　　　±0停　＋12．1
　　　　　　　　　止
1＄＝227円　　　　　　　　1＄＝223円
（79雌2）（80瑚）（7λ9誌8）

（注）　＊印はTP水準据置き

（出所）鉄鋼年鑑　昭和54年版，56年版，57年版より作製

く
O
M
A
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
U
S
ス
チ
ー
ル
社
の
・

デ
リ
ッ
ク
会
長
が
七
月
二
一
日
の
政
労
使
「
三
者
委
員

（
6
）

会
」
の
席
上
、
現
在
の
輸
入
水
準
は
高
す
ぎ
る
の
で
五

～
八
年
に
わ
た
る
数
量
規
制
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と

発
言
し
た
こ
と
へ
の
解
答
で
も
あ
る
。

第
三
の
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
以
上
二
案
の
中
間
、
つ
ま

り
T
P
M
を
一
部
手
直
し
し
て
制
度
の
再
開
を
は
か
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
結
局
、
事
態
の
解
決
は
こ
の
オ

プ
シ
日
ン
の
線
で
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中

核
は
、
以
下
に
述
べ
る
「
輸
入
急
増
防
止
条
項
」
で
あ

る
。
ア
ン
チ
・
サ
ー
ジ
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
p
暮
一
山
日
σ
q
o

旨
Φ
9
碧
δ
ヨ
）
と
呼
ば
れ
る
こ
の
方
法
は
、
以
下
の
二

　
　
　
　
　
（
7
）

段
階
方
式
で
実
施
さ
れ
る
。

〈
第
一
段
階
V

O
米
国
の
鋼
材
（
ス
チ
ー
ル
・
ミ
ル
・
プ
・
ダ
ク

ツ
・
べ
ー
ス
）
総
輸
入
量
が
、
米
国
見
掛
消
費
の
一

三
・
七
％
を
超
え
⑭
米
鉄
鋼
業
の
操
業
率
が
八
七
％

を
下
回
り
、
同
時
に
◎
一
力
国
ま
た
は
複
数
国
よ
り
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の
一
品
目
ま
た
は
複
数
品
目
の
輸
入
に
つ
い
て
サ
ー
ジ
（
急
増
）
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
時
に
は
、
商
務
省
は
通
常
の
T
P
M
モ
ニ
タ
ー

　
に
加
え
て
そ
の
状
況
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
こ
の
結
果
、
T
P
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
揚
合
、
然
る
ぺ
き
措
置
が
と
ら
れ
る
。

〈
第
二
段
階
V

　
e
米
国
の
鋼
材
総
輸
入
量
が
米
国
見
掛
消
費
率
の
一
五
・
二
％
を
超
え
⇔
米
国
鉄
鋼
業
の
操
業
率
が
八
七
％
を
下
回
り
、
同
時
に
国
一

　
力
国
な
い
し
複
数
国
よ
り
の
一
品
目
な
い
し
複
数
品
目
の
輸
入
に
つ
い
て
サ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
揚
合
、
商
務
省
は
、
そ
の
輸
入

　
が
G
リ
コ
ス
ト
ま
た
は
価
格
べ
ー
ス
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
か
＠
政
府
補
助
金
に
よ
る
も
の
か
の
不
公
正
競
争
に
よ
る
も
の
か
を
確

　
か
め
る
た
め
、
そ
の
状
況
を
非
公
式
に
調
査
す
る
。
商
務
省
は
、
九
〇
日
以
内
に
こ
の
調
査
を
完
了
し
㈲
こ
の
間
、
U
S
T
R
は
、
当

　
該
輸
出
国
政
府
と
こ
の
間
題
に
関
し
協
議
す
る
国
商
務
省
が
当
該
輸
入
は
不
公
正
競
争
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
と
認
定
し
た
揚
合
お

　
よ
ぴ
不
公
正
貿
易
慣
行
が
速
や
か
に
解
消
し
な
い
場
合
、
商
務
省
は
特
定
国
、
特
定
品
目
に
対
し
、
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
あ
る
い
は
相
殺
関

　
税
調
査
を
自
ら
開
始
す
る
か
、
関
係
者
に
同
省
の
調
査
結
果
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
利
害
関
係
者
は
、
こ
の
時
点
で
提
訴
で
き

　
る
が
、
T
P
M
は
停
止
さ
れ
な
い
。

こ
の
新
T
P
M
に
一
定
の
輸
入
比
率
（
一
三
・
七
％
走
一
五
・
二
％
）
、
操
業
率
（
八
七
％
）
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
T
P
M
が
さ

ら
に
数
量
規
制
的
性
格
を
帯
び
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
定
の
条
件
下
で
は
、
T
P
M
と
ダ
ン
ビ
ン
グ
、
相
殺
関
税
調
査
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
業
界
の
不
満
を
な
だ
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
新
T
P
M
は
「
ア
ン
チ
・
サ
ー
ジ
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
運
用
強
化
策
を
採
用
し
て
い
る
。
監
視
体
制
の
強
化
、

コ
ス
ト
・
デ
ー
タ
の
精
度
向
上
、
為
替
レ
ー
ト
算
定
期
間
の
変
更
（
為
替
変
動
の
影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
直
近
ニ
ヵ
月
か
ら
三
六
ヵ
月

の
移
動
平
均
に
変
更
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
T
P
M
の
存
続
期
間
を
最
短
三
年
、
長
く
と
も
五
年
に
限
る
と
明
示
さ
れ
た
。
導
入
当
初

か
ら
T
P
M
は
ア
ド
ホ
ソ
ク
な
措
置
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
行
政
府
と
し
て
は
、
業
界
の
自
助
努
力
を
う
な
が
す
意
味
で
今
回
の
期
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間
明
示
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
き
の
・
デ
リ
ッ
ク
発
言
が
示
す
よ
う
に
、
業
界
は
最
低
五
～
八
年
の
規
制
を
要
求
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
八
○
年
三
月
に
停
止
さ
れ
た
T
P
M
は
「
強
化
」
さ
れ
て
再
開
さ
れ
た
。
九
月
三
〇
日
、
T
P
M
復
活
を
含
む

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

「
米
国
鉄
鋼
業
再
生
策
」
が
カ
ー
タ
ー
大
統
領
か
ら
発
表
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
U
S
ス
チ
ー
ル
の
対
E
C
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
は
取
り
下

げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
T
P
M
強
化
と
と
も
に
、
鉄
鋼
業
再
生
策
に
よ
り
各
種
国
内
措
置
（
税
制
上
の
投
資
促
進
措
置
、
環
境
規
制
の
緩
和
な
ど
）
を
得
た
こ

と
で
、
鉄
鋼
貿
易
秩
序
は
再
ぴ
小
康
状
態
を
取
り
戻
し
た
。
実
際
、
八
O
年
後
半
以
降
、
米
国
内
の
鋼
材
需
要
は
上
向
き
、
輸
入
も
落
ち

つ
い
て
き
た
。
八
一
年
に
入
る
と
操
業
率
も
一
年
振
り
に
八
O
％
台
を
越
え
、
輸
入
比
率
も
一
五
％
以
内
に
さ
が
っ
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
米
国
市
場
が
安
定
に
む
か
っ
た
そ
の
時
に
、
ま
た
も
や
、
T
P
M
秩
序
を
乱
す
動
き
が
生
ま
れ
て
き
た
。
E
C
メ
ー
カ
ー
の

不
満
で
あ
る
。

　
再
開
後
の
ト
リ
ガ
i
価
格
は
停
止
前
の
一
二
・
一
％
ア
ッ
プ
に
設
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
新
水
準
は
、
E
C
が
ア
メ
リ
カ
で
の
主
力
市
揚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
し
て
い
る
五
大
湖
地
域
や
東
海
岸
で
の
米
国
、
・
・
ル
の
建
値
水
準
を
上
回
っ
て
い
た
。
ま
た
、
米
国
ミ
ル
の
値
引
き
販
売
も
加
わ
り
、
E

C
メ
ー
カ
ー
は
ト
リ
ガ
ー
価
格
を
守
っ
て
い
て
は
こ
れ
ら
地
域
へ
の
輸
出
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
問
題
は
特
に
鋼
板
輸
出
に
顕
著

で
あ
り
、
T
P
M
再
開
後
、
こ
れ
ら
地
域
へ
の
E
C
（
お
よ
ぴ
日
本
）
か
ら
の
輸
出
は
激
減
し
た
。

　
も
っ
と
も
他
方
で
は
、
八
○
年
央
以
後
、
米
国
市
場
は
油
田
開
発
プ
ー
ム
に
よ
っ
て
油
井
管
（
シ
ー
ム
レ
ス
鋼
管
、
電
縫
管
な
ど
）
の

需
要
が
急
増
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
E
C
、
日
本
の
鋼
板
輸
出
の
落
ち
込
み
は
あ
る
程
度
う
め
合
わ
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
E
C
ミ
ル

ヘ
の
打
撃
は
大
き
か
っ
た
。
新
T
P
M
に
よ
っ
て
、
E
C
の
最
重
要
市
揚
に
対
す
る
最
重
要
品
種
の
輸
出
が
急
減
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た

こ
れ
に
加
え
て
、
生
産
品
種
の
特
化
が
進
ん
だ
E
C
業
界
の
な
か
で
、
油
井
管
ブ
ー
ム
の
恩
恵
を
受
け
た
の
は
一
部
の
ミ
ル
に
限
ら
れ
て

い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
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市
揚
の
実
勢
と
か
け
は
な
れ
た
ト
リ
ガ
ー
価
格
の
是
正
を
求
め
て
E
C
が
と
っ
た
手
段
が
、
T
P
M
の
「
プ
リ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
（
事
前

承
認
）
制
度
」
で
あ
っ
た
。
プ
リ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
と
は
、
対
米
輸
出
価
格
が
ト
リ
ガ
ー
価
格
以
下
で
あ
っ
て
も
商
務
省
が
「
公
正
価

額
以
上
で
あ
る
」
と
認
定
し
た
外
国
メ
ー
カ
i
、
輸
出
業
者
は
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
調
査
発
動
の
リ
ス
ク
を
負
う
ア
》
と
な
く
米
国
に
輸
出
で
き

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

　
E
C
ミ
ル
は
、
欧
州
通
貨
の
対
ド
ル
大
幅
安
が
続
い
て
い
る
た
め
ト
リ
ガ
ー
価
格
以
下
で
輸
出
し
て
も
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
は
な
ら
な
い
と

し
て
商
務
省
に
プ
リ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
申
講
し
た
。
一
方
、
商
務
省
は
、
プ
リ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
は
あ
く
ま
で
例
外
措
置
で
あ
り
、
そ

れ
が
多
発
す
れ
ば
T
P
M
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
と
し
て
消
極
的
な
対
応
を
示
し
た
た
め
、
E
C
ミ
ル
は
T
P
割
れ
の
輸
出
に
踏
み
切
っ
た
。

か
く
し
て
、
E
C
の
対
米
輸
出
は
八
一
年
当
初
の
二
〇
万
ト
ン
台
か
ら
、
四
月
～
七
月
の
五
〇
万
ト
ン
台
、
さ
ら
に
八
月
に
は
八
○
万
ト

ン
ヘ
急
増
し
て
い
っ
た
。
市
揚
占
有
率
で
い
う
と
二
〇
％
台
か
ら
三
八
％
台
へ
の
増
加
で
あ
る
。

　
E
C
の
強
い
不
満
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
一
部
品
種
、
地
域
の
ト
リ
ガ
ー
価
格
を
下
げ
る
な
ど
の
提
案
を
お
こ
な
う
が
E
C
の
拒

否
に
あ
う
。
一
方
、
米
業
界
は
E
C
の
輸
出
攻
勢
に
強
く
反
発
、
大
型
提
訴
に
踏
み
切
る
と
の
態
度
を
示
す
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
事
態

打
開
の
た
め
、
E
C
に
自
重
を
求
め
る
一
方
で
、
「
ア
ン
チ
・
サ
ー
ジ
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
適
用
し
て
職
権
に
よ
る
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
、
相

殺
関
税
調
査
を
開
始
し
、
国
内
業
界
の
説
得
を
試
み
る
（
八
一
年
一
一
月
一
九
日
）
。

　
し
か
し
結
局
、
U
S
ス
チ
ー
ル
な
ど
七
社
は
八
二
年
一
月
一
一
日
、
E
C
七
ヵ
国
を
含
む
一
一
力
国
に
対
し
、
相
殺
関
税
．
反
ダ
ン
ピ

ン
グ
提
訴
に
踏
み
切
っ
た
。
商
務
省
は
こ
れ
に
呼
応
し
て
T
P
M
の
即
時
停
止
を
発
表
、
こ
こ
に
新
T
P
M
は
わ
ず
か
一
年
余
で
崩
壊
し

た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
新
T
P
M
停
止
後
に
生
ま
れ
た
措
置
は
T
P
M
の
再
強
化
で
は
な
く
、
米
、
E
C
間
の
あ
ら
た
な
数
量
取
極
め
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
至
る
経
緯
は
表
1
2
に
譲
る
と
し
て
、
そ
の
骨
子
は
、
八
二
年
二
月
か
ら
八
五
年
＝
一
月
の
期
間
、
E
C
側
は
対
米
輸
出
数
量
を
品
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　保護貿易の政治学（H）

　　　　　　　　表12米・EC鉄鋼取極め成立までの経過

1982年

1月11日　U・S・スチール社等米ミル7社，ECなど11ヵ国に対し，相殺関税・

　　　　　　反ダンビング提訴。同日，商務省は，トリガー価格制度の即時停止を

　　　　　　発表。

2月18日　ITC，被害の有無に関する仮決定を発表。

6月11日　商務省，相殺関税提訴に関する仮決定を発表。

7月22日　EC委員会，ベルギー・フランス・イタリア・イギリスの4ヵ国を対

　　　　　　象とする相殺関税調査の中断を求め，81年比10％カットの対米向数

　　　　　　量制限を提案。商務省，この提案を拒否。

8月5日　米・EC両政府，本年10月から85年末まで11品目の対米輸出を自
　　　　　　主的に米国見掛消費量の5。754％に規制することで暫定的合意。しか

　　　　　　し，米業界はこの取決めを不満として拒否する旨表明。

8月10日　商務省，反ダンピング提訴に関する仮決定を発表。

8月25日　商務省，相殺関税提訴に関する最終決定を発表。

10月11日　EC委員会，8月5日の暫定的合意のECシェアを縮小する規制案を

　　　　　　EC10ヵ国常駐代表委員会に提案。

10月15日　ITC，相殺関税提訴に関する最終決定を発表。同日，商務省は10月21

　　　　　　日までECとの交渉継続の意向を表明。

10月20日　EC委員会の鋼管を含めた規制案に強く反対していた西独は，同国閣

　　　　　　議において条件付で同意。

10月21日　米・EC両政府，ECの対米自主規制で最終合意に達した旨声明。同

　　　　　　日，米ミル各社提訴の撤回を表明。

11月20日　　取極め発効（85年12月末まで）

　（出所）　日本鉄鋼輸出組合月報，82年11月号，1頁

目
別
の
シ
ェ
ァ
i
（
米
国
の
見
掛
消
費
量
に

占
め
る
輸
入
鋼
材
の
比
率
）
に
応
じ
て
自
主

的
に
規
制
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
鋼

管
、
熱
延
薄
板
・
帯
鋼
、
冷
延
薄
板
、
厚
板

等
の
規
則
対
象
品
目
は
E
C
の
八
一
年
度
輸

出
実
績
の
約
九
二
％
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
T
P
M
導
入
後
五
年
を
へ
ず
し
て
、

管
理
色
の
一
層
濃
い
措
置
が
出
現
し
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

あ
る
。
以
下
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。

〈
米
・
E
C
間
の
鉄
鋼
貿
易
取
極
め
〉

A
　
一
〇
品
目
に
関
す
る
規
制

ω
以
下
の
一
〇
品
目
に
つ
い
て
は
、
米
国

　
市
揚
の
見
掛
消
費
量
に
占
め
る
比
率
に

　
よ
り
輸
出
枠
を
設
定
す
る
。
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　品　　目　　　規制枠（％）

熱延薄板・帯鋼　　6，81（7，56）

冷延薄板　5．11（5．40）

厚　板5．36（5．92）
構造用形鋼　 9，91（10．97）

線　材4．29（4。77）
熱延棒鋼　　2．38（2．86）

被覆鋼板　3．27（3、15）

ブリキ2．20（2，16）
軌　条8．90（9．89）
鋼矢板21．85（21．85）

加重平均　　 5．46（5．93）

（注）（　）内の数字は1981年の実績シエア

　ーであり，参考までに付け加えたもの

　である。
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③
期
間

　
一
九
八
二
年
一
一
月
一
日
か
ら
一
九
八
五
年
一
二
月
三
一
日
ま
で

個
輸
出
ラ
イ
セ
ン
ス

　
E
C
各
国
政
府
は
対
象
品
目
の
輸
出
に
つ
い
て
規
制
枠
の
範
囲
内
で
ラ
イ
セ
ン
ス
を
発
給
し
、
E
C
委
員
会
が
こ
れ
を
管
理
す
る
。

　
米
国
は
ラ
イ
セ
ン
ス
の
証
明
書
が
つ
い
て
い
な
い
製
品
の
輸
入
を
禁
止
す
る
。

回
見
掛
消
費
、
輸
出
枠
の
算
定

　
米
国
は
E
C
の
同
意
を
得
て
、
独
立
予
測
機
関
を
起
用
し
て
、
品
目
別
見
掛
消
費
の
予
測
値
を
作
成
す
る
。

㈲
品
目
別
輸
出
枠
の
調
整



　
品
目
間
の
輸
出
枠
の
振
り
替
え
は
数
量
の
五
％
の
範
囲
内
で
可
能
と
す
る
。

㈲
品
目
転
換
（
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

　
規
制
対
象
外
の
品
目
の
輸
入
が
急
増
し
た
場
合
な
ら
び
に
規
制
品
目
で
も
炭
素
鋼
か
ら
合
金
鋼
へ
の
品
目
転
換
が
生
じ
た
揚
合
は
別

　
途
協
議
す
る
。

B
　
鋼
管
に
関
す
る
規
制

　
上
記
一
〇
品
目
の
輸
出
枠
に
よ
り
、
E
C
の
対
米
輸
出
が
鋼
管
に
転
換
（
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
。

ω
米
国
向
鋼
管
輸
出
は
一
九
七
八
～
八
一
年
の
米
国
見
掛
消
費
に
占
め
る
平
均
シ
ェ
ア
ー
（
五
九
％
）
を
上
回
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

③
E
C
は
対
米
輸
出
数
量
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
。
E
C
は
、
米
国
商
務
省
に
対
し
て
八
二
年
一
〇
月
ま
で
の
対
米
向
鋼
管
受
注
状
況
を
伝

　
え
、
そ
の
後
は
毎
月
の
輸
出
数
量
を
報
告
す
る
。

保護貿易の政治学（H）

　
二
　
鉄
鋼
委
員
会
と
ル
ー
ル
・
メ
ー
キ
ン
ゲ

全
会
一
致
を
前
提
と
し
た
調
整
が
O
E
C
D
の
ハ
ー
モ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
機
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
協
議
過
程
が

み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
界
が
要
求
す
る
「
セ
ク
タ
ー
別
多
国
間
協
議
」
に
、
は
た
し
て
O
E
C
D
は
ど
れ
ほ
ど
応
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
鉄
鋼
貿
易
の
ル
ー
ル
・
メ
ー
キ
ン
グ
に
関
連
し
て
、
こ
の
点
を
さ
ぐ
る
。

　
鉄
鋼
委
員
会
の
理
念
を
集
約
す
れ
ば
、
国
際
協
調
を
は
か
り
つ
つ
、
自
由
貿
易
と
鉄
鋼
業
の
構
造
改
善
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
現
実
に
は
供
給
能
力
過
剰
問
題
が
長
期
化
の
様
相
を
呈
し
、
鉄
鋼
が
政
治
商
品
化
し
て
ゆ
く
と
き
、
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の

「
お
家
の
事
情
」
に
応
じ
て
対
応
し
が
ち
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
は
国
際
比
較
優
位
原
則
よ
り
は
国
内
的
価
値
産
業
本
意
の
、
整
合
的
な
国
際
ル
ー
ル
よ
り
は
各
国
別
裁
量
中
心
の
政
策
へ
の
傾
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（
1
3
）

斜
が
み
ら
れ
る
。

　
仮
に
鉄
鋼
の
よ
う
な
基
幹
産
業
に
と
っ
て
、
自
由
・
多
角
・
無
差
別
の
原
則
が
い
か
な
る
状
況
下
に
海
い
て
も
確
保
さ
れ
る
ぺ
き
と
す

る
考
え
方
が
ナ
イ
ー
ブ
す
ぎ
る
と
す
れ
ば
、
次
善
の
策
と
し
て
、
各
国
の
政
策
相
互
間
に
整
合
性
を
で
き
る
だ
け
確
保
す
る
努
力
が
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
非
効
率
的
な
産
業
部
門
へ
の
政
府
介
入
は
、
時
間
が
経
過
す
る
ほ
ど
短
期
的
利
益
と
長
期
的
コ
ス
ト
と
の
あ
い
だ
に
ト

レ
ー
ド
・
オ
フ
が
強
ま
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
政
策
選
択
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
貿
易
制
限
措
置
が
と
ら
れ
る
に
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
艮
）

そ
の
措
置
が
対
外
的
な
悪
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
に
配
慮
し
、
調
整
の
負
担
を
他
国
に
転
嫁
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
し
か
し
理
念
と
現
実
の
あ
い
だ
に
は
常
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
鉄
鋼
委
員
会
の
議
論
は
、
ま
ず
こ
の
よ
う
な

理
念
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
主
要
争
点
の
ひ
と
つ
は
貿
易
ル
ー
ル
の
位
置
づ
け
に
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鉄
鋼
多
国
間
協
議
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
作
り
が
、

既
存
の
貿
易
秩
序
へ
の
不
満
－
具
体
的
に
は
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
界
の
不
満
1
に
端
を
発
し
た
こ
と
か
ら
も
う
な
づ
け
る
。

　
こ
の
争
点
の
構
図
は
米
・
E
C
間
の
対
立
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
は
ト
リ
ガ
ー
価
格
制
度
を
、
E
C
は
シ
モ
ネ
・

プ
ラ
ン
、
ダ
ビ
ニ
ヨ
ン
・
プ
ラ
ン
と
い
う
危
機
対
策
を
導
入
し
た
が
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
認
識
の
対
立
が
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
T
P
M
は
あ
く
ま
で
も
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
手
続
き
の
迅
速
化
を
意
図
し
た
措
置
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て

直
接
的
な
輸
入
規
制
に
訴
え
る
こ
と
な
く
「
公
正
な
貿
易
」
を
確
保
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
E

C
は
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
な
ん
で
あ
れ
、
現
実
に
そ
れ
が
従
来
の
貿
易
実
績
を
無
視
し
て
い
る
以
上
、
き
わ
め
て
不
適
当
な
輸
入
制
限

措
置
と
の
批
判
を
持
つ
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
は
、
危
機
対
策
の
一
環
と
し
て
E
C
が
関
係
輸
出
国
に
対
し
二
国
間
の
数
量
・
価
格
取
り
決
め
を
お
こ
な
っ
て
い
る

の
は
保
護
主
義
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
直
接
規
制
は
保
護
主
義
を
助
長
さ
せ
て
き
わ
め
て
不
適
切
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
こ
の
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批
判
に
対
し
て
E
C
は
、
こ
の
措
置
は
鉄
鋼
危
機
の
も
と
で
も
、
対
E
C
輸
出
国
の
そ
れ
ま
で
の
実
績
を
尊
重
し
て
お
り
、
そ
れ
は
一
定

の
輸
入
量
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
輸
入
価
格
水
準
を
確
保
す
る
妥
当
な
措
置
で
あ
る
、
と
反
論
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
国
際
的
認
知
を
め
ぐ
る
政
治
」
は
、
委
員
会
設
立
に
際
し
て
確
定
さ
れ
た
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（
基
本
的

約
束
）
の
文
言
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
噴
出
す
る
。

　
そ
の
代
表
的
事
例
は
、
各
国
が
導
入
す
る
措
置
は
「
正
常
な
競
争
状
態
の
も
と
で
樹
立
さ
れ
た
伝
統
的
な
貿
易
の
流
れ
を
阻
害
し
て
は

な
ら
な
い
」
、
各
国
が
と
る
鉄
鋼
危
機
対
策
は
「
調
整
の
負
担
を
他
国
に
転
嫁
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
文
言
で
あ

る
。
E
C
は
「
伝
統
的
な
貿
易
の
流
れ
を
阻
害
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
部
分
を
重
視
す
る
。
他
方
ア
メ
リ
カ
は
、
「
正
常
な
競
争
状

態
の
も
と
で
」
に
力
点
を
置
き
、
E
C
が
域
内
鉄
鋼
業
向
け
に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
す
で
に
正
常
な
競
争
状
態
を
破
壊
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
調
整
の
負
担
を
他
国
に
転
嫁
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
原
則
を
め
ぐ
る
対
立
は
米
欧
間
に
問
題
が
発
生
す
る
た
び
に
む
し
か
え
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
〈
E
C
の
主
張
〉

　
　
　
米
国
商
務
省
の
相
殺
関
税
仮
決
定
（
八
二
年
六
月
一
〇
日
）
は
鉄
鋼
委
員
会
詣
よ
ぴ
G
A
T
T
の
精
神
に
反
す
る
。
E
C
の
補
助

　
　
金
政
策
は
一
般
的
な
社
会
政
策
の
枠
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
全
て
の
補
助
措
置
を
一
九
八
五
年
ま
で
に
終
了
す

　
　
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
米
国
の
対
応
は
、
こ
う
し
た
構
造
改
善
努
力
を
阻
害
す
る
。
米
国
業
界
の
苦
境
は
世
界
的
不
況
が
原
因
で
あ

　
　
り
、
政
府
は
仲
介
者
た
る
べ
き
で
あ
る
。
鉄
鋼
委
員
会
設
立
時
の
精
神
に
戻
る
べ
き
で
あ
る
。

　
〈
ア
メ
リ
力
政
府
の
主
張
〉

　
　
　
米
国
商
務
省
の
仮
決
定
は
、
手
続
き
を
遵
守
し
広
く
情
報
を
集
め
た
結
果
で
あ
る
。
G
A
T
T
の
コ
ー
ド
を
、
自
由
で
歪
曲
の
な

　
　
い
貿
易
の
た
め
の
国
際
的
ル
ー
ル
作
り
を
目
指
す
と
の
観
点
か
ら
、
公
正
に
解
釈
し
て
い
る
。
輸
入
国
に
物
的
被
害
が
あ
れ
ば
、
国
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内
補
助
金
で
も
相
殺
関
税
の
対
象
と
な
る
。
鉄
鋼
委
員
会
の
精
神
は
貿
易
の
歪
曲
を
正
す
こ
と
、
一
国
の
構
造
調
整
の
負
担
を
他
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
V

　
　
に
転
嫁
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
貿
易
措
置
を
め
ぐ
る
論
議
は
、
各
国
の
鉄
鋼
政
策
に
つ
い
て
「
透
明
性
」
を
高
め
る
契
機
と
な
り
う
る
点
で
一
定
の
意
味

を
持
つ
。
実
際
、
委
員
会
設
立
に
際
し
て
の
「
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
に
は
、
貿
易
措
置
を
導
入
し
た
国
は
そ
の
根
拠
、
状

況
を
定
期
的
に
報
告
し
、
か
つ
、
利
害
関
係
国
間
で
協
議
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　
し
か
し
協
議
の
実
態
は
釈
明
と
非
難
の
応
酬
に
終
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
よ
う
な
閉
塞
状
態
を
打
開
す
べ
く
、

貿
易
措
置
に
つ
い
て
の
明
示
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
設
定
、
導
入
に
際
し
て
の
事
前
協
議
．
審
査
基
準
の
設
置
を
主
張
し
て
い
る
。
も
し

こ
の
よ
う
な
機
能
が
制
度
化
さ
れ
れ
ば
、
鉄
鋼
委
員
会
の
性
格
は
大
き
く
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
は
た
し
て
そ
れ
は
具
体
化
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
争
点
を
考
え
る
糸
口
と
し
て
、
八
○
年
二
月
に
開
か
れ
た
O
E
C
D
鉄
鋼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
議
論
が
有
益
で
あ
ろ
う
。
鉄
鋼
の

ル
ー
ル
・
メ
ー
キ
ン
グ
を
提
唱
し
た
の
は
O
E
C
D
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ロ
コ
フ
ス
キ
ー
で
あ
る
が
、
彼
は
鉄
鋼
貿
易

独
自
の
市
揚
撹
乱
・
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
鉄
鋼
委
員
会
が
検
討
、
提
唱
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ァ
ニ
ッ
ク
下
院
議

員
は
G
A
T
T
一
九
条
型
の
行
動
（
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
）
に
つ
い
て
、
国
際
的
に
明
解
に
了
解
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
半
自
動
的
に
適
用
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

な
様
式
（
フ
ォ
ー
ム
）
作
成
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
鉄
鋼
独
自
の
国
際
ル
ー
ル
設
定
論
議
を
O
E
C
D
の
揚
で
、
し
か
も
東
京
ラ
ウ
ン
ド
が
ひ
と
ま
ず

終
結
し
た
時
期
に
行
う
こ
と
は
非
現
実
的
で
あ
る
、
鉄
鋼
委
員
会
に
よ
る
ル
ー
ル
・
メ
ー
キ
ン
グ
は
短
期
の
危
機
対
策
を
長
期
化
す
る
口

実
に
な
り
か
ね
な
い
、
O
E
C
D
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
非
加
盟
の
鉄
鋼
生
産
国
に
不
信
感
を
与
え
る
、
と
い
っ
た

批
判
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
手
の
鉄
鋼
貿
易
諸
国
が
共
同
歩
調
を
と
る
と
き
、
そ
れ
が
排
他
的
な
性
格
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
中
小
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国
は
強
く
危
惧
せ
ざ
る
を
得
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
新
し
い
試
み
よ
り
も
、
G
A
T
T
の
諸
規
定
を
お
互
い
に
遵
守
す
る
確
約
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

方
が
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

　
鉄
鋼
独
自
の
ル
ー
ル
・
メ
ー
キ
ン
グ
を
提
唱
し
た
フ
・
コ
フ
ス
キ
i
論
文
が
き
わ
め
て
不
評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う

に
、
ア
メ
リ
カ
の
望
む
鉄
鋼
貿
易
ル
ー
ル
作
製
の
方
向
に
委
員
会
が
む
か
う
余
地
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
は
、
い
わ
ば

そ
の
前
段
階
と
し
て
、
鉄
鋼
貿
易
は
本
来
い
か
に
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
論
義
を
も
う
一
度
根
本
か
ら
や
ろ
う
で
は
な
い
か
と
主
張
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
各
国
か
ら
報
告
さ
れ
る
統
計
や
政
策
を
同
一
パ
タ
ー
ン
と
濃
密
度
で
報
告
す
る
た
め
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
の
作
製
（
カ
タ
・
グ

化
）
を
、
以
下
の
七
項
目
に
つ
い
て
提
案
し
て
い
る
。
O
税
制
、
⇔
労
働
、
◎
産
業
政
策
、
㈲
研
究
開
発
、
㊨
国
内
介
入
措
置
、
因
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

資
．
資
本
参
加
、
㈹
貿
易
（
八
三
年
四
月
の
第
一
七
回
会
合
）
。

　
こ
の
よ
う
な
最
近
の
動
向
は
参
加
国
間
の
疑
心
暗
鬼
を
取
り
除
き
、
政
策
の
透
明
性
に
資
す
る
点
で
有
益
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
鉄
鋼
委

員
会
が
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
ほ
ど
の
情
報
収
集
や
需
給
見
通
し
さ
え
な
し
え
な
い
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
実
効
性
は
薄
い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
よ
う
な
機
能
、
権
限
を
有
す
る
た
め
に
は
、
根
本
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
再
編
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
再
編
問
題
は
、
鉄
鋼
中
進
諸
国
と
の
関
係
に
お
い
て
も
す
こ
ぶ
る
重
要
で
あ
る
。
も
し
か
り
に
、
日
本
を
含
め

た
先
進
国
鉄
鋼
業
が
文
字
通
り
の
構
造
不
況
産
業
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
鉄
鋼
を
め
ぐ
る
「
南
北
問
題
」
は
先
鋭
化
す
る
に
違
い
な
い
。

鉄
鋼
委
員
会
自
身
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
当
初
か
ら
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
に
参
加
を
呼
ぴ

か
け
て
き
た
。
し
か
し
O
E
C
D
と
い
う
揚
に
対
す
る
警
戒
心
か
ら
、
先
進
国
主
導
に
組
み
込
ま
れ
る
危
険
を
こ
れ
ら
中
進
鉄
鋼
国
は
感

じ
て
い
る
。
ま
た
韓
国
の
よ
う
に
、
O
E
C
D
本
体
へ
の
加
盟
を
望
ん
で
い
る
国
も
あ
り
、
実
際
に
は
進
展
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
唯
一
具
体
化
さ
れ
た
の
は
メ
キ
シ
コ
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
て
鉄
鋼
委
員
会
へ
の
正
式
参
加
で
は
な
く
、
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（
1
9
）

情
報
交
換
を
中
心
と
し
た
「
連
絡
委
員
会
」
方
式
の
設
置
に
す
ぎ
な
い
（
第
一
回
会
合
は
八
二
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
）
。

　
メ
キ
シ
コ
と
の
リ
エ
ゾ
ン
方
式
が
、
は
た
し
て
ど
れ
だ
け
有
効
な
対
話
の
チ
ャ
ネ
ル
に
な
る
か
未
知
数
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
さ
て

お
き
、
能
力
過
剰
問
題
が
持
続
す
る
な
か
で
、
成
熟
産
業
と
し
て
の
先
進
国
鉄
鋼
業
と
、
外
貨
獲
得
の
た
め
の
重
要
産
業
と
位
置
づ
け
ら

れ
た
中
進
国
鉄
鋼
業
と
の
あ
い
だ
に
は
、
す
る
ど
い
利
害
対
立
は
不
可
避
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
政
府
間
調
整
を
ま
ず
求
め
る
の
は
先
進

国
側
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
利
害
が
す
る
ど
く
対
立
し
た
交
渉
の
場
と
な
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
決
の
政
治
を
回
避
す

る
た
め
に
も
、
鉄
鋼
委
員
会
が
時
間
を
か
け
た
「
学
習
の
揚
」
に
な
る
こ
と
は
期
待
で
き
よ
う
。
ハ
ー
モ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
機
能
は
、
そ
の

結
果
以
上
に
（
結
果
の
多
く
は
実
体
の
薄
い
妥
協
に
終
わ
る
）
、
政
策
の
「
す
り
合
わ
せ
」
に
あ
る
。
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本
稿
が
取
り
上
げ
た
二
つ
の
争
点
は
、
「
政
治
的
解
」
が
い
か
に
状
況
的
で
あ
り
、
脆
弱
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
、

保
護
貿
易
を
め
ぐ
る
力
学
が
、
経
済
の
論
理
と
政
治
の
論
理
の
狭
間
に
あ
る
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
本
稿
の
事
例
が
典
型
的
な
も
の
と
判
断
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
鉄
鋼
業
の
産
業
組
織
、
市
揚
構
造
、
政
治
力
等
々
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の
セ
ク
タ
ー
と
比
較
検
討
す
べ
き
点
は
多
い
。
し
か
も
本
稿
の
事
例
に
は
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド
と
い
う
大
状
況
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
陰
に
陽

に
、
国
内
・
国
際
間
の
連
動
政
治
化
を
加
速
さ
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
要
す
る
に
、
本
稿
が
取
り
上
げ
た
政
治
化
の
過
程
、
国
内
・
国
際
争
点
の
連
動
経
路
、
紛
争
処
理
方
法
、
秩
序
再
編
成
の
力
学
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

た
視
座
は
、
比
較
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
U
o
ロ
巴
α
男
ゆ
巽
幕
9
p
一
二
■
〇
三
の
o
o
o
7
0
冨
o
F
防
萄
馬
卜
q
、
評
ミ
焙
ミ
§
9
0
0
禽
魯
ミ
織
§
、
蔓
、
一
〇
〇
。
い
㌧
つ
N
8
、

　
（
2
）
　
二
こ
で
筆
者
の
念
頭
に
あ
る
分
析
概
念
は
国
際
関
係
論
で
い
う
「
レ
ジ
ー
ム
（
器
α
Q
ぎ
。
）
」
で
あ
る
。
レ
ジ
ー
ム
と
は
、
国
家
が
従
う
（
べ
き
）

　
　
ル
ー
ル
、
規
範
、
慣
行
の
セ
ッ
ト
、
国
家
間
の
集
団
決
定
に
つ
い
て
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
総
体
、
と
一
般
に
定
義
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
レ
ジ
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i
ム
の
発
生
、
発
展
、
変
容
に
つ
い
て
の
分
析
視
角
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
に
レ
ジ
ー
ム
論
は
き
わ
め
て
幅
広
い
概
念
と
分
析
対
象
を
持
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
「
諸
国
家
の
鉄
鋼
貿
易
関
係
に
影
響
を
及
ぼ

　
す
国
際
ル
ー
ル
や
各
国
の
政
策
」
と
い
う
面
を
特
に
と
り
上
げ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
レ
ジ
ー
ム
概
念
の
な
か
の
「
ル
ー
ル
」
あ
る
い
は
「
秩
序
（
オ

　
ー
ダ
ー
）
」
に
最
も
近
い
と
い
え
る
。
二
こ
で
い
う
「
整
序
機
能
」
と
は
、
意
図
的
に
選
択
さ
れ
た
国
際
ル
ー
ル
な
り
各
国
の
政
策
が
、
設
定
さ
れ

　
た
目
標
を
達
成
す
る
能
力
を
ど
れ
ほ
ど
持
っ
て
い
る
か
”
有
効
性
）
、
ま
た
、
ど
れ
ほ
ど
持
続
・
安
定
的
で
あ
る
か
（
u
安
定
性
）
に
関
連
す
る
。
本

　
稿
が
し
ば
し
ば
用
い
た
表
現
で
あ
る
「
政
治
的
解
」
「
政
治
的
均
衡
点
」
な
ど
は
、
有
効
性
と
安
定
性
の
複
合
概
念
と
い
え
る
。
レ
ジ
ー
ム
論
の
研

　
究
史
的
位
置
づ
け
、
定
義
な
ど
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
山
本
吉
宜
「
序
説
・
国
際
政
治
の
理
論
と
実
証
」
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国

　
際
政
治
の
理
論
と
実
証
』
一
九
八
三
年
。
本
稿
序
章
の
注
（
－
）
を
も
再
度
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
　
『
鉄
鋼
年
鑑
』
昭
和
五
五
年
度
、
三
四
八
頁
。
G
A
O
レ
ポ
ー
ト
は
T
P
M
の
問
題
点
を
詳
し
く
述
ぺ
て
い
る
。
O
o
＜
o
ヨ
日
①
暮
＞
8
2
注
紹

　
○
旨
o
ρ
』
織
§
帖
ミ
ミ
ミ
賊
§
魚
ミ
恥
9
更
↓
篭
題
箋
、
篭
驚
ミ
馬
暮
黛
ミ
砺
ミ
O
o
く
o
彗
ヨ
①
暮
写
ぎ
ユ
お
○
臼
8
一
お
o
。
O
、

（
4
）
　
さ
き
の
G
A
O
レ
ポ
ー
ト
以
外
に
も
多
く
の
論
者
が
T
P
M
の
欠
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
以
下
を
み
よ
。
o
o
8
く
窪
憂
卑
ヨ
Φ
。
ぎ

　
．
、
↓
8
＞
ヨ
〇
二
。
塁
q
o
梓
Φ
①
一
一
鼠
一
一
ω
け
蔓
餌
昌
一
暮
Φ
ヨ
聾
8
巴
O
o
ヨ
℃
。
葺
一
g
、
、
o
o
ロ
㎝
き
ω
賃
雪
α
Q
o
帥
＆
勾
o
の
巽
↓
o
o
N
o
＆
ω
こ
↓
評
、
ミ
ミ
隷
ミ
焼
§
ミ

　
、
o
ミ
魯
肋
県
防
ミ
黛
§
G
尽
§
愚
㌧
一
〇
。
。
ど
℃
や
一
a
山
＆
｝
民
ぐ
o
ω
臣
図
即
（
聾
一
β
』
鴇
§
肋
皇
ミ
ミ
ミ
切
§
馬
㌧
憶
＆
§
織
§
§
亀
↓
着
愈
き
ミ
偽

　
ミ
。
。
O
、
恥
㌧
置
ま
一
〇
↓
。
目
。
器
o
①
o
o
梓
暮
Φ
q
昆
＜
①
琶
蔓
、
ω
霧
ぎ
窃
。
。
費
p
α
国
。
g
o
巨
。
菊
①
器
胃
3
0
自
叶
①
『
し
O
o
。
ρ
二
N
占
雛
u
＝
お
げ
勺
ρ
三
臭
騨
＆

　
＝
置
8
0
0
p
8
㌦
．
↓
ぎ
℃
o
一
三
。
巴
国
8
ぎ
ヨ
冤
o
囲
q
巳
叶
a
望
暮
舘
－
冒
℃
雪
↓
厩
ρ
α
①
ぎ
o
o
8
①
一
．
．
ぎ
閑
o
N
o
く
帥
日
四
ヨ
ロ
田
a
こ
、
o
馬
帖
遷
§
匙
↓
ミ
籍

　
噛
訟
§
恥
黛
㌦
ぎ
～
尽
§
§
騨
§
。
§
8
這
o
。
ρ
署
甲
曽
一
6
一
9
公
文
博
「
日
米
鉄
鋼
摩
擦
の
現
況
」
『
経
済
評
論
』
一
九
八
O
年
七
月
号
、
九
三
－

　
九
六
頁
。

（
5
）
　
佐
野
忠
克
「
新
ト
リ
ガ
ー
価
格
制
度
の
特
徴
と
そ
の
背
景
」
『
日
本
鉄
鋼
輸
出
組
合
月
報
』
一
九
八
○
年
一
一
月
号
、
二
頁
。

（
6
）
　
同
委
員
会
は
ソ
・
モ
ン
勧
告
（
七
七
年
一
二
月
）
に
従
い
、
七
九
年
一
月
、
連
邦
諮
問
委
員
会
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
組
織

　
機
能
等
に
つ
い
て
は
以
下
を
み
よ
。
「
米
鉄
鋼
業
再
生
策
を
テ
ー
マ
と
し
た
三
者
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
」
『
日
本
鉄
鋼
輸
出
組
合
月
報
』
一
九
八

　
○
年
九
月
号
、
二
四
－
二
八
頁
。
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（
7
）
　
『
鉄
鋼
年
鑑
』
昭
和
五
六
年
度
版
、
三
二
五
i
三
二
六
頁
。
佐
野
論
文
、
前
出
、
を
も
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
輸
入
比
率
、
製
鋼
操
業
率
は
3

　
ヵ
月
間
の
移
動
平
均
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
。
ま
た
特
定
品
目
の
急
増
（
サ
ー
ジ
）
判
定
に
際
し
て
は
、
商
務
省
は
e
輸
入
増
加
量
⇔
増
加
の
期
間
臼

　
市
場
動
向
、
委
節
的
要
因
、
最
近
の
典
型
的
な
貿
易
パ
タ
ー
ン
に
照
ら
し
て
み
た
揚
合
の
輸
入
増
加
量
の
影
響
度
を
考
慮
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　
『
鉄
鋼
年
鑑
』
前
出
、
に
よ
る
。

（
8
）
　
正
式
に
は
「
米
国
鉄
鋼
業
、
労
働
者
お
よ
ぴ
そ
の
地
域
社
会
の
た
め
プ
・
グ
ラ
ム
」
。
概
要
は
『
鉄
鋼
年
鑑
』
昭
和
五
六
年
度
版
、
三
二
四
頁

　
を
み
よ
。

（
9
）
新
T
P
M
の
E
C
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
は
以
下
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
今
井
康
夫
「
鉄
鋼
業
を
め
ぐ
る
国
際
的
動
向
」
『
通
産
ジ
ャ

　
ー
ナ
ル
』
一
九
八
二
年
六
月
号
、
九
〇
1
九
一
頁
。
『
鉄
鋼
年
鑑
』
昭
和
五
六
年
度
、
三
二
八
頁
。

（
1
0
）
『
鉄
鋼
年
鑑
』
前
出
、
三
二
八
頁
。
プ
リ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
申
請
し
た
メ
ー
カ
ー
と
申
請
品
種
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。
『
鉄
鋼

　
年
鑑
』
昭
和
五
七
年
度
版
、
三
二
一
頁
（
表
1
9
）
。

　
　
プ
リ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
商
務
省
と
E
C
と
の
立
揚
の
違
い
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
「
商
務
省
は
、
欧
州
メ
ー
カ
ー
が
ド
ル
高

　
の
こ
の
時
期
に
T
P
M
を
テ
ス
ト
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
不
公
正
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
T
P
M
の
お
か
げ
で
欧
州
側
は
過
去
ア
ン
チ
・
ダ
ン

　
ビ
ン
グ
提
訴
の
お
そ
れ
な
し
に
公
正
価
額
以
下
で
販
売
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
高
い
価
格
を
我
慢
す
べ
き
で
あ
り
、
一
時
的
な
ド
ル
高
の

　
メ
リ
ッ
ト
を
得
よ
う
と
す
ぺ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
欧
州
側
は
E
C
域
内
の
鉄
鋼
需
要
は
低
迷
し
て
お
り
、
失
業
率

　
が
高
ま
っ
て
い
る
点
を
米
国
側
は
考
慮
し
て
い
な
い
と
す
る
不
満
を
持
っ
て
い
る
。
」
「
ト
リ
ガ
ー
価
格
制
度
の
事
前
申
請
を
め
ぐ
る
最
近
の
情
勢
」

　
『
通
商
弘
報
』
一
九
八
一
年
七
月
二
〇
日
、
一
三
ー
一
四
頁
。

　
　
な
お
、
八
一
年
一
一
月
一
九
日
に
商
務
省
が
開
始
し
た
相
殺
関
税
・
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て
は
以
下
を
み
よ
。
『
日
本
鉄
鋼
輸
出
組
合
月

　
報
』
一
九
八
一
年
一
一
月
号
、
三
一
－
三
五
頁
。
ま
た
U
S
ス
チ
ー
ル
社
な
ど
七
社
に
よ
る
八
二
年
一
月
一
一
日
の
提
訴
に
つ
い
て
は
以
下
を
み
よ
。

　
「
米
ミ
ル
七
社
の
相
殺
関
税
、
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
と
T
P
M
停
止
に
つ
い
て
」
『
日
本
鉄
鋼
輸
出
組
合
月
報
』
一
九
八
二
年
二
月
号
、
五
六
－
六
二

　
頁
。
「
米
ミ
ル
七
社
の
相
殺
関
税
・
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
に
関
す
る
I
T
C
の
公
聴
会
・
仮
決
定
に
つ
い
て
」
同
上
、
八
二
年
三
月
号
、
二
九
－
三

　
五
頁
。
「
米
ミ
ル
七
社
に
よ
る
相
殺
関
税
提
訴
に
関
す
る
商
務
省
の
仮
決
定
に
つ
い
て
」
同
上
、
八
二
年
七
月
号
、
三
六
－
四
五
頁
。
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（
1
1
）
概
要
は
以
下
に
よ
る
。
「
米
国
・
E
C
間
の
鉄
鋼
貿
易
取
極
め
の
成
立
に
つ
い
て
」
日
本
鉄
鋼
連
盟
、
昭
和
五
七
年
一

　
お
左
の
表
は
「
取
極
め
」
に
よ
る
対
米
輸
出
カ
バ
レ
ー
ジ
等
の
数
字
で
あ
る
（
同
上
、
六
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
d
2
↓
）

一
月
、
二
ー
五
頁
。
な

※
画
国
華
韮
羅

　
（
む
o
。
一
岳
）

団
O
誉
①
3
罫
＞

　
（
一
℃
。
。
一
愈
）

㌣
H
唖
ー
　
　
　
曲
塗
滋

（
畿
）
　
　
　
（
畿
）

　豊5
　　呂ロ
理

　略皿

ざ
O
お

一
一
ひ
い
o
o

o
。
”
鶏
O

　
　
　
駅

＆
刈
（
α
避
轟
）

嵩
o
o
（
ミ
■
頓
）

軌
℃
頓
（
O
一
■
O
）

い
8

一
ρ
O
o
V

g
o
o
ひ

鈎
轟
ひ

頓
、
O

曄
匙
皿
ゆ
理

一
〇
婆
O
一

ひ
轟
O
o
（
一
〇
〇
。
O
）

ひ
b
い

保護貿易の政治学（H）

　
　
な
お
、
「
取
極
め
」
に
い
た
る
経
緯
、
米
、
E
C
の
反
応
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
「
最
近
の
米
国
鉄
鋼
輸
入
制
限
問
題
」
日
本
鉄
鋼
輸

　
出
組
合
資
料
、
一
九
八
二
年
。
「
米
国
・
E
C
鉄
鋼
貿
易
取
極
の
成
立
に
つ
い
て
」
『
日
本
鉄
鋼
輸
出
組
合
月
報
』
一
九
八
二
年
二
月
号
、
一
－
八

頁
。
＝
雪
の
ヌ
β
亀
R
帥
呂
類
雪
切
く
普
o
R
＜
2
．
．
頴
旨
ω
ぎ
些
。
切
芒
器
号
－
署
器
三
お
け
昌
ω
奮
一
評
g
9
這
。
。
。
．
．
円
ぎ
モ
ミ
匙
肉
8
§
華
、

　
2
0
＜
o
目
σ
魯
G
o
o
N
嚇
℃
や
舘
O
ー
雪
o
o
■

（
1
2
）
　
本
節
は
以
下
の
拙
稿
に
一
部
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
レ
ジ
ー
ム
論
」
に
つ
い
て
の
理
論
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
日
ン
に
つ
い
て
も
若
干

　
以
下
の
拙
稿
で
ふ
れ
て
い
る
。
「
貿
易
摩
擦
と
多
角
的
調
整
ー
鉄
鋼
の
事
例
」
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
の
理
論
と
実
証
』
一
九
八
三

　
年
、
六
三
ー
六
七
頁
。

（
1
3
）
　
た
と
え
ぱ
以
下
を
参
照
。
『
対
外
経
済
政
策
の
基
本
』
（
一
九
八
O
年
）
所
収
の
兼
光
秀
郎
論
文
、
一
一
一
－
一
一
五
頁
。

（
1
4
）
鉄
鋼
委
員
会
の
「
機
能
」
に
つ
い
て
、
O
E
C
D
理
事
会
決
定
付
属
文
書
（
七
八
年
一
〇
旦
一
六
日
）
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。
「
参

　
加
者
は
、
一
九
七
八
年
六
月
の
閣
僚
理
事
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
一
部
と
し
て
採
択
さ
れ
た
積
極
的
調
整
政
策
に
関
す
る
一
般
方
針
を
想
起
し
、
危
機
的

時
期
に
お
い
て
、
鉄
鋼
企
業
を
支
持
す
る
た
め
の
国
内
諸
政
策
が
調
整
の
負
担
を
他
国
に
転
嫁
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
他
国
で
制
限
的
貿
易
措
置
（
例
、
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人
為
的
な
輸
出
促
進
ま
た
は
人
為
的
な
輸
入
代
替
）
が
と
ら
れ
る
可
能
性
を
増
大
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
ぺ
き
で
は
な
い
ア
》
と
に
つ
き
合
意
す
る
」

　
（
『
鉄
鋼
界
』
昭
和
五
四
年
二
月
号
二
一
二
頁
の
日
本
語
訳
に
よ
る
）
。
積
極
的
産
業
調
整
政
策
（
P
A
P
）
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
ア
一
と
。
O
国
O
O
、

　
、
8
ミ
竃
」
赴
誤
導
馬
ミ
、
§
籍
聴
ミ
§
9
鷺
譜
9
ミ
黛
ミ
ミ
9
胸
§
寒
ち
o
。
P
鉄
鋼
委
員
会
で
も
P
A
P
関
連
の
議
論
（
生
産
構
造
の
適
合
政
策

　
や
各
種
政
策
の
透
明
性
な
ど
）
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
政
策
的
展
開
は
特
に
な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

（
1
5
）
　
今
井
康
夫
「
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
の
動
向
」
『
鉄
鋼
界
』
昭
和
五
七
年
一
〇
月
号
、
四
五
頁
よ
り
引
用
。

（
1
6
）
　
O
国
O
U
、
防
融
乳
き
罫
鴨
o
o
象
、
一
〇
〇
〇
ρ
や
一
ひ
9
卜
o
轟
O
・

（
1
7
）
　
噛
ミ
3
毛
”
N
8
－
N
ミ
、
〔
カ
ナ
ダ
産
業
貿
易
商
務
省
の
G
・
エ
リ
オ
ッ
ト
に
よ
る
批
判
〕

（
1
8
）
　
七
項
目
提
案
の
う
ち
、
雇
用
に
関
す
る
デ
；
タ
が
比
較
的
事
務
局
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
テ
ス
ト
．
ケ
ー
ス
と
し
て
労
働
分
野

　
に
つ
い
て
作
業
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
「
O
E
C
D
鉄
鋼
委
員
会
最
近
の
動
き
」
日
本
鉄
鋼
連
盟
、
昭
和
五
八
年
五
月
。

（
1
9
）
　
今
井
康
夫
、
前
出
、
四
七
頁
。

（
2
0
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
第
－
章
第
一
節
「
鉄
鋼
産
業
の
特
色
」
を
再
度
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
1
）
　
工
業
製
品
で
い
え
ぱ
繊
維
の
前
例
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
加
え
て
、
各
種
一
次
産
品
に
つ
い
て
の
国
際
協
定
も

　
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
セ
ク
タ
ー
比
較
が
、
「
レ
ジ
…
ム
論
」
の
理
論
的
発
展
に
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
比
較
の
基
準
（
変

　
数
）
を
明
確
に
設
定
す
る
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
。
繊
維
と
の
比
較
が
今
後
の
主
要
テ
ー
マ
と
な
ろ
う
が
、
序
章
の
注
（
3
）
お
よ
ぴ
注
（
7
）
で

　
述
べ
た
研
究
関
心
の
部
分
を
も
再
度
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
な
お
事
例
叙
述
を
と
じ
る
に
あ
た
り
以
下
の
二
点
を
補
足
し
た
い
。
本
稿
で
取
上
げ
た
ア
メ
リ
カ
の
揚
合
で
い
え
ぱ
、
米
業
界
の
次
の
タ
ー
ゲ
ッ

　
ト
が
中
進
鉄
鋼
諸
国
に
規
制
の
網
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
・
デ
リ
ッ
ク
A
I
S
I
会
長
（
U
S
ス
チ
ー
ル
会
畏
）
は
、
一

　
韓
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
の
途
上
国
か
ら
の
輸
入
が
、
八
三
年
九
月
に
は
六
五
万
三
、
○
○
○
ト
ン
で
、
日
本
、
E
C
か
ら
の
輸
入
合
計

　
の
六
四
万
五
、
O
O
O
ト
ン
を
上
回
っ
て
お
り
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
を
し
て
い
る
と
非
難
、
政
府
に
強
力
な
対
抗
措
置
を
と
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　
な
お
、
八
三
年
一
－
九
月
の
途
上
国
か
ら
の
輸
入
量
は
四
四
七
万
ト
ン
に
の
ぼ
り
、
前
年
同
期
の
三
〇
〇
万
ト
ン
を
約
五
〇
％
上
回
っ
て
い
る
。
日

　
本
経
済
新
聞
、
昭
和
五
八
年
一
一
月
六
日
付
。
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